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序章





　ごおん――……



　遙はるか彼方かなたで鐘が鳴っていた。

　低く長く――時の移ろいを告げる音が陰いん鬱うつな夜気を裂いて響き渡る。

　聖都の誇る広大な街並は既に薄うす闇やみに覆われ、諸々の建物は墓標の群れの如ごとく静かに建ち並ぶばかりである。わずかな星灯あかりの下、動くものの姿は無く、他に物音の一つも立たず、全てが死に絶えたかの様に静止した情景の中で――断続的に奏でられる鐘の音だけが、過ぎていく時間の存在を確認出来る全てであった。



　ごおん――……



　鐘の音が聖数十六を数える時――一日が終わる。

　それは聖都の隅々にまで満遍なく波及していく。容赦なく、それが理ことわりであると主張するかの様に如い何かなるものをも障害と認めず、ただ当然の如く、雨の様に、日差しの様に、諸物の上に降り注いで染み込んでいく。

　それは聖都の中央――大宮殿でさえも例外ではなかった。

　惜しげもなく高価な石材を何種類も大量に使って仕立て上げられた、豪ごう奢しゃな白亜の大建築物。築四千年を経てもなお、いささかも損なわれぬ偉容を誇り、聖都の臣民達にとって永えい劫ごう不変の代名詞とも言うべき絶対権力の象徴――それがこの大宮殿である。脆もろく、弱く、ただ地を這はい回り、日々を生きる事に力の殆ほとんどを費やさねばならない臣民達にとって、それは絶対権力の象徴であり、それそのものが一つの奇き蹟せきとして常に彼等を睥へい睨げいしているのだった。

　だが……一日の終しゆう焉えんを告げる鐘の音はこの大宮殿にも等しく浸透していく。

　例外は許さぬと言うかの如ごとくに。



　ごおん――……



　そう。それは終わりを告げる音だった。

　終わらぬものは無く、滅びぬものも無く、ありとあらゆるものは存在したが故にこそ喪うしなわれるのが定めである。形無きものさえ例外ではない。時間は最強無比の猛毒であり、静かに浸透するその威力の前には、如い何かなるものも消滅を免れない。身の程知らずにも永遠を望む者には等しく報いが訪れる。

　崇敬も。畏い怖ふも。憧どう憬けいもそして――友愛も。

　全ては時の流れの中で容赦なく蒸発する。



　ごおん――……



　事は短時間で終える必要が在った。

　行為の結果がもたらす意味からすれば、それはあまりにも短い時間と言えただろう。一瞬と言っても良い。四千年にも及ぶ治世がただの一瞬の出来事によって瓦が解かいすると言われれば、誰だれしもがその儚はかなさに溜ため息をつくに違いない。

　だが行為者達は知っている。

　後にも先にも許されたのはその一瞬――ただの一瞬のみ。必要にして充分な刹せつ那なの時間。それを逃せば全ては水泡に帰し、奪われるのは彼等の命であろう。故にこそその一瞬に込められた殺意には四千年の歴史をも打ち破る密度が在った。



　ごおん――……



　神聖なる大宮殿。

　その中央に位置する謁見の間。

　本来であれば数千の――否、数万にも及ぶ臣徒が傅かしずく広間は、今、ひどく閑散とした様相を呈していた。煌きらびやかな装飾は、その寂せき寥りようたる空気に被ひ曝ばくして荒野の如ごとき無味乾燥さをさらけ出している。感嘆する者の居ない華美さはひどく虚むなしい。

　無意味に白い光を放つシャンデリアの下で、床に落ちる人影はたったの七つ。

　東西南北に定位するのは四人の奇き蹟せき師し達だった。

　老若男女の区別は在るが、いずれも当代随一とされた使い手ばかり。彼等は高々と擬ぎ神しん杖じようを掲げながら聖句を唱えている。神ならぬ身でありながら、聖体を組み込まれた機械式杖つえと神権を織り込んだ命令言語によって奇蹟を操る者達――それが奇蹟師達である。



　ごおん――……



　奇蹟師達が成す四辺形の内に居るのは三名。

　謁見の間の最奥に位置する玉座の側に、立ち尽くす娘が一人。

　長い銀髪と大きな碧へき眼がんを備え、顔立ちは清せい楚そ可か憐れん。薄うす衣ぎぬの内に透ける肢体が描き出す曲線は繊細にして優美。観る者を例外なく魅了せずにはおかぬ器量の持ち主である。腕に、脚に、首に、髪に、惜しげもなく与えられた装飾品の数々と比しても決して本人の容姿が見劣りする事はない。

　だが……

　今、娘の表情は哀れな程に強こわ張ばっている。

　恐怖と後悔が色濃く滲にじんでもなお、娘の顔は美しかったが。



　ごおん――……



　玉座の前には一人の剣舞師。

　黒革の長靴に腰回りを覆う布だけが彼の衣装である。代わりにその身には、複雑で艶あでやかな紋様が執しつ拗ような程の精せい緻ちさで描かれている。

　半裸で、鍛え上げられた肉体をこれ見よがしにさらけ出し、剣と肉体にて美を訴えるのが彼等の仕事。故にこそその体たい躯くは逞たくましくはあるが、無意味に筋肉が盛り上がるでもなく、むしろ刃物に似て限界まで絞り込まれた鋭利さを観る者の感覚に擦り付ける。

　剣舞師は右手に長大な剣を構え、左手を右肘ひじに添える様にしている。

　表情は無い。絶大なる集中力が実利を伴わぬ無駄な行為を一切排除している。

　そして――



　ごおん――……



　最後の一人。

　それは玉座に座したまま剣舞師の剣に胸を貫かれていた。

　いや――それを数えるのに『一人』という言葉は相応ふさわしくない。それは個にして全であり全にして個なるものである故に、そもそも数える必要すらも無い。敢あえてそれでも単位を振るとするならば、それは『一柱』とすべきであろう。少なくともそれは人ではない。人に相似しているが、決してそれが人に似ている訳ではない。人がそれに似ているというだけの事だ。

　故にそれは、しばしば単純でひどくありふれた単語でもって呼称される。

　空が。地が。風が。虹にじが。ただ一語で以もつて平凡に語られるが如ごとく。

　ただ一語――『神』と。



　ごおん――……



　ごぼり……と神の唇から血の泡がこぼれる。

「…………」

　右腕が何かを求めるかの様に伸び――口は血を吐きながら何かの言葉を紡ぐ。

　それは即ち神の言葉だ。それは力在る言葉だ。造物主たる神の言葉は絶対であり奇き蹟せきそのものである。被造物はただ疑いも躊躇ためらいも無く拝受して遂行すべき命令であり、逆らう事は無論、無視する事も出来ない。それはあらゆるものの上に権勢を行使し得る絶対にして究極の言こと霊だま。その様に決められているのだ――神によって。

　故に神は驚きよう愕がくした事だろう。

　まさかそれに裏切られる事になろうとは。

「…………」

　ごぼりごぼりと血を吐きながら神は何度も命令を唱える。

　万物がただ平伏して尊守すべき御言葉はしかし、虚むなしく血泡と共に弾はじけて消えるのみ。いつもの如く白い輝きは放射されるが、それに諸物が応える様子は無い。聖光はただ無意味に周囲を照らすだけで、何の奇蹟も起こらない。

　六度目の試みも徒労と終わった時――瀕ひん死しの神はようやくこの異常の源に気付いた。

「……お……のれ……」

　怨えん嗟さに濡ぬれた神の瞳ひとみが四人の奇蹟師をにらみ据える。

　彼等の仕業なのだ。

　奇蹟師は神ならぬ身にて神の御業を扱う。その為に彼等は『聖体』――即ち神の身の欠片かけらを封じ込めた擬ぎ神しん杖じようを盾として使い、万物に対し自らを神と謀たばかる。擬神杖の中の神の欠片に対する反応から奇蹟師達を神と誤認し、奇蹟師達の特殊命令言語体系――『聖句』を神の御言葉と誤認した万物は、当然ながらありとあらゆる事象に優先してそれを実行する。万物が奇蹟師達を誤認している間は神の玉命は届かない。奇蹟師達は誤認した領域で神を囲む事により、その権能の真空状態を造り上げたのである。此こ処こでは本物の神の言葉は譫うわ言ごとに等しく、万能たる力を発揮する前に虚しく散ってゆくしかないのだった。

　しかも――

「おおおおおおおおおおおおッ!!」

　剣舞師は雄お叫たけびを上げながら剣を引き抜く。

　玉座に座したままの神の口から大量の血が飛散するが――構わず剣舞師は己の得物を翻ひるがえした。前述の通り許されたのはわずかな時間だ。故に躊躇ためらう暇も休む暇も無い。瞬殺――否、瞬壊こそが彼に課された唯一にして無二の任であった。



　ごおん――……



　まずは――首。

　渾こん身しんの力と技を込めて振るわれたその一撃は、狙ねらい違たがわず相手の頸けい部ぶを切断。苦く悶もんと驚きよう愕がくの表情を浮かべたまま神の生首は胴体から転げ落ちていった。

　だが剣舞師はそちらを見ようともしない。

　ただ首を刎はねただけで死するものになど神の資格は在るまい。限りなく万能にして無限に近いからこその神である。その力を人間の常識に当てはめるべきではない。たとえ指先一本であろうとも神は神としてその権能を操る。故にこそ擬ぎ神しん杖じようなどという代物が生まれるのである。

　続いて――胴体。

　翻った刃は玉座ごと神の肉体を横に切断。脇わき腹ばらから脇腹へと抜ける。目にもとまらぬとはまさにこのことであろう。先の一撃よりも更に速い。

　最後に――やはり胴体。

　容赦なく翻った刃が、とどめとばかりに胴体を縦に断ち切る。

　全身を五分割――これは奇き蹟せき師し達が長い長い計算の末に割り出した神の抹殺法だった。故に剣舞師のこの三撃は当初より予定されていたものであり、長大な剣は確実に――剣舞師の力がたとえ途中で尽きるとも、その重量によりて最後の一断を確実ならしめる為に選ばれたものだった。その為だけに密ひそかに集められた良質な鍛たん鉄てつを、奇蹟法を使って恐ろしい高密度に凝縮したのである。



　ごおん――……



　びしゃあ――と、一瞬遅れて事実を思い出したかの様に血がぶちまけられる。

　続いて胸から上が膝ひざの上に落下して左右に分かれ、座ったままの腹から下もその衝撃で左右に分かれた。それぞれの断面からだらだらと大量の血が流れ出る。

　酸鼻極まる光景であった。

「くおっ――」

　剣舞師が呻うめいて床に膝ひざをつく。

　よく見ればその右腕はだらりと力無く垂れ下がり、左腕よりも明らかに伸びている。恐るべき重量の剣を神業とも言うべき速さで振り回した代償である。神を屠ほふる為の剣は、右肩及び右肘ひじの脱だつ臼きゆうという形でその恐れ多い行為に報いたのであった。もっとも神殺しという罪業に対して支払うべきがその程度であったのなら、むしろ安くついたと喜ぶべきであろうが。

　ごとり、と音を立てて剣が床に落ちる。

　そして……

「おおっ!?」

　激しい苦痛に苛さいなまれている筈はずの剣舞師が、それさえも忘れて驚きよう愕がくの叫びを発した。

　どろりと剣がその輪郭を緩めたのである。

　まるで高熱に晒さらされた蝋ろう細工の様に長剣が溶けていく。神の身体をも一撃で両断する硬さを持つ筈の鍛たん鉄てつが、凄すさまじい速さで溶解していく。熱ではない。間近に居る剣舞師は全くそんなものは感じない。まるで鍛鉄が自らの素性は液体であったと唐突に思い出したかの様に――水銀状になった剣が床の上にわだかまった。

「これは一体――どういう事か!?」

　剣舞師が振り返って叫ぶ。

「問題ない」

　剣舞師の不安を嘲あざけるかの様に、奇き蹟せき師しの一人が微笑を浮かべて言った。

「存在子イグジスに矛盾する行為の結果――その物質が『発狂』しただけだ」

「ならば……失敗した訳ではないのだな？」

「無論だ。この程度の事は最初から想定済みだ」

「おお。ならば――」



　ごおん――……



「やった……」

　北の奇蹟師が呟つぶやいた。

「やった……」

　南の奇蹟師が呟いた。

「やった……」

　東の奇蹟師が呟いた。

「やった……」

　西の奇蹟師が呟いた。

　そして剣舞師が――呟いた。

「神を――殺した……！」

　喜悦と恐怖の混じり合った叫びが謁見の間に響く。

「我等の勝ちぞ」

「今より歴史は我等人間を主とし」

「我等の営みによりて世界は動いてゆくだろう」

「我等人間こそ世界の支配者」

「我等こそ頂点に君臨せしもの」

「神よ御苦労――後は我等が引き継ぐ故に、心おきなく滅びるがいい」

　奇き蹟せき師し達が歌う様に言う。

　興奮に震える彼等とは別に――玉座の側に立ち尽くす娘だけが、顔を伏せて戦おののいている。その表情は定かならず、しかし奇蹟師達や剣舞師と共に達成の喜びを噛かみ締めている風にはとても見えない。



　ごおん――……



　娘は喉のどの奥から絞り出す様に言った。

「…………お許しを。我が君」

　慚ざん愧きの色濃いその声は――しかし奇蹟師にも剣舞師にも届かない。

「お許しを。どうかお許しを。ああ――我が君」

　それでも娘はそれだけが救いとばかりに、死した神に対する懺ざん悔げの言葉を呟つぶやいている。

「我が君……我が君……どうかお許しを」

　しかし――

「……許サヌ……」

　囁ささやく様な一言。

　だがそれは娘を黙らせ、奇蹟師達と剣舞師を凍らせた。

　恐怖と焦燥に満ちた五対の視線が、慌ただしく辺りを舐なめる様に滑り――そして床に転がったままの神の生首の処ところで止まった。

　神の生首はごぼごぼと血を吐きながら言った。

「……許サヌ……裏切リ者共メ……」

「……！」

　奇蹟師の一人が愕がく然ぜんと視線を走らせる。

　神の首の転がる場所。

　それは四人の奇蹟師が自らを頂点として造り上げた四角い領域――神の力を封じる為の結界からほんのわずかに逸脱していた。転がった際に勢いがついて外側に出てしまったのだろう。奇蹟師達は剣舞師の動きに注目していた上――外側といってもそれは首の半分がその外辺を踏む程度であったので、気付かなかったのである。

　だが――それは致命的とも言うべき失策だった。



　ごおん――……



「……許サヌ……断ジテ……」

　ぎょろりと神の生首が眼を剥むいて言った。

「我ガ……創造ト……繁栄ト……四千年ニ及ブ……寵ちょう愛あい……ニ対スル貴様等ノ答エガ……コレカ……!?」

　奇き蹟せき師し達は動かない。剣舞師も動かない。恐怖に縛られて動けない。

　ただ娘だけが顔を上げて叫んだ。

「我が君！　お許しを……！　私は――」

「……許サヌ……」

　娘の再度の懇願は即座に切って捨てられた。

　あるいは……もう神は何も見えず何も聞こえていないのかもしれない。

　奇蹟師達の計算は――実行の際の不手際は在ったとしても、それそのものは確かではあった。神にも滅びは訪れる。瞳ひとみは焦点を喪うしない吐く血はどす黒く濁る。確かに今――神は死につつあった。

　しかし……



　ごおん――……















　誰だれもが凍り付いて動けない。

　生首から渺びよう々びようと吹き付けてくる憎悪と悪意を前にして全員が金縛りにあっていた。奇き蹟せき師しも剣舞師もただ愕がく然ぜんとして、行動を起こす直前の体勢で固まっている。

「許サヌ……許サヌ……！」

　ごぼごぼと赤黒い血の泡を吹きながら言う生首。

「呪ノロワレヨ！　呪ワレヨ！　我ヲ裏切リシ人間共ヨ呪ワレヨ!!　我ハ万物ノ長ニシテ造物主タル者ノ権勢ニテ命ジル――世界ヨ、世界ヨ、アリトアラユルモノヨ！　我ガ命ヲ受諾セヨ!!」

　生首は最後の力を振り絞って呪いの言葉を吐く。

　それは人と神の蜜みつ月げつの終わり。

　これより始まる長い長い終しゆう焉えんの始まり。

　そして――



　ごおん――……



『災イ在レ』と神は言った。

　そして災いが在った。








第一章　英雄志願





　咆ほう吼こうと共に巨体がうねる。

　醜悪にして頑強な肉体であった。人間の数倍はあろうかという体たい躯くは、何種類もの臓物を無理矢理束ねて造り上げたかの様な姿をしており、尋常な神経ならば吐き気を催す程に汚怪だが――むしろ強度的には脆ぜい弱じやくにも見える。汚らしい液体を滴らせ、ぶよぶよと蠢しゆん動どうする外皮は、剣や斧おのの一いっ閃せんでさして抵抗も無くあっさりと切り裂けそうだった。

　だがそれがあくまで見せ掛けである事を〈シグナル〉は知っている。

　あれは『邪神イビルゴツド』である。

　位階レベル89に属する超難敵。その体力は〈シグナル〉の百倍にも達し、数々の魔法的技能を備え、魔法による防御圏を幾層も纏まとっている。それなりの魔法を付与された属性武器であれば、その防御圏を突破出来ない事も無いが、その破壊力は数分の一に減少し、必殺の筈はずの一撃は、ただかすり傷を負わせるだけの小技になり下がる。

　あれを倒すにはまず可能な限りに――腹立たしい事だが――ちまちまとその小技を積み重ねて体力や魔力を削り取ってやる必要が在る。

　必殺の一撃はそれからだ。

　故に今は未まだ彼の出番ではない。

「――『念弾サイコボルト』！」

　女魔導士ソーサラーの〈くみーる〉が発動させた攻撃魔法が連続して『邪神イビルゴツド』に叩たたき込まれる。

「『念弾』！　『念弾』！　『念弾』!!　『念弾』ッ!!」

　比較的低位の攻撃魔法だが、相手の属性に関係なく打撃を与えられるという事では汎はん用よう性が高い魔法でもある。より派手で攻撃力の高い属性魔法攻撃――『雷弾サンダーボルト』や『焔弾フレームボルト』の魔法を使いたがる連中も多いし、実際、〈くみーる〉もそれらの魔法は使えるが、相手が秒単位で属性を変化させる様な、文字通りの怪物ではむしろそれらの属性攻撃魔法は逆効果になる場合もある。炎の属性を帯びた怪物に火炎攻撃をぶち込んでも元気付かせるだけだからだ。

「そろそろ精神力がやばい」

　高位僧侶プリーストの〈レベリス〉が呟つぶやく様に言う。

　彼は彼で『邪神』が『透明化トランスルーセント』の魔法で姿を消してしまわない様に『探知デテクト』の青白い魔法光を頭上で回転させ、『聖壁セイント・ウオール』を唱えて魔力防御壁を設置、『邪神』の広範囲無差別攻撃を無効化した上で、『治癒キユア』の呪じゆ文もんを前衛にかけまくっている。

　僧侶は攻撃そのものには殆ほとんど参加しないが、実の所、戦闘中は最も多忙で判断力を必要とされる。集団戦闘では要だ。各種支援魔法の効果が在るのと無いのとでは明らかに攻撃の効率が異なるし、何よりも『治癒』は瀕ひん死しの者をも一瞬で回復させる。元より必死どころか百回の死を覚悟して挑まねばならぬ様な高位の怪物相手では、聖職者を伴わない部隊パーティなど単なる自殺者の集団でしかない。

「まだ駄目？　めっちゃカタいな……こいつ」

『邪神』の真正面に立って文字通りの盾となり、『邪神』の直接攻撃が仲間に及ばない様に頑張っているのは体力自慢の騎士の〈ｍａｓａｋａｄｏ〉である。

　身に纏まとうぶ厚い装甲と〈レベリス〉の『治癒』、そして何より自身の体力によって何とか『邪神』を食い止めているのだが――さすがにそれも限界が近い。明らかに『治癒』による回復量よりも、『邪神』が叩き込んでくる攻撃の被害の方が大きいからだ。何しろこの『邪神』、打撃力だけで人間の十倍はある。装甲や体力の弱い者ならば一撃で即死だ。

「だあ――また属性変わったか!?」

〈ｍａｓａｋａｄｏ〉のすぐ側では高速移動による奇襲戦法に特化した暗殺者アサシンの〈はややん〉が、次々と地・水・火・風・光・闇やみと六種の属性魔法短剣を持ち替えて周囲を飛び回りながら攻撃を仕掛けているものの、四面六ろつ臂ぴの『邪神』相手には思う様に効果は上がっていない。

　だがそれでも確実に相手の体力は削られている筈はず。

　こちらが全滅するか。あるいは向こうの体力が切れるのが早いか。

　勝負は消耗戦の様相を呈している。

　しかし――

「やべっ――召喚するか!?」

〈はややん〉が叫んだ瞬間、『邪神イビルゴツド』は圧縮型呪じゆ文もんを詠唱した。

　止める間も無く、意味不明の絶叫めいた声が一同の上に響き渡る。

　閃せん光こうを放ちながら順次『邪神』の周囲に空間転移してきたのは四体の『邪神官イビル・プリースト』である。『邪神』が呪文で召喚したのだ。

　黒衣の『邪神官』達は不気味な隈くま取どりを施された顔を歪ゆがめつつ呪文詠唱。自らの崇あがめる神に向けて『治癒キユア』をかけ、折角皆が削った『邪神』の体力を回復させてしまう。

「先にこいつら潰つぶせ！　レベさん、『封詠サイレンス』！」

〈ｍａｓａｋａｄｏ〉の要請に応じて狩人〈じーうっど〉の弓が目標変更、共に『多重衝撃マルチ・インパクト』を仕掛け、次々と『邪神官』を倒していく。精神力をかなり消耗するが、狩人の『多重衝撃』は中位の怪物をたった一発で沈黙させるだけの威力が在る。『邪神官』は分類的には高位の怪物だが、狩りきれない場合には即座に暗殺者アサシン〈はややん〉の双短剣がとどめを刺していった。

　同時に〈レベリス〉が『封詠』の呪文で『邪神』の召喚魔法を強制停止。もっとも対魔法能力の高い『邪神』の場合は、いくら『封詠』を仕掛けても三秒で回復してしまうが。

『邪神官』は瞬またたく間に駆逐された。

　だがそれに安あん堵どする間も無く、一同は剣撃を、弓撃を、そして魔法攻撃を『邪神』へと叩たたき込んでその体力を削そぎ落としていく。

　更に――

「そろそろとどめいくぞ――行け、我等が必殺兵器リーサルウエポンッ！」

「らじゃーッ！」

　聖騎士〈シグナル〉は待ってましたとばかりに飛び出す。

　この一瞬の為に彼はわざわざ戦闘に加わらず、体力と精神力を温存していたのである。

「ぶちかますぜ神の奇き蹟せき！　――『破魔聖十字デイバイン・クロス』！」

『破魔聖十字』。

　自らの体力、精神力を破壊力に変換して爆発――敵を巻き込む一種の自爆攻撃だ。中途半端な体力や精神力で使えば、ただ単に使い手が根ね刮こそぎ力を使い果たして死ぬだけという情けない結果になるが……その分、上う手まく決まれば莫ばく大だいな破壊力で相手を一気に粉砕できる。

　迸ほとばしる聖なる爆光。

　それは度重なる攻撃で弱り切っていた『邪神』の魔力防御圏を易やす々やすと突破、その醜悪な肉体内部に残っていた体力を一気に削り取った。

『邪神』の巨体が震え、轟ごう音おんと共に分解していく。

　ぼとぼとと結合力を失った腐肉の塊が崩れ落ち、いびつな骨格をさらけ出す。酸性の汚怪な黒い血潮が地面に跳ねて、しゅうしゅうと白い煙を立てた。

「……………………ッ!!」

　殆ほとんど無敵――いや反則とさえ言える様な強大さを誇ったその怪物は、最後に一声絶叫して地面に倒れ伏した。小さく二度三度痙けい攣れんをして、その巨大な爪つめが恨めしげに地面を抉えぐったりもしたが……それきり『邪神イビルゴツド』は動かなくなる。

「やった……か？」

　広がっていく静寂の中で誰だれかが呟つぶやく。

　それに答えるかの様に『邪神』の肉体は消滅を始めた。

　醜悪な巨体が、ばらばらと細い断片に分解しては飛び散って虚空に溶ける。

　それと同時に恐ろしい程の――そしてあっけない程の速さで世界は常態に復し始めた。

『邪神』が死した後には死体すら残らない。肉片も体液も全く無い。

　それどころか『邪神』の破壊した諸々のもの――地面の焼け焦げも、ひび割れも、炎上していた樹木さえも、まるで数秒前までの出来事が夢か幻であったかの様に消え去った。

　辺りにはごくごく平凡な光景が見えるのみ。

　死闘の痕こん跡せきは十秒にも満たぬ時間で完全に拭ぬぐい去られていた。

〈シグナル〉達は武器を降ろし――

「お疲れ」

「お疲れさーん」

　場違いな位に緊張感の欠落した口調で挨あい拶さつした。

「やったね。アイテム何か出た？」

「ＭＶＰ誰？　経験値？」

「俺おれ。ドロップ・アイテム――〈聖せい骸がい布ふ〉だってさ」

「露店相場いくら位？」

「５００Ｋ位かなあ」

「うわ。微妙。結構苦労したのになあ」

「〈シグナル〉最後に突っ込んだだけじゃん」

「つーか〈シグナル〉さんノリ過ぎ。最後のあれは爆笑もんよ」

「ふふふ。勇者〈シグナル〉と呼んでくれい」

　などなど……

『邪神』を倒した者達は車座になって語り合う。

　……言うまでもない事ではあるが。

　これは現実ではない。

　オンライン・ゲーム〈ティル・ナ・ノーグ・オンライン〉の仮想空間内の出来事だ。

〈シグナル〉達はプレイヤー達で構成された組織体――通称ギルドと呼ばれるものの仲間である。

　人物達は全て緻ち密みつな三次元映像３ＤＣＧで描かれているが、無論それは人物を操っているプレイヤー達とは全く別の存在だ。互いに和わ気き藹あい々あいと語り合ってはいるが、彼等はろくに互いの――ネットワークの向こう側に居るプレイヤーの――顔も知らない。一応会話は音声ボイスチャットで行われているものの、これも地声かと問われれば微妙だ。口調や言葉そのものはそうそう変換できまいが、自分の声を変調して男性の声を女性の声にする位のフリーソフトは少しネットを検索すればごろごろ転がっている。

　要するに彼等は、日常生活の合間に架空の世界で架空の冒険を楽しんでいただけの事だ。

「しかしなんつーかさ……苦労した割には達成感薄いよね」

「そりゃ所しよ詮せんゲームだもんよ」

「まあそうなんだけどさ。今の『邪神イビルゴッド』も確か時間湧わきでしょ？　つまりは倒しても何時間か後には復活してる訳じゃんか」

「当たり前だろそんなの」

「いや、だからさ。『ラスボス』じゃないよね。どれだけ強くても」

「まあそうだよね」

「ほら――昔のＲＰＧ、ネットとかに繋つながらなかった様な奴だと、ちゃんと『ラスボス』がいて、それを倒したらその世界ではきちんと勇者になれたじゃん」

「ははあ――何となく言いたい事分かってきたよ」

「むう？　俺おれはよく分からん」

「つまりだね、どんな敵を倒しても『英雄』とか『勇者』にはなれないよなーとか思ってしまう訳よ。英雄とか勇者ってやっぱ凡人との差別化から生まれるもんだし。その意味ではあっちにもこっちにも『邪神殺し』の『勇者』が出てきても意味無い訳で」

「廃ハイな連中は居るけどね」

「あんなんただの中毒じゃんか」

「負け惜しみだ負け惜しみ」

「あ。でもこんど実装されるみたいだよ。『勇者』システム」

「なにそれ？」

「私も聞いた事あります。各フィールドに時間湧きするボスキャラを倒したら、しばらく名前の前に『勇者』って二つ名がつくらしいですけど」

「あー。あれか。間抜けなよーな気もするけどな。名札みたいで」

「いやだから、俺の言いたいのはそういうんじゃなくてさあ……」

　…………

　プレイヤー達はそんな会話を交わしながら時間を過ごす。

　ＭＭＯＲＰＧ――多人数参加型マツシブリー・マルチプレイヤーオンライン・ロールプレイング・ゲームの醍だい醐ご味みの一つはこのチャット機能である。皆で力を合わせて行う戦闘も楽しいが、のんびりまったりとお喋しやべりをするのを楽しむ為に、パソコンをこの仮想世界に接続してくるプレイヤー達も決して少なくない。

　そして――

「あ。もうこんな時間か。明日やばいから落ちます」

〈はややん〉が言って立ち上がった。

　恐らくは誰だれもがその一言を待っていたのだろう。〈はややん〉を皮切りに皆が立ち上がって別れの挨あい拶さつを口にする。

「俺おれも寝ます――」

「んじゃ私も雪崩落ち」

　時刻は夜中の――というか既に明け方の四時である。確かに翌日朝から予定のある人間にはきつい時間に違いない。

　光の柱に包まれて、次々と仲間の姿が消滅する。ゲームを終了しネットとの接続を切ったのだ。

　そして――



　　　



　ディスプレイの向こう側は異世界だった。

　画面の中には、風に撫なでられて緩やかにうねる草原が何ど処こまでも広がっている。遙はるか彼方かなたの空には巨大な魔法都市が浮かんでいる様子も見えた。時折、視界の端を過ぎる人影の中には耳が尖とがっていたり尻尾しつぽを備えていたりする者も多い。

　恐ろしく緻ち密みつで――それ故にこそひどく不自然さが際立つ情景である。

　その真ん中で、聖騎士の銀鎧よろいに身を固め、己の身長にも匹敵する長大さの聖剣を携えた銀髪の美丈夫が、何をするでもなくただぽつねんと立っている。整った顔立ちにも何ら表情は無い。特に動きも無い。まるで魂が抜けているかの様に静止している。

「『勇者』の二つ名……か」

　ぼんやりとした呟つぶやきが濁った空気の中で拡散していく。

「なんか違うんだよなー……」

　英雄。勇者。

　確かにそんなものはＭＭＯＲＰＧの世界には有り得ないだろう。

　それぞれのプレイヤーの為に、並列的かつ独立的にプレイヤーの数だけ存在する仮想世界――例えばかつて主流であったスタンドアロンのゲーム機上で行うＲＰＧでは、プレイヤーが英雄になる事も可能であろうし、それが醍だい醐ご味みではある。当たり前だ。その世界はただプレイヤーの為だけにそこに在るのだから。そこでは誰だれもが当然の様に英雄であり勇者であった。

　だが通信回線ネツトワークを使い、多人数が同時参加する事で一種の『社会』を形成するシステムたるＭＭＯＲＰＧ、通称『ネット・ゲーム』ではこれはまず無理だ。プレイヤー一人一人がゲーム会社にとって客である以上、提供するサービスに露骨な差は設けられないし、むしろ不公平になり得る要素は可能な限りに排除しなければならない。

　これでは英雄など生まれる筈はずが無いのだ。

　英雄とは特出した存在であり、その概念は凡人との差別化から生まれるのだから。

　例えばあまりに強い敵を設定してしまうとゲームとしてのバランスを著しく損ない、途中から初心者――新規顧客の参加できない閉鎖的な内容になってしまう。そんな状態は運営会社が望む筈はずも無い。だから誰だれでも倒せそうな敵ばかりが設定される。

　他のプレイヤーから見れば異様な位のハイレベルなキャラクターを育てて使う連中は居るが……それは単にひたすら長時間ゲームをやり込んでいるか、あるいは違法改造チートをしているだけの事である。どちらにしてもそれはもう『英雄』や『勇者』の称号を冠される様な者達ではない。

　そこにはただ遊びを楽しむ為に特化した精神性を伴わない『技能』が在るだけだからだ。

　苦悩を踏み越える気概も、逆境に立ち向かう勇気も、秘密に切り込む知恵も、弱者を護まもり慈いつくしむ高潔も、必要とはされない。だから描かれる事も無い。

　また――ゲームのシステムが高度化するにつれて、どうしてもお仕着せの物語を単調にこなしていくタイプの、スタンドアロンなゲーム機で一人楽しむＲＰＧは減りつつあり、逆に自由度が高く楽しみを他人と共有出来るＭＭＯＲＰＧの市場は拡大しつつある。

　その事に是非は無い。単に風潮というものだろう。

　ただ……

「つまりゲームの中にさえ……英雄は居られなくなった訳か」

　物憂げにそう呟つぶやいて欠伸あくびを一つ。

　ちらりと部屋の片隅に視線を飛ばすと――旧ふるいゲームのポスターの中で、右腕に剣を携え左腕で美姫ヒロインを抱いた英雄が爽さわやかな笑みを浮かべている。壁に貼はられて何年にもなるポスターは既に色褪あせて端は破れ始めているのだが――今日も変わらずそこに在る。明日も明後日もきっとそこに貼られているだろう。

　しかし……

「なんだかな……」

　そう呟く少年の名は――香か芝しば省しよう吾ご。

　都内の公立高校に通う健康優良な高校二年生である。

　無個性という訳ではないが、容姿や能力に関して特に何か目立った点を持っている訳ではない。何ど処こにでも居るごく普通の高校生だ。まあ若干趣味がオタク臭いと言われる事もあるが、それとて他に類を見ない程ではない。

　で――健康優良である以上は徹夜の一回や二回は平気だ。

　生あい憎にくと試験勉強の一夜漬けとかそういう徹夜は無理なのだが、好きな事をやって徹夜する位は全く苦にならない。

　多少睡眠不足が辛い時もないではないが、学校で寝ていれば睡眠量の補いはつく。お陰で頬ほお杖づえをついたまま寝るのは得意中の得意だ。たまに失敗しても愛想笑いさえしておけば大丈夫。最近は何かと世論がうるさく、殴るのはおろか、チョーク投げたり椅い子すを蹴けったりするのも『暴力』と見なされるとかで、殆ほとんどの手を封じられた教師も最も早はや、居眠りを見つけても放置する事が多い。

　共に雑誌編集をしている彼の両親は、朝帰りは無論、編集部に泊まり込む事も多く、完全にライフサイクルが一般人とずれているため、省しよう吾ごに関しては殆ほとんど放任状態となっている。彼が何時に寝て何時に起きようとあまり気にしない。もっともそれは、彼が平均的な成績とさして問題の無い素行を――少なくとも内申書的には――維持しているからであろうが。

　そういう訳で……省吾はちょくちょくお気に入りのオンライン・ゲームを朝までやったりもする。

　もっとも、彼の場合はまったりとゲームをするのが好きなので、経験値効率がどうの、だとかレア・アイテムをこれだけ集めてどうの、など、目を血走らせてのめり込んでいる訳ではない。のんびりとギルド仲間とモンスターを狩っているだけだ。

　だから両親を含め誰だれに迷惑を掛けている訳でもない。

　概おおむね問題は無い。無い筈はずだ。

　だが――世の中にはそうは思ってくれない人間も居たりする訳で。

「――省しよう君ッ！」

　怒号と共にだんだんだんだんだん――と階段を駆け上がってくる音がする。

「…………」

　そろそろ来る頃ころだろう、と踏んでいた省吾は慌てない。

　自分を呼ばわる声に反応して改めてした事と言えば、ちらりと窓硝子ガラスに映る自分の顔を見て、眼鏡の下の双そう眸ぼうが血走っていないかとか、その下に隈くまが出来ていないかを確認しただけである。やや長めでぼさぼさの髪はいつもの事なのでどうでもいい。元々少し癖の強い髪型なので多少櫛くしを入れた位では綺き麗れいにまとまらないのである。

（冴さえねー）

　心の中で省吾は苦笑する。

　ゲームの中の〈シグナル〉の容姿とはかけ離れた姿がそこに在る。中肉中背のごく平凡な高校生の姿。外見的特徴といえば眼鏡位のものだ。我ながら地味だと思う。十年後あるいは二十年後――ぶつぶつ言いながら中年太りを始めた身体を引きずって会社に向かっている自分の姿が容易たやすく想像できてしまう。

（ま……それも悪くないんだけどな）

　ついでに彼が眼鏡をシャツの裾すそで拭ふいていると、扉を殴り付ける音がした。

　本人はいつもノックだと言い張っているが、どう考えても扉をぶん殴って破壊しようとしている様にしか思えない。その叩たたき方には憎しみさえこもっている様な気がした。

　とりあえずどかどかどかと三発扉を殴ってから、声の主は省吾の許可も待たずに扉を勢いよく開け放った。

「省君ッ!!」

「おう。おはよう」

　省吾は振り返りもせずに言う。

「おはよう――じゃないッ！」

　喚わめきながら声の主はずかずかと部屋の中に入ってきた。

　省しよう吾ごの了承も待たずにカーテンが開かれ、続いてその向こうの窓も開け放たれる。

　途端に朝の陽光と冷気と、そして家の外の喧けん噪そうが雪崩れ込んできて、淀よどんだ空気を洗い流した。省吾の住む家は繁華街の近くに在るので、車の排気音から人々の声まで様々な音が四六時中届くのだ。最近の家は防音性が高いので、窓とカーテンを閉めてさえいればほぼ完全にそういった雑音は遮しゃ蔽へいする事が出来るが。

「またネット・ゲームやってたんでしょ!?」

「ああ。昨日は新しいパッチが入ってさ。待望のボス・モンスター『邪神イビルゴツド』が」

「パッチだかポッチだか知らないけど徹夜は止めなさいって言ってるでしょ!?」

「うるせーな、お前は――」

　言いながら省吾はやはり振り返らずキーボードを操作。

　画面の中では彼の分身であるキャラクター聖騎士〈シグナル〉がやはり黙然と草原の真ん中に立ち尽くしている光景が映っていたが――省吾のログアウト手続きに従ってゲーム画面が閉じる。異世界へ行くのも戻るのも……手続き自体はいつもお手軽だ。リターンキーを三度押すだけで、電脳空間上に在る架空の大陸への繋つながりは瞬間的に消滅した。

　露骨な溜ため息をつきながら省吾はパソコンのＯＳも終了させて電源を落とす。

「まったく……お前は俺おれの母親か？　毎日毎日飽きもせずに説教しに来やがって」

　省吾はここでようやく背後の相手を振り返る。















「恵子叔母さんに頼まれたから来てやってるのよ。『花か梨りんちゃん、うちの馬ば鹿か息子をお願いね』って」

「花梨。社交辞令って言葉知ってるか？」

「広こう辞じ苑えん程度で良ければ解説するけど？」

　と――少女は言った。

　彼の前に苛いら立だたしげな表情で立っている少女は勅て使し河が原わら花梨という。

　名前は大層だが中身も割と大層な少女だ。少なくとも全国模試で常に一桁けた順位に居る位には。彼女に言わせるとそれでもまだ不満なんだそうだが。

　以前『テストで九十きっちゃって』と珍しく落ち込んでいたので、慰めてやろうと思って話を聞くと――九十をきったのは点数ではなく偏差値なんだとか。聞いた瞬間、脳みそが耳からこぼれ落ちる位に揺すってやろうかと省しよう吾ごが思ったのは秘密である。

　これで分厚い眼鏡をかけていて、いかにも『ガリ勉少女でござい』という感じに地味で垢あか抜けない感じならば省吾も納得するのだが、そこそこに――というかかなり見た目は良かったりするので、いまいち神の不公平さを感じる。

　髪は女の子としてはやや短めにしているが、活発な彼女にはよく似合っているし、くっきりした目鼻立ちがとても可愛らしい。どちらがよりガリ勉に見えるかといえば、むしろ眼鏡でぼさぼさ頭の省吾の方が遙はるかにそれっぽい。まあ強いて欠点を挙げれば色気の類たぐいは殆ほとんど壊滅的という点で在るが――まあこれは将来に期待といった処ところか。

　それはさておき。

　彼女は省吾に歩み寄ると鼻先に人差し指を突き付けて言った。

「さっさと着替えて学校行く用意！」

「うざい。だるい。故に寝る。俺おれは風邪を引いた。今引いた。故に学校は休――」

「永眠したいのなら手伝うわよ」

　ぽきぽきと指を鳴らしながら言う花梨。

「ついでに退学届けも出しておいてあげる。ああ――なんて優しい私」

　ちなみにこの天才少女は運動能力の方もかなり高い。

　前に省吾は花梨が、下品な冗談を言って彼女をからかった同級生の男子生徒を合気道でぶん投げているのを見た覚えがある。いくらなんでも体力や腕力で十七歳の男子高校生が十五歳の女子中学生に負ける筈はずはないのだが、身に付けた技能の差が立場を逆転させてしまう可能性は充分にあった。

　はっきり言って――人間という生物としてのスペックだけを見れば、彼女の方が圧倒的に省吾よりも優秀だ。

　こんな怪物が従姉妹いとこなのだから――しかも互いの家が歩いても三分と近い為か、特に理由もなくしょっちゅうやって来ては、我が物顔で振る舞っているものだから――省吾としては自分がいかに平凡であるかという事実を認識せざるを得ない。

　本当に神様は不公平だ。

　まあ現状に明確な不満が在る訳でもないのだが……

「…………」

　ちらりと部屋の片隅を見る。

　少し色褪あせたゲームのポスターの中で、英雄は決して曇る事の無い笑みを浮かべて省しよう吾ごを見つめていた。右手に聖剣を携えて。左手に美姫ヒロインを抱いて。何処いずことも知れぬ遙はるかな世界の空の下で敢然と何かに立ち向かっている。

「省君！」

「…………あーもう。分かった。行くよ」

　苛いら立だつ花か梨りんの怒声に、溜ため息をついて省吾は応じた。



　　　



　香か芝しば省吾は英雄物語が好きだ。

　それも今では手て垢あかが付いたと言われる様な――例えば剣と魔法の世界で運命に選ばれた勇者が竜と闘って倒し、最後は美姫と結ばれる様な。あるいはある日突然自分の使命と能力に目覚めた少年が、世界の影に潜み世界の滅亡を画策する巨悪と闘う様な。

　きっかけが何だったのかはよく覚えていない。

　幼い頃ころに見ていたテレビアニメだったのか。あるいはゲームだったのか。あるいは漫画だったのか小説だったのか。ひょっとしたら誰だれかから聞いた昔話であったかもしれない。何にしても彼は英雄の活躍する豪ごう放ほう磊らい落らくな物語が好きだ。漫画、映画、アニメ、ゲーム、そして小説――どんな媒体でも構わない。

　だから彼の部屋にはその手のジャンルに分類される品がたくさん在る。花梨などは本棚に並んだ漫画と小説の題名タイトルをざっと見据えた上で『オタク』と省吾を指差す始末である。まあ愛読書――というか何というか――が各種専門書と経済新聞という花梨にしてみればそう見えても仕方なかろう。

　だが。

　誰もが一度はそういうものに憧あこがれたりした筈はずだと省吾は思う。

　一人の人間が文字通りに驚天動地の大冒険をする。迷路を抜け、仲間と会い、神器を得て、奥義を修め、魔物を倒し、美姫を救い、その結果――世界の運命まで変えてしまう。

　それはなんと刺激的な人生だろう。

　もし自分がそうなったら――と夢想すると、それだけで省吾の背中にはぞくりと寒気の様な感動すら走るのだ。子供の頃のそんな憧どう憬けいが今なおも彼の中には消えずに残っている。

　だが……そんな彼を花梨や両親は『大人になりきれていない』と評する。

　否定は出来ないだろう。

　特に部屋の中で一人、模造剣とかモデルガンを構えてポーズを取っていたりする処ところを見られたりしてしまうともう弁解不可能だ。冷ややかな眼で花梨に『俺おれ様さま、カッコイイ』などとナレーションを入れられた時には、一瞬本気で首を吊つろうかと悩んだものである。

　それはともかく。

　省しよう吾ご自身が時折、自分のこんな気持ちをピーターパン・シンドロームの様な『病気』の一種かもしれないと自じ嘲ちよう的てきに考える事も在る。

　だが同時に――大人になったらそうした憧あこがれを棄すてないといけないのだろうか？　と疑問に思う事も在る。

　無論……省吾は分かっている。

　大多数の一般人と同じく自分というものを知っている。そして自分の属する現代社会というものをきちんと理解している。

　法律や道徳が整備され、教育水準が上昇し、情報の密度と伝達速度が上昇した世界――この高度にシステム化された世界で、個人が活躍して世界の命運を左右するなどという事はまず有り得ない。それが軍事的勝利であろうと画期的発明であろうと、今は集団で力を合わせて組織的に行われるのが常だ。たった一人の英雄的行動で易やす々やすと変わる程、今の世界は脆ぜい弱じやくでもなければ隙すきだらけでもない。まして一介の高校生がそんな超人的な存在になれるとは思えない。

　だから……これは省吾にとっては単なる憧れである。

　それ以上でもそれ以下でもない。

　その事を彼は自覚しているし、実際に世界をどうにかしようなどというテロリストじみた望みを抱いている訳ではない。妙な夢想に狂って新興宗教に走る訳でもなければ、電波を受信しながら前世が聖戦士だった仲間や恋人をトンデモ雑誌の読者欄で探す様な真似もしない。

　せいぜいが自分の憧れた世界に似たゲームを徹夜でする位のものだ。

　省吾にとって英雄とは予あらかじめ失われてしまった概念だった。

　それはフィクションという名の異世界にのみ残存するものだった。

　だが――



　　　



「ほら！　早くして！　さっさとする！」

「うるせー」

　言いながら省吾は口にパンをくわえる。焼いてもいない、バターも塗っていない、素のままの食パン。これがまたまずい。だが悠長に味にこだわっていると気の短い花か梨りんが暴れ出すので、最低限の調理や味付けさえ許してもらえない。

　このまま学校まで走ったら、心ときめく美少女と曲がり角で運命的に正面衝突出来そうであるが、そんな素敵な妄想と共に省吾はパンを無理矢理口の中に詰め込み、牛乳で喉のどの奥に流し込んだ。

「口の中にもの一杯詰めない！　下品！」

「わうぇのうぇーわおおおっうぇんわ」

「徹夜する方が悪いんでしょ」

「うううぇー」

　もごもごと口を動かす省しよう吾ご。

　口こう腔くうがパンに占拠されている為に舌を動かす余地が無いのだ。それで喋しやべる省吾も省吾だが通訳も無しに正確に聞き取ってしまう花か梨りんも花梨である。つきあいが長い上に毎度の事なので会話が成立してしまうのだ。ちなみに省吾の台詞せりふは『誰だれのせいだと思ってんだ』『うるせえ』である。

　花梨は香か芝しば省吾の母方の従姉妹いとこに当たる。

　ただし省吾の感覚からすれば彼女は従姉妹というよりも妹に近い。花梨も省吾の事を『省君』と呼んでいるが、以前は『省兄』と呼んでよく省吾の後をついて回っていたものだ。ところがどこでどう間違ったのか気弱な『妹』は、今ではすっかり姉気取りで二つも年上の省吾の事を小突き回す様なくそ生意気な性格に育ってしまった。

　勅て使し河が原わら家と香芝家は家が近い。

　そのせいで花梨も省吾もお互いの家にしょっちゅう顔を出している。叔母は不在がちな省吾の両親の代わりによく夕食を食べさせてくれるし、個人面談の時にも親の代わりにでたりと、色々と面倒も見てくれる。なので省吾は特に勅使河原の叔母は『第二の母親』とも言うべき人物であった。ちなみに省吾の母親が彼女の父の姉という続柄である。

　もっとも――さすがに朝まで勅使河原家に食べに行くほど暇な訳ではないので、省吾は朝食は買い置きの食パンを牛乳で流し込んで家を出る事が多い。

「――未まだ？」

　玄関で腕を組みながらこちらを睨にらんでくる花梨。

「ああもう――そんなに苛いらつくんなら先に行け先に」

「そういう訳にいかないでしょ」

　こんな毎日代わり映えのしないやりとりを繰り返しながら省吾の一日は始まる。

　今日もそんな当たり前の日が始まる筈はずだった。

　だが――

「…………？」

　ふと感じる違和感に立ち止まる。

　椅い子すから立ち上がり、彼は――瞬まばたきした。

　何かがおかしい。何かが違う。

「何ぼーっとしてんの？」

　戸口で振り返った花梨が怪け訝げんそうに言って戻ってくる。

「あ。いや……あの……」

「寝ぼけてんの？　これだから徹夜でゲームなんかするなって――」

　花か梨りんの白い手が省しよう吾ごの肩を掴つかむ。

　その瞬間――

「――え？」

　まず最初に消えたのは音だった。

　家の側を通る車の音。近くを歩く通行人の話し声。そして頬ほおを撫なでていく風の音。

　全ての音がオーディオのボリュームを絞るかの様に急速に小さくなっていく。それは時間にすれば僅わずかに数秒の出来事だった。不自然な程の無音が彼を取り囲む。何やら花梨が省吾の肩を掴んで喋しやべっているのだが、その声が全く聞こえない。

（なんだこれは!?）

　思わず呟つぶやく言葉さえ音にならない。

　鼓こ膜まくがどうにかなったのか――ふとそんな考えが脳裏をかすめたが、それが誤りだという事はすぐに分かった。彼を襲ったのはそんな常識的な現象ではなかった。

　次に消えたのは触覚だった。

　花梨に掴まれている肩の感触が消え、皮膚感覚が消え、まるで麻酔にかかって麻ま痺ひしているかの様に、痛みとも痒かゆみともつかない感覚に全身を支配される。それは後にして思えば実際には痛みや痒みではなく、突如として感覚情報を遮断された神経が感じる『空白』であったのだが、この時点の省吾にはそこまで理解できない。

　更に消えたのは嗅きゆう覚かくと味覚だった。

　殊こと更さらに何も匂においを意識して感じていなくても、常に空気は匂いに満ちている。唾だ液えきにも一応ながら『味』が在る。普段はそれが当たり前の感覚なので意識しないだけの事なのだ。だがそれが突如として断絶してしまえばどうなるか。

　空気はまるで急激に冷えたかの様に感じられ、口こう腔くうに氷を突っ込まれたかの様に、やはり冷たく硬い感覚が舌の上にわだかまる。

（や……）

　やばい。

　本能が理由もなくそんな事を告げている。

　やばい。本当にやばい。これはおかしい。何かが狂っている。何が？　自分か？　それとも世界か？　異常を来しているのはどちらだ？　それすらも分からない。分からない不安の中で……しかしはっきりと『やばい』という感覚だけが在る。

（花梨、離れ――）

『離れろ』――そんな単純な言葉さえ出てこない。

　そして。

　最後に視覚までが麻痺し始めた。

　視界が暗さを増して閉じていく。いや――『暗い』というのは錯覚だろう。貧血を起こしたかの様に視覚そのものが麻痺していくのだ。そこには明るさも暗さもない。ただの虚無が横たわるだけだ。

（………………!!）

　そして。

　省しよう吾ごの五感が全て断絶する。

　完全に『思う』事しか出来ない絶対的遮断。世界との断絶。

　その中で――

（…………!?）

　脳裏に浮かぶ無数の光景。

　これは――記憶だ。

　それも順逆の入れ替わった記憶だ。

　花か梨りんが手を下ろし、後ろ向きに歩いて省吾から遠ざかっていく。同じく後ろ向きに歩いて省吾の部屋から出て行く。ゲーム画面の中でキャラクター達が後ろ向きに歩き、『邪神イビルゴツド』が復活し、ゲームの起動画面が閉じ――

（…………!!）

　省吾は悲鳴を上げた。

　どんどん時間の逆行が加速する。意識はそのままに記憶だけが強制的に過去へと引き戻されていく。まるで死の間際に見るパノラマの様に。だがそれにしたところで、まさか全てが逆再生という筈はずも無かろうに。

　ひたすら全てが逆巻きに再生される。

　高校入学の時に校長の演説が退屈で欠伸あくびをした時の記憶。

　中学二年の体育祭の時にリレーで第一走者をした時の記憶。

　小学三年の春先に花梨の家族と行ったキャンプの時の記憶。

　幼稚園の時にいじめっ子に殴られて泣いて帰った時の記憶。

　…………

（やめっ……やめろっ!!）

　声にならぬ声で省吾は叫んでいた。

　このままではどうなるか――何を見ねばならないのか彼は本能的に気付いていたからだ。

　ベビーベッドから見上げた父と母の顔。

　青い術衣に身を包んだ産婦人科医の顔。

　そして――

（…………!!）

　産道を子宮に向かって押し込まれ省吾は悲鳴を上げた。

　バース・トラウマ。

　安寧に満ち一切の不安から隔絶された母の胎内から、狭苦しい産道に押し込まれ、無理矢理外の世界へと押し出される恐怖故に、赤ん坊は泣きながら生まれてくるのだという。人間にとってそれは最も原初的な苦痛と恐怖の記憶である。

　それが省吾を絶叫させる。

　だが……

（…………!!　…………!?）

　省しよう吾ごの覚えた恐怖はそれだけに留とどまらなかった。

　時間が巻き戻る。

　全ては過去に向かって流れていく。

　ならば――『生まれる前』は一体どうなるのか。

（…………!!　…………!!）

　意識だけが泣き叫ぶ。

　生の裏側は即ち死だ。その虚無に落ち込んでいく自分を省吾は本能的に悟っていた。

　訳が分からない。

　これは何なのか。

　そして――

（…………!?）

　何も見えない。何も聞こえない。何も感じない。

　記憶さえもが途切れる。

　完全な――闇やみさえもが無い虚無。

　ただそこに在るだけで、ばらばらに自らが拡散していく様な……究極の孤独感が省吾を覆う。本当の意味での『真空』とはこういう領域を指すのだろう。

（まさか……）

　これは死か？

　この絶対的な虚無の世界こそが『死後の世界』なのか。

　咄とつ嗟さに閃ひらめいた不吉な発想は――しかし次の瞬間に否定された。

（…………！）

　光が見えた。

　白く暖かな光が虚無の中にぽつんと浮かび上がる。

　省吾は反射的にそれに手を伸ばした。いや――無論今の彼に手は無い。ただその様な感覚で意識を集中しただけの事だ。

　そして。

　逆転が始まった。



　　　



　バルド・コードランは空中回廊から『聖せい廟びよう』の内部を見下ろしていた。

　何度も見慣れている光景ではあるが――バルドは此こ処こに立ってこの巨大施設を眺めるとある種の感慨を覚えずにはおれない。人間の欲望と執念がどれだけの事を可能にするかという一つの証拠が此処に在る。技術的な問題ではない。大抵の場合にそれは後追いで解決される。むしろ恐るべきは分相応不相応を忘れてそれを実行しようとする思考だ。不可能を不可能として納得するのを良しとせず、見果てぬ夢を見ようとするその性さがだ。大抵の場合にそれは当初、狂気と評されるが――やはり大抵の場合にいつかはそれを笑えなくなる日がやってくるものである。

　五百年前のあの日の様に。

（『聖せい廟びよう』とはよく言ったものだ）

　バルドの厳いかめしい顔に苦笑めいた表情が走る。

『聖廟』――恐らくは皮肉混じりにそう命名されたこの施設を、極力単純な言葉で表現すれば『巨大な縦穴』という事になる。地面に穿うがたれた綺き麗れいな円筒形の巨大孔。その底部は真円の形状を示しており――壁面は磨き上げたかの様に滑らかだ。

　無論これは自然の産物ではない。

　秘密結社〈レネゲイド〉が計画を立案してから二百年以上もの歳月を費やし、奇き蹟せき術と土木機械とそして何よりも膨大な人力を使って――しかも秘密裏に造り上げたものである。これを馬ば鹿か馬鹿しいと嘲ちよう笑しよう出来る人間は居まい。愚行も極めれば偉業となる。どちらも一皮剥むけば潜んでいるのは理性のふりをした狂気だ。

　バルドの立つ空中回廊はこの『聖廟』内壁――即ち縦穴の壁面に沿う様にして円環状に設けられている。

　それを支える様な形で無数の柱と――そして五つの白い塔が、やはり壁面に沿って円を成す様に『聖廟』底部に建ち並んでいた。それぞれの塔には〈レネゲイド〉を支配する五氏族を示す紋章が刻まれており、基部に設けられた大きな開口部からは『聖廟』の中心に向かって鋼鉄の軌条レールがまっすぐに延びている。

　実利のみを追求して造られている筈はずなのだが……建ち並ぶ塔と柱、放射状に延びる五つの軌条、更には縦穴底部を埋める白線や文字群が描き出す情景は、何ど処こか荘厳で、大だい伽が藍らんを――巨大な寺院や神殿を連想させる雰囲気が在った。各所に設置された蒸気機関の無骨な外観ですらも、この『聖廟』の中ではある種の祭壇めいた神秘性を醸かもし出している様に見える。

　信仰や崇拝とは最も縁遠い場所である筈のこの『聖廟』がそう見えてしまうのは、如い何かなる偶然の皮肉か。

「…………ふむ」

　儀式は順調の様だった。

　バルドの位置からは細かい部分まで見えないが――塔の内部ではそれぞれの氏族の者達が聖遺物を活性状態に置き、出力制御用の聖句詠唱装置を動かしている筈だ。その証拠に塔の窓や開口部からは虚効化された余剰聖光の白い輝きが漏れている。

　塔の周りに配置された奇蹟師達が、塔から出力される膨大な聖光に奇蹟術式による力場を当てて精密制御を行っていた。文字通りの神の威光は聖句と奇蹟術の誘導により拡散する事も減衰する事も無く『聖廟』底部中央に集められ――そこで複雑怪奇な奇蹟術回路を描き出している。

　大規模奇き蹟せき術式。

　通常の擬ぎ神しん杖じようなど何万本集めても不可能なこの儀式を実現する為に、この『聖せい廟びよう』が場所として選ばれたのである。

　この『聖廟』は本来〈イコノクラスト〉の為に造られた施設だ。

〈イコノクラスト〉を研究し、設計し、建造し、調整し、そして整備及び格納する為の場所として計画され造り上げられた場所。それ以上でもそれ以下でもない。本来ならば前記の目的以外に使う事は無い処ところだ。

　だがこの大規模奇蹟術式にはどうしても〈イコノクラスト〉の擬体各部に内蔵された最大の聖体――即ち聖遺物が必要である。聖遺物を安易に〈イコノクラスト〉から出し入れする事は出来ないし、まして黄金よりも貴重な聖遺物を他の場所に運び出すだけでも、警備計画の立案だの五氏族相互の承認手続きだのと、やたらに面倒事が増える。これを慮おもんぱかって儀式はこの『聖廟』で行われる事となったのである。

「〈イコノクラスト〉……か」

　バルドは呟つぶやく。

　厳密に言えば今行われているこの儀式も〈イコノクラスト〉と無関係ではない。むしろ最も重要な部品を手に入れる為のもの――とも言える。その意味でも儀式はこの『聖廟』で行われるのが相応ふさわしいと言えた。















「……難儀な代物だ」

　バルドの呟きは『聖せい廟びよう』内の重苦しい空気に溶ける。

　この『聖廟』は〈レネゲイド〉の者の中でも限られた者だけが出入りを許されており、末端の者に至っては存在すら知らない場所だ。此こ処こは一般人からは厳重に秘匿された〈レネゲイド〉の最重要機密であり――これを漏ろう洩えいした者は極刑により処断される。この為、元より緊張感無しには脚を踏み入れる事も出来ない場所ではある。

　だが――今『聖廟』を包む空気は常にも増して重い。

　各所に配置された総計六十余人の奇き蹟せき師し達や、その間を駆け巡る百名近くの作業員達の表情はいずれも強こわ張ばっており、無駄口を叩たたいたり笑顔を見せる者は一人として居ない。

　当然だろう。

　そもそも大規模奇蹟術式は非常に危険なものだ。

　物質の存在子イグジスに直接干渉する事で様々な効果を発生させる奇蹟術であるが――聖遺物を五つも使った恐ろしく大掛かりな術式ともなれば、通常のそれとは明らかに違う副作用を引き起こす場合が在る。

　特に聖遺物が異常活性して聖句の制御限界を超える聖光を大量に垂れ流し始めると、無差別に発生する奇蹟が飽和現象を引き起こし、制御を一切受け付けない暴走状態となる。その結果がどうなるかは誰だれにも想像がつかない。無差別に顕現する無制御の奇蹟は、最悪の場合『聖廟』ごと居合わせた関係者全員を塵ちりにしてしまう可能性さえ在った。

　いや。それどころか――

「因縁遮しゃ蔽へい第七段階に達しました」

　涼やかな声が『聖廟』内に響き渡る。

　バルドは塔の一つに視線を向けた。

　声は――塔の壁面に設けられたテラスの専用座に腰掛けている少女から発せられたものだった。

　長くまっすぐに流れ落ちる黄金色の髪を備えた、清せい楚そな少女である。

　ひどく純粋な――少女という存在を極限にまで純化したかの様な、均整の取れた容よう貌ぼうには、余計な特徴というものが一切無い。特徴とは即ち偏りであり歪ゆがみでもある。少女はそれらの一切から無縁で――ただただ純粋にその容貌は美しかった。それで彼女を表現するには事足りる。強いて付け加えるのならばその双そう眸ぼうが蒼そう穹きゅうの色をしているという点位の事であろう。

〈イコノクラスト〉計画姫ひめ巫み女こ筆頭――メリニ・コードラン。

　バルドと同じくコードラン姓であるが彼との血の繋つながりは無い。〈イコノクラスト〉の姫巫女として育てる為に彼が引き取った数名の孤児の内の一人である。彼の養子の中では容姿も頭脳も身体運用能力も最も優れていた故に、コードラン家の代表として〈イコノクラスト〉計画に携わる栄誉を与えられた。

「原属世界から対象の切り離しに成功しました」

「続いて誘導を開始します」

「第四擬ぎ神しん杖じよう群――起動」

「聖句第十八段落――詠唱開始」

　他の四つの塔でも各氏族から一名ずつ選出された姫ひめ巫み女こ達が次々と声を発する。

　いずれの少女も相当な器量の持ち主だが、その中でもメリニが最も美しく見えるのは、義理とはいえ親の――いや飼い主の欲目か。何にしても才色兼備でなければ〈イコノクラスト〉の姫巫女は務まらない。

「警告。第四聖遺物――活性率壱六二。臨界突破。第二聖遺物との感染共鳴発生を確認」

「奇き蹟せき師し第六班――抑制奇蹟術式投与してください」

「了解。抑制奇蹟術式赤の八番――聖句詠唱開始」

「第四聖遺物活性率壱五四に戻りました。感染共鳴消滅を確認」

　姫巫女達の声が『聖せい廟びよう』に響き渡る。

　厳密で精細な術式の制御が淡々と行われていく。状況を報告し、分析し、奇蹟師達に対応策の指示を飛ばす姫巫女達の口調に躊ちゆう躇ちよや逡しゆん巡じゆんは無い。何度も事前に繰り返された訓練の賜物であろう。

　とはいえ――

（誰だれか一人が破滅願望でも抱いていればこの瞬間にも世界は終わるな）

　皮肉げにそんな事をバルドは考える。

　大規模術式そのものが危険なのは勿もち論ろんだが――そもそも〈レネゲイド〉五氏族の長達が所有する聖遺物五つを同時に、しかも近距離で活性化させる事そのものが極めて危険な行為なのだ。抑制術式は万全を期して何通りも開発した上で事に臨んではいるが……それでも万が一という可能性は棄すてきれないし、忘れるべきでもない。

　彼等の行為は成功すれば救世の快挙と後々に讃たたえられる事になろうが、失敗すれば史上最大最悪の愚行として、永えい劫ごうに許されざる罪となるだろう――もっともそれは失敗した後も歴史を刻む人類が残っていればの話だが。

「本当に……難儀な話だな」

　バルドは呟つぶやいた。

　ここまでの危険を冒して――その結果として〈レネゲイド〉が得るのはただ一人の人間だけだ。ただこの世界を救える『かもしれない』というだけの人間。しかもその救世主予定者に関しては名前も性格も容姿もバルド達には未まだ分からない。

「この世界の命運を見ず知らずの余所者に託さねばならんとはな」

「またそのような事を」

　苦笑混じりの声が掛かる。

　振り返るバルド。彼の視線の先には二人の護衛を従えて長身痩そう躯くの青年が立っていた。

　骨太さや汗臭さとは無縁の、繊細かつ優美な容姿。見るからに屈強な護衛二名を従えているから余計に強調されているのは事実であろうが――優やさ男おとこという言葉がこれ程に似合う人間をバルドは他に知らない。顔立ちは中性的で常に穏やかな笑みを絶やさず、物腰はただただ慇いん懃ぎんの一語に尽きる。楽器でも持たせれば吟遊詩人にでも見えるかもしれない。もっともこの世界においては、その様な職業は既に伝説の中にしか存在する余地は無いのだが。

　無論――この青年がただ見目麗しいだけの人間でない事をバルドは知っている。世襲制が定着しているとはいえ、それだけの人間が〈レネゲイド〉最高権力者の一人になどなれる筈はずが無いし……万が一なれたとしても三日と務まるまい。

　ネロ・オトルチ。

〈レネゲイド〉五氏族の中の一つ――オトルチ家の若き長であり姫ひめ巫み女こアフィニエ・オトルチの実の兄である。

「存在子イグジスの呪じゆ縛ばく故、我々では『代行者パニツシヤー』を倒す事はおろか近付く事さえ出来ません――」

　ネロは柔らかな口調で言った。

　彼の半歩後ろでは、物言わぬ影の様に護衛の男達が手を後ろに組んで立っている。『聖せい廟びよう』では基本的に銃器や刃物の携帯は禁止されているが、たとえ丸腰であろうと、筋骨隆々たるその体たい躯くはそこに立っているだけで威い嚇かく的な雰囲気を放散していた。

「――故にこそ〈イコノクラスト〉の操縦者には、我々とは異なる世界の物質で構成された人間が必要となります」

「……分かっている」

　バルドは頷うなずいて見せた。

　これは何百回何千回と繰り返されてきた討議の結論だ。その事はバルドも熟知している。

　他に方法が無いのだ。

　この世界の人間に『代行者』を倒す事は出来ない。

　未来永えい劫ごうに圧倒的な力で人間を苦しめ続ける存在――その為だけに創造された史上最大最強の呪じゆ詛そが『代行者』である。それは法のりとして人間を蹂じゆう躙りんし理ことわりとして無敵を誇る。この世界の人間には――神殺しの原罪に汚染され、存在子によってその在り様を規定されてしまう人間にはこの『代行者』は絶対に倒せない。

　では――この世界に本来属さない人間ならばどうか？

　そう〈レネゲイド〉の者達が考えるに至るまでにさして時間は必要なかった。この世界と異なる物質によって構成されているが故に、原罪を背負う事は無く、存在子に呪縛される事も無い人間。そんな人間がもし〈イコノクラスト〉の力を駆使出来れば、『代行者』を倒す事も可能なのではないか……と。

　だがこの『救世主召喚計画』が具体化したのは〈レネゲイド〉五百年の歴史の中でもつい最近――わずか二十年前の事である。

　二十年前までは異界との接触は〈レネゲイド〉内部でさえ実現不可能な絵空事だと考えられていた。そもそも一般社会の者達は異界が存在する事さえ知らない。彼等は自分達が認識出来るものが唯一にして全てだと思い込んでいる。

　当然と言えば当然だ。ただ怯おびえ、惑い、地に伏して赦ゆるしを乞こいながら日々を送る事しか出来ない者達には、馬に乗っても船に乗っても行く事の出来ない世界の事など、発想する余裕さえ無いだろう。

　ちなみに、この異界との接触は元々五氏族の一つであるマブロ家が脱出計画の一環として進めていたものだ。神の呪のろいの届かない新天地へと逃げる――それは一見、魅力的な計画には想えた。新規の奇き蹟せき術研究に秀でたマブロ家の者達は様々な術式を組み立て、それを基に異界へ続く扉の可能性を探り続けた。この計画が『救世主召喚計画』に方針変更を余儀なくされたのは、わずか人間数人分を異界に送り届けるのにすら、聖遺物五つ全てを使う必要が在ると分かったからである。

　とてもこれでは世界中の人間は無論、〈レネゲイド〉全員を異界に脱出させる事さえ出来ない。それに聖遺物と術式を制御する奇蹟師達はどうしてもこちら側に取り残される事になってしまう。

　まして――その異界にはこちら側と同じく人間が居る事が分かった。

　異界の人間がこちらの世界から大量に流入する『難民』を受け入れるかどうか分からない。厄介者として排除される可能性も在ったし、立場の差から奴隷の様に使われる可能性も少なくなかった。異界の人間の善意や良識を期待するには〈レネゲイド〉の者達は人間というものを知り過ぎていた。

　故に――

「『代行者パニツシヤー』の活動周期は年々縮まってきています」

　ネロはまるで生徒に理ことわりを説く教師の様な口調で言った。

「それも加速度的に。また各々の『代行者』のもたらした災禍から復興し切れていない街も多い。それどころか今なお残存して被害を拡大させている災禍さえ在る」

　確かに『代行者』のもたらす災禍は様々だ。

　単に津波や竜巻といった現象ならば過ぎ去ってしまえば脅威は消えるが――時に『代行者』のもたらす災禍の中には怪物の群れや疫病として顕現し、『代行者』が眠りに就いた後も人々を苦しめ続けるものが在る。

「このままでは人類は百年と保たずに文明を維持する力さえ失ってしまう。いや――その日はもっと早いかもしれない。『代行者』の活動周期が更に早まらないとも限らないし、何より十六体全てが一斉に動き出す可能性も在ります」

「可能性――か」

　皮肉げにバルドは呟つぶやく。

『代行者』については細かい事は殆ほとんど分かっていない状態だ。今まで観測されてきた事実から推論が幾つか存在しているだけに過ぎない。そんなものに関する可能性を論じる事自体が愚かしい。『代行者』については何が起こっても全く不思議ではないからだ。

　全くもって絶望的な状況だ。

　だからこそバルド達は縋すがらざるを得ない。運命を託さざるを得ない。

　異界の人間に。そして〈イコノクラスト〉に。

　迷っている暇は無い。他の選択肢を考えている暇も無い。

　しかし――

「今度こそ上う手まくいくと良いがな」

　バルドが呟つぶやく。

「その為の姫ひめ巫み女こでしょう」

「……どうも手間取っている様に見えるが。気のせいか？」

「ふむ……？」

　バルドの言葉にネロも『聖せい廟びよう』内部を振り返る。

　義父の台詞せりふが聞こえた訳でもなかろうが――姫巫女メリニの声が『聖廟』の中に響いた。

「異物混入の痕こん跡せきが在ります」

　一瞬の静寂。

　やがて――意味を理解した者達の立てる困惑のざわめきが『聖廟』全体に広がっていく。

　文字通り世界の命運を賭かけた作業である。予定外の事態には誰だれしもが不安を覚えずにはおれないだろう。

　しかし……

「どういう意味か？」

　空中回廊から投げ降ろされたバルドの問い掛けに、ざわめきはぴたりと静まった。

「聖光誘導に対する主観反応が二つ確認できます。質量や体積の計測値も併せて察するに――二人を同時召喚してしまった様です」

　メリニの言葉に奇き蹟せき師し達や作業員達は驚きよう愕がくの表情で硬直する。

　まさしく予定外の事態だ。

「姫巫女よ。それぞれの担当する奇蹟術式の状態を報告しろ」

　バルドの言葉に五人の少女達は手元の計測器を確認する。流れていく記録紙スクロールの上に小さな鋼鉄製の腕が速記し続ける文字列に眼を走らせて、五人の乙女は次々と声を上げた。

「第一聖遺物及び第一から第六術式群正常に顕能中」

「第二聖遺物及び第七から第十術式群正常に顕能中」

「第三聖遺物及び第十一から第十四術式群正常に顕能中」

「第四聖遺物及び第十五から第二十術式群正常に顕能中」

「第五聖遺物及び第二十一から第二十六術式群正常に顕能中」

「現在、召喚過程第九段階で待機中」

　メリニが一同を代表して言った。

「待機限界まで後、百四十秒――いかが致しますか？」

　基本的に儀式の管理は姫巫女達の権限内ではあるのだが、こうした突発的事態ともなればさすがに彼女等の判断できる分を越える。その為にこそ、こうしてバルドをはじめとする五氏族の長達が立ち会っているのだ。

「……ふむ」

　バルドは『聖せい廟びよう』を見回す。

「召喚奇き蹟せき術式自体は安定している様だな」

「ええ」

　ネロが傍らで頷うなずく。

「よろしい。緊急事態につき〈レネゲイド〉五氏族筆頭バルド・コードランの名において命ずる。召喚儀式を続行せよ」

「分かりました」

　メリニは頷くと――手元の記録紙スクロールを再確認してから声を上げた。

「念の為に擬ぎ神しん杖じよう第四群及び第九群――微調整用の追加聖句の準備を。調整用聖句は第八章第二段落を基に各自調整の事」

「……よろしいのですか？」

　囁ささやく様にネロが尋ねてくる。

「ここで中断しても結果がどうなるか予測がつかないのは同じだ。ならば続行すべきだろう。上う手まくいけば予備の『救世主』も手に入る」

「なるほど。御慧けい眼がん、感服いたします」

　微笑しながら頷くネロ。

　何ら礼節に問題の無い口調と台詞せりふでは在るのだが――何ど処こかこの青年の物言いには他者を嘲あざけるかの様な不ふ遜そんなものが漂っている。本人自身が気付いていないのか、あるいは自覚した上での外け連れんなのかは分からないが。

　無論――いちいちその事を見咎とがめるバルドでもない。〈レネゲイド〉各氏族の長ともなれば並以上の矜きん持じは在って当然である。

「因縁接続開始」

　メリニの宣言と同時に『聖廟』各所に配置された奇蹟師達が一斉に擬神杖を掲げる。

　彼等の役目は五つの聖遺物から放散される聖光の誘導及び結合である。小さな奇蹟術式を幾つも集めて筋道を――奇蹟術式回路を造り、その上に聖光を通す事でより巨大な効果の奇蹟術式を顕現させるのだ。

　奇蹟師達が擬神杖の引き金を引く。

　ばし！　と音を立てて発条の力により擬神杖の玄室球から空気が排出。玄室球の中の聖異物が真空状態に晒さらされる事で活性状態となる。女性骨格の背骨を鉄と樹脂で象かたどった擬神杖が震え、玄室球に取り付けられた解放弁から万物の上に一切の権能を誇る神の御光――聖光が漏れ始めた。

「我は神の権勢において命じるイア・ガバーナ・ダム・プルト・オム・カーム――諸物よ我が言葉に従うべしゼライ・オルエクス・イム・オームン」

　奇蹟師達の唱える命令言語――聖句の基礎段落が『聖廟』に響き渡る。

　続いて微調整用の命令を記述する聖句が朗々と流れ始めた。

「聖光弁――解放」

　それぞれの塔の壁面に設けられた専用の窓――聖光弁が開き、そこから新たに強烈な白い光が迸ほどばしる。圧力さえ伴うかの様な奇き蹟せきの光は、しかし突如としてその直進を妨げられ、分岐、曲折して空中に複雑な紋様を描いていく。それらは『聖せい廟びよう』中央部にて複雑に絡み合い、紋様によって描かれる奇妙な多面体を構成していった。

　微調整術式が塔の中の聖遺物と――それを納めた巨大擬神装置たる〈イコノクラスト〉各部と同期。真空に被ひ曝ばくした聖遺物の放つ莫ばく大だいな聖光は、十重二十重の微調整術式によって強制的に誘導され、儀式の中に注入される。

　白光によって描き出された巨大な多面体――即ち奇蹟術式集積体が発動、『聖廟』の真ん中で緩やかな回転を始めた。

「儀式逆転。因縁接続中」

　メリニが宣言する。

　彼女の手元では計測器が狂った様に動き回って大量の記述を――術式に関する計測情報を書き連ねていく。送られた記録紙スクロールが姫ひめ巫み女こ達の足下に折り重なって小さな山を造りつつあった。

「因縁接続第壱段階。固有経験図再構成」

「再構成に問題なし」

「周辺空間の存在子イグジス構成に異常なし」

「異界存在子流入を確認」

「異界存在子濃度上昇」

「自己組織化が始まります」

　淡々と儀式状況を告げる姫巫女達。

　聖句を一心不乱に唱える奇蹟師達。

　召喚場は一種異様な興奮に包まれていく。

　果たして彼等の行為は世界を救う為の第一歩となるのか。あるいは――

「因縁結合第六段階」

「術式第七章第六段に自壊現象確認」

「聖句再詠唱を」

「聖句第七章第六段落再詠唱開始」

「異界存在子固定」

「固有時間が加速しています。抑制術式を使用しますか？」

　インペラス家の姫巫女ペルテアが、空中回廊を振り返って尋ねる。

　彼女の視線を追えば――そこに実直を絵に描いた様な雰囲気の中年男の姿を見る事が出来た。バルドやネロに較くらべると背丈では劣るが、その分肩幅は広く胸板も厚い。権謀術数ではなく単純に肉体的優劣で――例えば殴り合いで雌雄を決する事になれば地に這はわせられるのは間違いなくバルドやネロであろう。もっとも、実際には肉体的な戦いを始める前にその実直さ故、権謀術数の泥沼に絡め取られてしまう――そんな男でもあったが。

　ぺルテアの父でありインペラス家当主ゼブロンである。

　権限を委任されているとはいえ――姫ひめ巫み女こが各氏族の代表であり、それぞれの長が立ち会っている以上、ペルテアがこの場でゼブロンに対して伺いを立てるのは何ら不思議な事ではない。

　しかし――

「構わん。続行しろ」

　インペラス家当主の答えを待つ間も許さず、バルドは鋭い口調で命じた。

「…………了解。続行します」

　一瞬、躊ちゆう躇ちよの表情を見せたものの、素直にペルテアは従った。

　インペラス家は五氏族の中でも末席だ。ペルテアも、そしてゼブロンもその事はよく心得ているのだろう、ゼブロンはやや不機嫌そうに表情を歪ゆがめはしたが、殊こと更さらに文句を言ってくる様子は無かった。

「強引ですね」

　微苦笑を浮かべながらネロが言う。

「時間を優先したまでだ。躊躇ためらえばその分、予定外の事態が発生する可能性が増える」

　無表情に答えるバルド。

〈レネゲイド〉の最高権力者達が見下ろす中で、輝く多面体はその内部に二つの影を結像しようとしていた。



　　　



　全ての現象が逆転した。

「――!!」

　虚無が薄れていく。

　記憶が先とは較くらべものにならない速さで流れていく。一秒が一日となり一週間となり一カ月となり一年となる。あまりの高速スクロールに――奔ほん流りゆうどころか爆裂にも等しい情報の圧力に、省しよう吾ごの意識は悲鳴を上げる。

　視覚。聴覚。嗅きゆう覚かく。触覚。味覚。

　五感の上に反乱する無意味が、打ち込まれた意味を中心に統合整理されていく。恐ろしい程の速さで混こん沌とんが秩序の形に収束し、そこに意味情報を形成していく。まるでパズルのピースを填はめ込む様に何かの状況が浮かび上がり――

「…………え？」

　そして省吾は自分の居る場所を認識した。

　もっともそれが何ど処こなのかという事を、正確に理解する事は出来なかったが。

　まず感じたのは、立ち尽くす自分の左腕にしがみついている花か梨りんの重さだった。

　殆ほとんど反射的に右手を回して彼女の存在を確かめる。花梨の方も同じであったらしく、まるで省しよう吾ごの実在を疑っているかの様に掌てのひらで彼の腕や胸を触ってくる。

　そして。

　花か梨りんの存在を確かめてからようやく――省吾は周囲に注意を向ける余裕を覚えた。

「な……」

　そこは――何かの施設の様だった。

　ざっと見渡せばそれは巨大な縦穴なのだと分かる。

　ただ振り仰いで眺めるだけで足下がふらつくかの様な錯覚を覚える。あまりに巨大過ぎて彼が日常的に見てきたものと比較対照する事が出来ず――感覚が微妙に狂っているのだろう。

　それでも敢あえて目測を語るとすれば、直径はおよそ――百メートル余りか。高さは三百メートル余りだと思われるが、やはり規模が大き過ぎて省吾にははっきり分からない。ほぼ綺き麗れいな円筒形になっており、底面も壁面も殆ほとんどは綺麗に磨いた様な面を見せている。

　省吾達はその底面の――中心部に居た。

　坑道施設の一種なのか、幅広の軌条レールが五組、省吾達の足下に向かって延びており、それらがぶつかる直前で途切れている。端の枕まくら木ぎが描き出す一片二メートル程の若干いびつな五角形の真ん中に二人は立っていた。

「なんなんだ……!?」

　無論、見たこともない光景である。

　省吾は何か漠然とした不安の様なものを感じた。

　畏い怖ふと言っても良いだろう。人間は見慣れぬ巨大なものを見ると――それが単調な形状であれば特に――ある種の感慨を抱かずにはおれない。自らの卑小さを思い知らされるからだ。巨大な艦船や建築物を間近に見れば、それが自分の上にのしかかってくるかの様な、言いしれぬ不安を感じるのである。意味不明のものなら尚なお更さらだ。

　花梨も同様らしく、この気の強い少女が何ど処こか不安げな表情を浮かべて省吾の服の袖そでを掴つかんでいる。

　省吾達から放射状に延びる五本の軌条は壁際に立つ五つの白い塔に繋つながっていた。

　一体……これは何の施設なのか。

　塔の側には人の姿も見える。

　いずれもが何処かの民族衣装を連想させる様な、見慣れぬ格好をしている。少なくとも坑道作業員の衣装には見えない。ざっと見回しただけでは正確な数字は分からないが、恐らく全部で五十人余りは居るだろう。上を見上げればキャットウオークの様な縦穴の内側をぐるりと巡る張り出し式の回廊が設けてあり、そこからも省吾達を見下ろしている者の姿が見えた。

「――…………」

　塔の側に居る者達は、まるで読経の様なリズムで口々に何かを言いながら、手に手に杖つえの様な、しかし何処か機械的な線の道具を持って、それを上下に振っている。人々の唱和する声と、そして道具の下端が床を叩たたく音が奇妙な圧迫感を伴うリズムとなって省しよう吾ご達の耳に届く。

　がつん。がつん。がつん。がつん。

　異教の宗教儀式じみた奇怪なリズム。

　人々は奇妙に熱のこもった眼で省吾達を見つめている。

　敵意ではない。むしろこれは――

「なんなんだよ……これは!?」

　これは一体何なのか。

　ここは何ど処こなのか。

　つい数分前まで彼と花か梨りんは家の中に居た筈はずなのに、どうしてこんな場所に居るのか？　いやそれは本当に数分前か？　自分の記憶と意識は本当に正確で絶対か？

　この異様な光景を前にしては常識も条理も揺らがざるを得ない。

　困惑と恐怖から思わず無意味な絶叫が喉のどをついて出そうになった瞬間――

「――……ッ！」

　鋭く切り込む様に――何者かの声が縦穴全体に響く。

　発音は明めい瞭りょうだったが、省吾には全く分からない異国の言葉である。

　声と同時に、人々の何かを唱える声と何十本という杖つえが奏かなでていたリズムが止まった。

「なんなんだ……!?」

　しばしの沈黙の後――途絶えたリズムの代わりに潮しお騒さいの様なざわめきが人々の間に広まっていった。

　花梨を庇かばう様に背後に隠してみるものの、意味が無いのに省吾は気付いた。ぐるりと周囲三百六十度何処を向いても誰だれかの眼がある。彼等は一様に興奮した表情で――いや熱狂的とさえ言える目つきで省吾達を見つめ、何事かを喋しやべり合っている。

　まるでカルト宗教団体の集会の様な、何か異様な雰囲気が在った。

「なんなんだ――なんなんだ一体!?」

「省君……」

　震える声で花梨が呼ぶ。

　気丈な花梨が怯おびえている。彼女にもこの状況が理解出来ないのだろう。

「な……なんだ……なんなんだよ、これは!?」

　じわりと得体の知れない恐怖がわき上がってくる。

　だがそれを見越したかの様に――

「――どうか気をお鎮めくださいませ」

　涼やかな声が省吾達の背中に触れる。

　それは決して大きくもなければ鋭くもなかったが、異国の言葉の群れの中に放たれた日本語は必要以上にはっきりと省吾達の耳に届いた。

　振り返った省吾と花梨は――塔の中から歩み出る一人の少女を見た。

「…………!?」

　美しい――非常に美しい少女である。

　年齢は恐らく十代後半。十七か八といった処ところであろうか。

　容姿に優れるという意味では、未まだ幼さは多分に残るが花か梨りんとて並の器量ではない。他にも美少女には――そう呼んで差し支えない程度の器量好しには、省しよう吾ごとて幾人か心当たりが在る。

　だが省吾の前に現れたその少女は……彼の慣れ親しんだ日常に住まう者達とは明らかに異なる何かを備えていた。

　何が？　と問われても省吾は咄とつ嗟さには答えられない。

　それは少女の長く癖の無い髪が輝く様な黄金色をしているからか。潤んだ様な大きな双そう眸ぼうが深く透明な紺こん碧ぺきを湛たたえているからか。あるいは肌が透けるかの様に白く顔立ちも日本人離れした風情を漂わせているからか。

　違う。それだけではない。

　それらは確かに彼女の美しさを支える要素ではあるが、それが全てではない。美しいものをただ闇やみ雲くもにかき集めてみても、雑然とするだけで……そこに統一的な美しさが生まれる訳ではない。

（まるで……人形みたいな……いや……）

　少女はとても美しい。

　だが同時にそれは酷ひどく危うい。

　まるでその姿は完成された芸術作品の様だった。完かん璧ぺきに過ぎるのだ。まるで生まれた時から死ぬ時までその姿のままであるかの様に――完成され過ぎていて幼い頃ころの姿や年老いた姿が全く想像出来ない。俗っぽい想像が入り込む余地が全く無いのだ。その身に備わる清せい楚そさや優美さは生身の人間のものとは信じ難い程に純粋で、漂う雰囲気は上品さや高貴さを通り越して神秘的ですらあった。

　だがそれは同時に硝子ガラス人形の美しさでもある。

　わずかな傷一つで全てが失われてしまうかの様な――極めて繊細な均衡の上に少女の姿は成り立っている。優美で。秀麗で。可か憐れんで。清楚で。典雅で。硬質で。透明で。しかしあまりにも……脆ぜい弱じやくで。その美しさは見る者の保護欲を掻かき立てずにはおかない。高貴の域にすら達する繊細さは、見る者に無意識の忠誠と献身を求めるのだ。

　媚こびず。ましてや驕おごらず。ただ当然の如ごとくに優美なる少女。

（まるで――）

　英雄物語の中にのみ存在する美姫ヒロインの様に。

　省吾も花梨もただ呆ぼう然ぜんと見とれてしまう中――少女は軌条レールの上を歩いて近付いてくる。

　歩く仕草さえまるで体重を感じさせない。

　生身の俗臭がこの少女には欠落していた。まさしく人形の様だ。ただ美しいという事だけの為に存在しているかの様な。呼吸ですらも無粋なものとして切り捨ててしまいそうな雰囲気が少女の姿には漂っている。

「…………」

　省しよう吾ごはただ呆然とその少女を見つめていた。

　あるいは――既にこの瞬間から省吾は彼女に恋をしていたのかもしれない。一目惚ぼれではない。少なくとも省吾に問えば彼はそれを否定するだろう。そこに居たのは彼の理想の女性像アニマそのものだった。出会う前から彼女に恋い焦がれていた自分に今初めて気付いた――強いて言えばそんな気分だった。

「我等が救世主様」

　銀鈴を振るかの様な可か憐れんな声に省吾は我に返った。

「一日千秋の想いでお待ち申し上げておりました」

　癖の無い長い金髪をさらりと揺らしながら少女は省吾達の前に膝ひざをついた。

　幾つもの装飾品を身に帯び、長い飾り布を幾重にも巻いたその衣装は、何ど処こか他の者達とは異なる雰囲気を醸し出していた。この場を宗教団体の集会だとするのならば、彼女はさしずめ巫み女こか教祖といった印象である。

「な……何を言って――」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく省吾。

　だが彼の動揺を知ってか知らずにか――ただ少女は優美な微笑を浮かべて彼を見つめるだけである。

　しかも――

「…………!?」

　更に四人の少女が集まってきて――やはり膝をつく。

　彼女等も先の少女に負けず劣らずの容姿であった。

　体型や顔立ちは無論様々だが、いずれもが美しく上品な雰囲気の少女達である。

　一見するとまるで何処かのアイドル・グループの様だが……明らかにその類たぐいの少女達と異なるのは、全く浮ついた感じが無いという事だ。省吾の前に跪ひざまずく少女達にはまるで修道女の様な――まるで彼女等がそこに並んでいるだけでその場が礼拝堂に変わってしまうかの様な雰囲気がある。無論、彼女等が身に着けている衣装の影響も大きかろうが――その立ち居振る舞いには十代の少女とは思えない位の落ち着きが見えた。

　身に着けているのも多少の仕立ての違いは在るが、同じ文化圏と一目で分かる衣装だ。ただし他の者達の衣装に較くらべると省吾の前に跪く少女達の衣装は、やけに細部にわたって凝った装飾が施されている。

「なにを……何を言ってるんだ。あんた達は一体――」

「我等は〈レネゲイド〉」

　先頭の少女がそう告げる。

　他の四人の少女達も頷うなずく様に頭を垂れた。

「私はメリニ・コードランと申します」

　先頭の少女が言った。

「アフィニエ・オトルチと申します」

「セネカ・ルースポリテと申します」

「ペルテア・インペラスと申します」

「ハーチェッタ・マブロと申します」

　少女達が順に頭を下げていく。

　そして――

「我等姫ひめ巫み女こ五人、そして〈レネゲイド〉一族郎党全て――貴方様の御降臨を心よりお待ちしておりました。これより我等五名、貴方様にお仕えしたく存じます。御許可を」

　メリニと名乗った先頭の少女が言う。

　意味が分からない。

　言葉は分かる。だが理解が追いつかない。省しよう吾ごはただ呆ぼう然ぜんと眼前の少女達を眺める以外に出来る事は無かった。そんな彼をどう思ったのか――メリニと名乗った先頭の少女は縋すがる様な瞳ひとみを省吾に向けて言った。

「貴方様の御名前をお聞かせ願えませんでしょうか？　救世の英雄、絶望を打ち払う勇者、我等一同、最後の希望たる貴方様のおいでを心より待ちこがれておりました故、せめてその御名を讃たたえ唱和する事をお許し頂きたく存じます」

「…………」















　省しよう吾ごは思わず周囲を見回した。

　本当に――何を言っているのだこの少女は。

　英雄？　降臨？　救世主？　最後の希望？

　省吾達の側に誰だれかそんな人間が居るのか？

「…………省君」

　花か梨りんが緊張に強こわ張ばった顔で言う。

「省君の事だよ」

「…………そんな、なんで？」

「分からないけど。皆、省君を見てる」

「……お前を見てるんじゃないのか？」

　呻うめく様に言う省吾。

　だがそう言いながら――省吾にも分かってはいた。

　少女達の、そしてこの場に居る全員の視線は花梨ではなく自分に注がれている。気のせいなどではない。ただの視線ですら感じ取れる事が在るのだ。それが何十何百と束ねられて注がれれば――ある種の圧力となって対象者にのしかかる。

　彼等が見ているのは間違いなく省吾だった。

「……馬ば鹿かな」

　省吾は周囲を見回して呟つぶやく。

　だが誰も笑わない。

　撮影中を示すカメラも無ければ、『はいそこまでです』と番組名を書いたプラカードを担いで出てくるタレントも居ない。ましてや『ヤラセ』でここまで真剣な雰囲気はでないだろう。正直、省吾は怖くて怖くて身動きも出来ない程なのだ。彼を見つめる人々の視線はあまりに生真面目で――迂う闊かつな事を言おうものなら激怒した彼等に叩たたき殺されるのではないかと思った程だ。

「どうか貴方様の御名をお教えくださいませ」

　メリニが繰り返す。

「お……俺おれは……」

　混乱して彼女の台詞せりふの意味の半分も理解できていなかったが、ここでなおも少女の要請を――いや表情からすれば懇願であろう――無視して黙っていられる程、省吾は傲ごう慢まんでもなければ剛胆でもなかった。

「省吾……です。香か芝しば……省吾」

「ショウゴ様」

　まるで掛け替えのない恋人の名を呟くかの様に、その言葉を舌の上に載せるメリニ。

　それだけで省吾は背筋を走るある種の快感を覚えた。

　しかし――

「ショウゴ様」「ショウゴ様」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」

　四人の少女が追随する。

　慎ましげに。愛いとおしげに。そして誇らしげに。

「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」

　…………

　他の者達が唱和に参加する。

　彼等の声は緩やかに波紋の如ごとく広がっていった。

『ショウゴサマ』――縦穴の中で幾重にも反射したその言葉が本来の意味を喪うしない、ただのリズムの様になって押し寄せてくる。老若男女を問わずこの巨大な縦穴の中に居る全ての者達が省しよう吾ごの名前を祈りの様に唱えている。

　自分の名を呼ぶ多数の人間達。

　ある種の病的な嗜し好こうを持った人間ならば――自意識過剰な人間や、妄想と現実の境界線が曖あい昧まいな人間ならば、大喜びしていた場面であろう。

　だが、幸か不幸か省吾にはその様な性癖は無かった。

　むしろ――

「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」「ショウゴサマ」……

　彼にとってそれは不気味極まりない光景だった。

　しかし呪じゆ文もんの如く繰り返される彼の名は、本人の意志や感情とは全く無縁に広場を覆いつつある。確かに彼等は省吾の事を歓迎しているのだろう。喜び讃たたえているのかもしれない。だがそこには何か――不安を喚起させる様な、いびつな響きと熱のこもった興奮が在る。

　一体これは何なのか。

　何が起こっているのか。

　分からない。全く分からない。だが此こ処こから逃げ出す術すべも無い。省吾の名を讃える者達の声と姿は、それそのものが十重二十重の檻おりとなって省吾と花か梨りんを押し包んでいた。

　殆ほとんど無意識に身を寄せ合って不安に耐える省吾と花梨。

　だが。

　これが全ての始まりに過ぎない事を、未まだ省吾達は知る由よしも無かった。








第二章　代行者覚醒





『代行者パニツシヤー』は順番が回ってきた事を知った。

　彼等十六体の『代行者』――正確には『神罰代行者』は定期的に覚かく醒せいして自らの使命を果たすように設定されている。それは彼等の存在理由であると共に今は亡き彼等の創造主の遺志でもある。

　未来永えい劫ごうに裏切り者たる人間共に刑罰を与え続ける事。

　その為に……ただその為だけに『代行者』達は存在する。

　故に『代行者』達は待機期間中も活動を完全に停止している訳ではない。様々な状況を夢想し、裏切り者共を苦しめる為の方法を模索している。『代行者』にはその為の思考力が与えられており、同時に神の遺言執行者として神罰を下すべく、存在子イグジス干渉の為の権能とそれを行使する為の意志を備えているのだ。

　だが『代行者』を神や人間と同じ様に理解するのは間違いだ。

　それは神や人間に似た部分を持ってはいるが――明らかに違うものだった。

『代行者』は特定の使命の為に特化した特殊極まりない存在であり、定義としては生命ですらない。言ってみればそれは神が遺のこした呪じゆ詛そそのものであり、ある種の仕掛けシステムでしかない。

　故に――それはただひたすら次なる神罰の形を夢想する。

　自らの存在を疑いもせず、惑う事も躊躇ためらう事も無く、ただ淡々と人間達を苦しめる事だけを夢見て眠り――そして一度覚醒すればそれを形となして速やかに実行し、一定の条件を満たせば再び眠りについて次なる神罰の形を夢想する。

　ただそれだけの存在。

　罰せられる人間の側からすれば悪夢にも等しい怪物。

　それが『神罰代行者』なのである。

　そして今……

（………………）

『代行者』は悠然と漆黒に塗り潰つぶされたその身を起こす。

　その姿を言い表すにはただ一言――『影』の一語で足りる。

『代行者』の輪郭は正確に神の姿を象かたどっている。たがそれは輪郭だけだ。『代行者』には厚みも重さも無い。神の姿に合わせて切り取られた闇やみ色の平面。それが『代行者』の本体である。その姿が地に張り付いている間はまさしく影そのものだ。

　だが覚醒した『代行者』は無害な影である事を止める。

　まるで地面から黒い切り絵を剥はがすかの様に……音も無くそれは空中へゆらりと浮かび上がった。

『代行者』はその無感動な思考力で状況を確認。夢想していた四百二十七通りの『神罰』の内から比較的実行し易やすいものを選択して奇き蹟せき術式を瞬時に構築。高速演算能力により奇蹟術式を聖句の形に分割及び翻訳。編へん纂さん処理終了後――即座に聖句を放射。

　周囲――即ち奇き蹟せきの作用圏内、通称聖域に在った物質は即座にこの聖句を神のものとして認識、存在子イグジスの記述に従い命令受諾。自らの物質特性を仮想的に変化させつつ『代行者パニツシヤー』の望む現象を造り上げていく。

　…………

　我ハ執行者

　我ハ課刑者

　我ハ復ふく讐しゆう者

　我等ガ創造主ノ憤リヲ形トナシ

　裏切リ者共ニ裁キノ鉄てつ槌ついヲ下サン

　故ニ森羅ヨ

　故ニ万象ヨ

　我ガ命ニ従ウベシ

　…………

　高々と熱のない復讐の歌が荒野に響き渡る。

　聖光放射現象ハローエフエクトを身に纏まとう姿は、逆光の中に浮かび上がる神の御姿そのものである。無慈悲なる神の怒りを恐れるかの様に――聖域に触れて存在を組み替えられていく周囲の物質が渦を巻きながら悲鳴の如ごとくに轟ごう音おんを発している。

『代行者』発動。

　その瞬間――

「…………ッ!?」

　一瞬にも満たない短い悲鳴が迸ほどばしる。

　偶然に近くに存在していた人間達が『代行者』の聖域に触れて即死した。

　こんな荒野に人間が住んでいる訳が無い。恐らくは旅商人か何かが、たまたま近くを通りがかっていたのであろう。それを証するかの様に、彼等は荷物を満載した蒸気式トラックに乗っていた。実用性重視の見るからに頑強な代物で、強盗や怪物除けに武装や装甲も帯びてはいたが――いかに頑強な車体であろうと聖域の真ん中で『代行者』の力を遮断する事など出来る筈はずが無い。

　神罰としての指向性を与えられた高密度の聖光を至近距離で照射された彼等は、暴風や衝撃といった物理現象で肉体を破壊されるよりも早く、構成物質の存在子記述を完膚無きまでに破壊されていた。一瞬前まで人間としての肉体を持っていた筈の彼等は、瞬間的にどろりとした液状の物体となって地面にわだかまり――更に次の瞬間には呆あつ気けなく蒸発していたのである。

『代行者』の発動現場に居合わせたのは彼等の不運だ。

　しかし彼等は未まだ幸福だったろう。

　痛みも恐怖も感じる暇さえ無かったであろうから。

（………………）

『代行者パニツシヤー』は音響探査や熱源探査――数種の方法で周辺地域を走査。

　荒野の果てに小さな街を発見した。

　まずは此こ処こから――そう判断すると、その力に比すれば鈍重とさえ言える様な動きで『代行者』は近くの街に向かって空中を滑り始めた。

　元よりこれは『代行者』の限界を示すものではない。

『代行者』の移動速度にはきちんと意味が在る。確かにその速度は遅い。だが人間達がその脅威から問題なく逃げられるだけの遅さでもない。強いて言えば人間達が常に背中の皮一枚を削り取られる恐怖を苦痛を味わう様に――綿密に計算された速度だった。

　恐らく近くの街には数万人の人間が住んでいる事だろう。

　彼等はすぐに『代行者』の発動と接近に気付く。だが彼等が街を棄すてて逃げ出すだけの時間は無い。馬や牛では逃げ切れまいし蒸気自動車の類たぐいも街の全員を避難させるには数が足りないだろう。その事は人間達にもすぐに分かる。

　故に恐慌状態に陥った人間達は『代行者』の到着を待つまでもなく、食料や交通手段を奪い合って何十人何百人という死傷者を出す。そうして愚かな人間共が右往左往している間に『代行者』が到着し、逃げ遅れた者達を容赦なく蹂じゆう躙りんするのだ。

　恐らくその結果として住民の八割は死ぬ。

　逆に言えば二割は逃げてしまうだろう。

　だがそれで良いのだ。それも『代行者』の計算の内である。

　生き残った者達にはそれなりの役目が課せられる。

　嘆き、悲しみ、恐れ、狂う、それら諸々の反応で神の怒りの大きさを更に他の人間達に知らしめる。そして『代行者』の脅威に怯おびえる日々をより多くの人間に強いる。その為の二割である。決して『代行者』の力が皆殺しに及ばない訳ではない。むしろ人類を絶滅させるのは容易たやすいが――それでは意味がない。

　可能な限りに多くの人間達が罪の重さに怯えて暮らす様に。

　決して幸福の意味など思い出せないまま死んで行く様に。

　ただその為だけに『代行者』は存在する。

　恐ろしく綿密に計算された悪意――その具現。

　だがその事に『代行者』は何の感慨も持たない。

　ただ復ふく讐しゆうを実行する為だけに発生した仕掛けシステムにそんなものが在る筈はずも無かった。



　　　



　自分は物分かりの良い方だ――と香か芝しば省しよう吾ごは考えている。

　価値観に柔軟性が在るというか、他人の意見を素直に受け入れると同時に自分の常識をも疑って掛かれる姿勢が在るというか……性格的にそういう部分が在る。在ると思っている。もっとも花か梨りんに言わせると『物分かりが良いんじゃなくて、単に自信が足りないだけ』になるそうだが、傲ごう岸がん不ふ遜そんの標準原器の様な花梨に言われても省しよう吾ごとしては素直には納得し難いものがある。

　それはともかく。

　原因がどうあれ――基本的に省吾は他人の主義主張を頭から否定する様な事は無い。

　主にファンタジー系の漫画だのゲームだの映画だの小説だのアニメだの、フィクションの度合いの高い娯楽を趣味にしている事も在って、現実だの常識だのに拘こう泥でいする感覚もどちらかといえば薄いだろう。

　だがそれはやはり程度差の問題である。

　オタクである前に彼は日本という国の現実と常識の中で育った普通の高校生である。

　だから――

「…………異世界？」

　省吾は思わずその言葉を反はん芻すうしていた。

　理解できなかった訳ではない。むしろ漠然とではあるが、今までの出来事から想像はしていた。だが改めて他人の口から聞かされれば耳を疑わざるを得ない。彼にとってその単語はフィクションの中でのみ意味を持つものだったからだ。それを現実のものと問題なく受け入れるには、彼の過ごしてきた人生は常識的に過ぎた。

　それは花梨も同じなのであろう。

　省吾の隣に座って可愛らしい顔をしかめながら――彼女は右手の人差し指と親指の指先を擦り合わせる様にして動かしている。それが考え事をする時の彼女の癖なのだと省吾は知っていた。

「此こ処こが――異世界？」

「はい。ショウゴ様の世界の言葉で言えば――此処はそうなります」

　しつこく繰り返す省吾に対し、顔をしかめる事無く、ましてや声を荒げる事もなく、その美しい少女は――〈レネゲイド〉姫ひめ巫み女こ筆頭メリニ・コードランは辛抱強く念を押す様に言った。

「…………」

　省吾は続けるべき言葉を失った。

　当たり前の様な朝が来て。当たり前の様に花梨が来て。当たり前の様に着替えて、朝食のパンを牛乳で胃に流し込んで、鞄かばんに教科書とノートとその他諸々を詰めて、花梨と共に――

　そこで彼の日常はあっさりと終わっていた。

　しかもいきなり――『異世界』とは。

（幻覚……じゃないよな）

　省吾は自分の正気を確かめようと記憶を検分する。

　困惑と不安で詳細は曖あい昧まいな部分も多いが――この世界に来てからの一連の状況はきちんと記憶している。記憶の時系列が混乱していたり矛盾点が散見されたりはしない。だからこれは自分が無意識に作り出した妄想ではない。ではないと――思う。

　省しよう吾ご達は姫ひめ巫み女こを名乗る五人の少女に連れられてあの異様な場所を出た。

　あの巨大な縦穴は『聖せい廟びよう』と呼ばれる施設であるらしい。

　訳の分からないまま、初対面の相手の指示に従って動き回る事には、かなりの抵抗感が在ったのも事実である。だが状況が全くと言って良い位に理解できていないのでは、他に採るべき行動も思い付かなかったし――何より困惑の収まりきっていなかった省吾は、ただ呆ぼう然ぜんとして思考を空回りさせるばかりで、積極的な行動に出る余裕が無かったのである。

　更に言えば花か梨りんに『状況を判断する為の情報が欲しい』と耳打ちされた事も在って、省吾はとりあえずメリニ達に促されるまま『聖廟』を出た。

『聖廟』が地下施設であったのを知ったのはこの時である。

　長い煉れん瓦が造りの通路を通り、階段を上り、更に鳥籠かごの様な、金網の隙すき間まから外部も足下も丸見えの昇降機エレベータを乗り継いで……高所恐怖症の人間ならば何度も泣き叫びそうな距離を上昇し、ようやく省吾達は地上に出た。

　地上に出た省吾達をまず迎えたのは――樹海だった。

　文字通り見渡す限りに生え並んで緑の領域を成す無数の木々に、都会生まれで都会育ちの省吾は圧倒された。一応省吾達の前から道の様なものは森の中に延びているが、それが何ど処こに繋つながっているのかは想像もつかない。

　思わず深呼吸した省吾は土と木とそして――風の匂においを感じた。明らかに一時間前に省吾が居た場所とは空気が違っている。両親共に都会生まれの彼には、一般的なイメージで言うところの『ふるさと』――要するに自然に溢あふれた郷里というものは無いのだが、何となく懐かしい気持ちになって彼は周囲を見回した。

　そして彼は自分達の背後に建つ一軒の屋敷を見たのだ。

「これは……」

　いや――その建物の規模と雰囲気を『屋敷』の一語で表現すれば、誤解が生じる可能性が高い。それも省吾や花梨の慣れ親しんだ現代日本においては、異質としか言い様の無い代物であったからだ。

　建物の規模としては学校や宿舎に近い。建物本体は二階建てでしかないのだが、側に幾つかの尖せん塔とうが配置され、広い敷地を石積みの塀が延々と取り囲んでいる様を見れば、いっそ小規模な城じよう塞さいと表した方が正しいかもしれなかった。

　建物そのものには、何処となく西洋貴族の館を想わせる優美な雰囲気が在る。少なくとも実用一点張りで頑強さばかりが目立つ城塞の類たぐいとは明らかに異なっていた。

　ただ……細部に眼を向ければある種の違和感が目立つ。

　大まかな外形は確かに洋館に近いのだが、玄関の扉や壁面に施された意匠や色遣いが西欧のそれとは微妙に異なる。何処か泥臭いというか……取り澄ました硬質な西欧の意匠とは異なり、ある種の原始的な生命感に溢あふれた民族色が感じられる。メリニ達の服装にも同じ事が言えるが、強いて省しよう吾ご達の知識内で表現すると――北欧とアイヌの文化を足して割った様な印象だった。

　屋敷の中は見た目の印象以上に広かった。

「こちらです」

　体育館を連想する程に広大な玄関ホールを前に呆ぼう然ぜんと立ち尽くした省吾は、振り返ったメリニに声を掛けられ、花か梨りんに背中を小突かれ、慌てて我に返って歩き出した。

　玄関ホールを抜け、更にはその上でミュージカルでも上演できそうな幅広い階段を上り、トラックが余裕ですれ違えそうな幅の廊下を通り……歩く事およそ三分、省吾達は応接間の様な一室に通された。

　広さは二十畳程度であろうか。

　家具といい、照明器具といい、微妙に見慣れぬ形状ではあったが、それなりに意匠を凝らした贅ぜい沢たくな部屋であるという事はすぐに分かった。例えば家具の場合、ぱっと見れば単調な形状なのだが、細部には凝った模様が彫り込まれていたりするからだ。省吾達が勧められて腰を下ろしたその椅い子すにも、何かの動物を象かたどったらしい彫刻が施されており、座面や背凭もたれに使われている布も柔らかく天鵞絨ビロードの様な感触が心地良い。

　それはともかく――

「異世界……異世界ね」

　花梨が何ど処こか皮肉っぽい口調で言った。

「最近の異世界は日本語喋しやべったりするんだ？」

　そう――メリニ達は確かに日本語を喋っている。

　少々片言というか、発音が怪しいのは恐らく母国語ではないからだろうが、普通に言葉は通じる。それこそ昨今の少年少女達の間で使われる略語や隠語、流行語に較くらべれば余程に正当な日本語である。

　しかし――

「これは私達がショウゴ様の世界の言葉を学んだからです」

　メリニは言った。

「無論こちらの世界にはこちらの世界の言葉が在ります。私達と他数名のみがこのニホン語という言葉を操る事が出来ます。他の者はこの言葉を聞き取る事も喋る事も出来ません。私達は救世主に仕える様に教育されてきたので、この言葉を覚えました」

　恐らく『聖せい廟びよう』で大多数の者達が喋っていた言葉がこちらでの母国語なのだろう。この部屋に来る途中でも、姫ひめ巫み女こ達の他に何人も人の姿を見たし、その中にはメリニ達に話し掛けてくる者も居たが……いずれも省吾達には全く分からない言葉だったし、メリニ達も同様に意味不明の言葉で応対していた。

　発音だけ聞いているとドイツ語に近い様にも思えるが――省吾は無論の事、さすがの花梨もドイツ語までは知らないので言語構造から似通っているのか、あるいは単に発音だけが似ているのかまでは分からなかった。

「正直に言うけどさ」

　省しよう吾ごはメリニ達を刺激しない様に抑えた口調で言った。

「悪いが俺おれは未まだ信じられないんだよ。異世界なんて。これが大掛かりな嘘うそというか、芝居だって可能性も無い訳じゃない。あんた達は俺達を騙だます為に雇われた俳優で、この部屋やさっきの場所も全部セットか何かで」

　とは言いつつも――自分の言葉を否定する気持ちも省吾の中には在る。

　何ど処この誰だれが、たかが一介の高校生を騙す為にあんな大規模な芝居を打つ必要が在るのか。そもそも一瞬でどうやって香か芝しば家の玄関先からこんな場所に省吾達を連れてくる事が出来るのか。常識で説明しきれないのならば、それはやはり常識外の事態ではあるのだろう。

　しかし……

　だからといって『異世界なんです』などと非常識な単語を含んだ説明をハイソウデスカと鵜う呑のみにするにも抵抗が在る。

「それは無理なからぬ事だと思います」

　メリニは特に気分を害した様子も無く言った。

「その点については後日――街の方を御案内させて頂きますので、その際に御懸念は解消されるかと。もっと簡単にマホウをお見せするという手も在りますが」

「……魔法？」

　眉み間けんに縦たて皺じわを刻んで花か梨りんが問い質ただす。

「はい。こちらでは――ニホン語に訳せば『奇き蹟せき術』と呼んでおりますが」

「…………」

　省吾と花梨は顔を見合わせる。

「――ハーチェッタ」

　メリニが姫ひめ巫み女この一人を振り返って声を掛ける。

　前に出てきたのは姫巫女の中でも最も背の高い少女だった。

　咄とつ嗟さに省吾の中で浮かんだ印象は――『女武術家』である。何処かナイフを想わせる怜れい悧りな、無駄なく研ぎ澄まされた様な美び貌ぼうで、すらりとした手足と切れ長の紫眼、それに腰まで伸ばした亜麻色の髪を三つ編みに結っているのが特徴的だった。

　ハーチェッタは近くの壁に立て掛けてあった杖つえの様なものを手に取る。

　それは――改めて注視すると異様な代物だった。

　それがある種の機械である事は分かる。基本的な形状は『？』マークの下部を引き延ばした様な印象で、円環を描く曲線部分の中心には、何やら黒い球体が放射状に配置された枝状の部品によって保持されている。円環部分は何やらゴツゴツとしたいびつな形状で――まるで何かの背骨が球体に巻き付いている様にも見える。

　ハーチェッタが握っている部分は銃の銃把グリップと引き金トリガーを連想させる部分を備えており、他にも稼働部と思しき部分も幾つか在った。

「これは――」

　ハーチェッタが何ど処こか官能的とも言うべき嗄れ声ハスキーボイスで言った。

「擬ぎ神しん杖じようと呼ばれる奇き蹟せき術用の道具です。これを使って我々は奇蹟術を顕現させます」

　言いながらハーチェッタは擬神杖を掲げて部屋の端に飾ってあった花瓶を振り返った。

　花瓶の上には大輪の紅あかい花と白い花が、それぞれの花弁を広げて居場所を競う様に咲いている。花を活ける習慣や文化は省しよう吾ご達の世界のそれと大差無いらしい。

「――では」

　ハーチェッタは杖の引き金を引く。

　ばし！　と音を立てて幾つかの部品が動き、円環部分から数本の棒状部品が飛び出した。

　同時に――

「…………？」

　球体の一部が開いて白い光が漏れ始める。

　それはレーザービームの様に拡散も減衰もせずにまっすぐ飛んで――花に注がれた。

「イア・ガバーナ・ダム・プルト・オム・カーム、ゼライ・オルエクス・イム・オームン――ルクス・リフス・ゼン・グルン・イア・トウン・イア・フィッツ・ヤウ・ニス・ゼン・ケイチャス・オム・ノウノ・ウント・ドルト・ワイ」

　ハーチェッタが朗々と不思議な言葉を唱える。

　恐らくはそれが呪じゆ文もん詠唱なのだろう。無論――省吾達には全く意味が分からないが、それが重要な役割を果たしているのは理解できた。何故なら、彼女の言葉に合わせる様にして光は空中でいきなり曲折し、幾何学模様の様なものを描きながら花に絡み付いていったからである。

　そして……

「――御覧ください」

　そう言ったのはメリニだった。

　彼女の台詞せりふが終わったその瞬間に――文字通りの奇蹟は起こった。

「――!?」

　――きしっ。

　硝子ガラスの擦れる様な音と共に――花瓶の周囲の空間が一瞬歪ゆがんだ様に省吾には思えた。

　次の瞬間、花が何の前触れもなく白く染まる。

「…………」

　ハーチェッタは無言で伸ばした擬神杖の先で、花に触れる。

「……うわ」

　省吾が思わず声を漏らした。

　花は――完全に凍り付いていた花弁は、擬神杖に触れた瞬間にその微妙な均衡を失ったのか、粉々に砕けて床に落ちたのである。

「……御眼汚し致しました」

　そう言って一礼するとハーチェッタは姫ひめ巫み女こ達の列に戻った。

　一瞬で花を凍結させる。

　それこそ液体窒素でも使わない限りは不可能な芸当だ。いや――そもそも途中で擬ぎ神しん杖じようから発生した光が空中で曲折して幾何学模様を描き出したあの光景自体が、奇き蹟せきの様なものである。花瓶の周囲の空間が歪ゆがんだ様に見えたのは、恐らく急激な冷凍効果によって発生した空気の密度差によって光が直進できなかったせいだろう。陽炎かげろうと基本的には同じ理屈だ。

　省しよう吾ごは驚きに言葉が出ない。

　彼にしてみれば、これはまさしく魔法としか言いようが無かった。

　だが――

「信じて頂けたでしょうか？」

　そう尋ねるメリニに答えたのは花か梨りんだった。

「ただの手品でないという保証は何ど処こにも無いわね」

「――って。おい花梨――」

「奇蹟の様に見える不思議な事だからこその手品でしょ。彼女が本物の奇術師だったとしたら私達にタネが分かる様な無様な手品を見せない筈はず。それを魔法や奇蹟と偽っているだけかもしれないじゃない」

　腕を組んで花梨は言った。

「それは……そうだが」

「そもそも。たとえそれが魔法や奇蹟であったからって、此こ処こが異世界である証明にはならないでしょ」

　これもその通りではある。

　かなり辛しん辣らつな糾弾であった筈なのだが――しかしメリニもハーチェッタも動揺や憤怒の表情を浮かべる事は無い。姫ひめ巫み女こ達はむしろ物分かりの悪い子供を見る様な微苦笑を交わしてから――彼女等を代表してメリニが言った。

「ではどのようにすれば信じて頂けるのでしょう？」

「事実は一つの現象で判断する様なものじゃないでしょ。たった一つの証拠ではとんでもない勘違いをする事だってある。幾つもの証拠が多面的に揃そろった上で、初めて事実は確定するものよ」

「…………」

　省吾は顔をしかめて花梨を見つめる。

　まあ言っている事に間違いは無いのだろうが――こういう事を当然の如ごとくさらりと言ってしまえる中学生というのはどうにも可愛い気が無い。不思議な事を前にして素直に眼を輝かせて感動するという感覚がこの少女には無いのだろうか。可愛かった従姉妹いとこは何時の間にこんな屁へ理り屈くつお化けになってしまったのやら。

「まあ――それはそれとして」

　肩を竦すくめて花梨は言った。

「あくまで仮ではあるけれど此こ処こを私達の住んでいた世界とは異なる場所――『異世界』だと認めましょう。そうしないと何も話が進まないものね」

「賢明な御判断に感謝します」

　メリニが笑みを深めて言った。

「この異世界に私達を呼んだのは貴女達なのよね？」

「はい。正確には私達姫ひめ巫み女こを含む〈レネゲイド〉と呼ばれる集団が大規模奇き蹟せき術による召喚儀式を実行致しました。本来はただお一人――ショウゴ様に来て頂くのが目的でしたが、偶然にもカリン様をもこちらに喚よび込む事になってしまいました」

「……悪うございましたね、余計なおまけがついてて」

　と皮肉げな口調で言う花か梨りん。

「いえ。その様な事は決して」

　優雅に首を振るメリニ。

「で――その省君を喚ぼうとした理由が『救世主』だから？」

「はい」

　微み塵じんの躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも――ましてや羞しゆう恥ちも示さずにメリニと姫巫女達は頷うなずいた。

　あまりにまっすぐな姫巫女達の視線を受けて、むしろ省しよう吾ごの方が気恥ずかしさを覚えてしまう。常識的な感覚からすれば『救世主』などという単語は手て垢あかがついているどころか濫らん用ようされ過ぎて胡う散さん臭い響きすら在る。

　無論、省吾の好きな英雄物語では定番的な言葉ではあるのだが、その分、実際に面と向かった相手から大真面目に言われれば――むしろいかがわしい印象ばかりが強調されてしまうのだ。幸か不幸か、省吾は自分の趣味嗜し好こうがファンタジーの領域に属するものであると、はっきり認識できる程度には常識人だった。

「いきなりそんな事を言われても。大体……救世主って何？」

　姫巫女達の視線から逃げる様に身じろぎしながら省吾は尋ねた。

「私達の世界を救ってくださる方です」

　至極当たり前の答え。

　しかしそれはつまり――

「救世主とやらをわざわざ他の世界から召喚しないといけない様な、差し迫った事情がある訳ね？」

　何ど処こか挑発するかの様な花梨の口調であるが、やはりメリニは柔らかな微笑を浮かべながら素直に頷いて見せた。

　しかも――

「はい。私達の世界は現在――人類滅亡の危機に瀕ひんしております」

　さらりとそんな事を言う。

　その口調には――それが彼女の性格なのか、あるいは何かの目的を意識しての事なのか――まるで明日の天気を語るかの様に悲壮感が無い。だからこそ省吾は思わず彼女に尋ねてしまう。

「本当に？　人類が……滅亡？」

「はい。無論、今日明日に――という訳ではありません。しかしこのままでは遠からず人間は全て死に絶えてしまうでしょう。それが一年後の事なのかそれとも五年後の事なのか、正確な数字までは分かりませんが、我々の刻んできた歴史に比すれば一瞬と言っても良い様なわずかな時間しか残されていない事だけは間違いありません」

「…………」

　省しよう吾ごは――何と言って良いのか分からない。

　人類滅亡。それは彼にとって異世界以上に遙はるかな異国の――フィクションの領域の言葉でしかなかった。

　彼はメリニを、そして他の姫ひめ巫み女こをある種の期待を込めた眼で順番に眺める。

　しかし……誰だれ一人として首を横に振ってくれる者は居なかった。



　　　



　馬が怯おびえる様に低く嘶いなないた。

「……すまんな。怖い思いをさせたか？」

　彼は呟つぶやく様に言って愛馬の鬣たてがみを撫なでた。

　基本的に『代行者パニツシヤー』の下す神罰は人間を対象にしている。その意味では馬があの自存する巨大呪じゆ詛そに怯おびえる必要は無い。だが『代行者』の引き起こす災害はあまりに強大で、大抵の場合に詳細の区別無く人間を――そしてその側に居るもの在るものを破壊する。家畜などは真っ先に巻き込まれる。彼の愛馬は軍馬としての調教も受けているが、それでも『代行者』を前にすれば怯おびえずにはおれないのだろう。

　その力は圧倒的で――しかもそれは悪意の塊なのだから。

　そもそも『代行者』は他の如い何かなる存在と較くらべてもあまりに異質だ。生物ではない。恐らく物質ですらない。あれは滅んだ神の遺のこした怨おん念ねんの塊である。だがその一方で生物を殺さつ戮りくし物質を破砕する強大無比な力を当然の如ごとく行使する。

　そしてそれに対抗する手段は今の処ところ――無い。

「さて。追いつかれる前に退散するか」

　彼は馬を操って『代行者』に背を向ける。

　軽く腹を蹴けってやると――待ってましたとばかりに馬は駆け出した。一瞬でも早くあの巨大呪詛から離れたかったのだろう。

　しかし……

「……まずいな」

　彼は眉まゆをひそめて呟つぶやいた。

　視界の端に――荒野の片隅に幾つか異形のものの姿を認めたからである。

　異形としか言い様が無かろう。

　それは一見すれば巨大な蠍さそりにも見えた。

　しかしどれだけ巨大であれ蠍そのものであったならばまだマシというものだ。異形の異形たる所以ゆえんはその姿形ですらも人間の心を傷付けかねない代物だという事である。

　それは人肌の色をしていた。

　人間の様な手と足と顔と胴体を備えていた。にもかかわらずそれは蠍の外形を備えている。人間をわざわざばらばらに解体した上で、その部品を使ってわざわざ蠍を組み立てると恐らくこの怪物に近い印象になるだろう。

　四対の脚は全部人間の腕だ。両脇わきの鋏はさみですら末端が膨れあがった人間の手だ。尻尾しつぽさえも妙に間延びした腕だ。胴体は乳房や性器さえ備えているが、無理矢理押し潰つぶされたかの様に扁へん平ぺいで――とどめに頭部はごく平凡な人間の顔が備わっている。

　それは『落とし子スパウン』と呼ばれる怪物だった。

　肉色の蠍はわさわさと腕とも脚ともつかないものを動かしながら、意外とも言うべき速度で荒野を疾駆している。顔は恍こう惚こつとした表情を浮かべながら高々と咆ほう吼こうし、口の端からはだらだらと涎よだれを垂らしていた。恐らく『代行者パニツシヤー』発動に伴って興奮しているのだろう。

『落とし子』はすぐに彼に気付いたらしい。

　総計七体の異形が恐るべき速さで近付いてくる。

「きついな……」

　彼は馬の鞍くらの専用架に差し込まれた長銃ライフルに触れた。

　荒野を行く者の装備としては一般的なレバーアクションで装弾数は八。予備の弾は無論持ち合わせているが――馬を走らせながら予備弾を装そう填てんしている余裕は無かろうし、まして『落とし子』をそれぞれ一発で確実にしとめられる自信はさすがの彼にも無い。

『落とし子』。正確には――『神罰代行者の落とし子』という。

『代行者』の脅威は様々である。無論、『代行者』自体の纏まとう聖域も脅威であるし、そこから顕現する各種破壊的な現象――火炎や衝撃から台風や津波に至るまで――も危険極まりない。だが最も面倒なのは『代行者』が作り出した災害が『代行者』休眠後も残存する場合である。

　その最たるものが『落とし子』――一般には単に怪物だの化け物だのと呼ばれている異形の生物達だった。

『代行者』の聖域が造り上げた生物兵器。それらは本能的に人間を襲う。無論、発生の際に奇き蹟せきが使われていたとしても『落とし子』の存在自体は普通に物質的なものなので、それなりの方法で――例えば攻撃型奇蹟術や銃火器によって倒す事が出来る。

　ただし、それらは生物だ。どれだけ異形であっても生物として造られている。

　つまり……殖ふえるのである。

　倒しても倒してもこの『落とし子』共を完全に駆逐する事は出来なかった。両性具有な上に成熟の早いこの怪物達は、二体残っていれば一年後には十倍に、二年後には百倍に殖えているのだ。しかも猿にも劣るお粗末さながらも知能らしきものを備えているので、数が減れば身を隠して勢力の回復を待つなどという小こ賢ざかしい真似までする。

　まさしく悪夢の産物だ。

「…………」

　先頭の怪物がにたりと笑った。

　顔だけを見れば平凡な中年女のものであったろう。だがそれ故にこそこの『落とし子スパウン』の全身像は見る者にただならぬ悪寒を走らせる。『落とし子』に襲われながらも死を免れた者達の中には、壁を向いたまま笑い続けている者も居るし、毎晩絶叫して飛び起きる者も居るという。

「……未まだ私は君等に殺される訳にはいかないんだよ」

　彼は呟つぶやいて長銃ライフルを引き抜き、装そう填てんレバーを操作。

　無造作に引き金を引いた。

　高々と荒野に響く銃声。

　先頭の怪物の額にぽつんと小さな孔あなが穿うがたれ――体勢を崩した『落とし子』は弾はじかれるかの様に荒れ地の上で跳ねた。ばたばたと手が空を掻かき、そして動かなくなる様はまさしく蠍さそりの死に様に似ている。

　吐き気を催す光景だ。

　だが彼はそれを堪えて更に装填レバーを操作。空薬やつ莢きようを弾き出し、引き金を引く。

『落とし子』達は跳ねる様にして散開。銃弾は虚むなしく地面に突き刺さるのみ。

　残弾――残り六。

　何が可お笑かしいのか、げらげらと笑いながら怪物達は迫ってくる。

　彼は続けて二連射。微妙に弾道をずらした攻撃は何とか二体目の怪物の胴体に当たったが、興奮しているらしい怪物は平気な様子で疾走を続けている。

　まずい。やはり普段の練習とは勝手が違う。

　涎よだれを垂らしながら笑顔を浮かべた人間の顔が、地面すれすれに追いすがってくる様を見せつけられると――やはり圧倒的な嫌悪感から手元が狂うのだ。

　更に二連射。銃弾の一発が先に被弾した怪物の腕に当たる。怪物はバランスを崩して転倒――死んではいない様だが、もうあの様子では馬の脚に追いつけまい。

　残り五体。しかし残弾はもう二発。

　腰に予備武装としての拳けん銃じゅうと短剣は吊つっているが――あくまでこれらは接近戦用の武器だ。威力も低い。これらを使わねばならない様になれば、事実上彼の死は確定したと言っても良い。

　しかし――

「我は神の権勢において命じるイア・ガバーナ・ダム・プルト・オム・カーム、諸物よ我が言葉に従うべしゼライ・オルエクス・イム・オームン――現れよ・顕あらわれよ・虚無の剣・真空の刃・群れを成して我が指し示す先に殺到せよ！」

　攻撃型奇き蹟せき術の聖句。

　高い声によって唱えられたそれは――瞬間的に聖光を誘導。空中に描き出された術式回路から幾つもの指向性を備えた真空断層が発生し、怪物達に向けて走った。

　殺さつ戮りくは一瞬。

　それぞれ十を超える肉塊に寸断された三体の『落とし子スパウン』達は地面にぶちまけられ――一瞬の間を置いてからどろりと血を垂らして荒野を朱に染めた。攻撃型奇き蹟せき術の効果はさすがに残り五体全てを屠ほふるまでには至らなかったが、残った二体は即座に方向転換し、遁とん走そうを始めた。勝てないと判断できる程度の知恵は在るのだろう。

　だが逃げ切れないと覚悟を決めるだけの知能は無かった様だ。

　彼の放った銃弾と、そして攻撃型奇蹟術の作り出した真空の刃がそれぞれ一体ずつ逃げる『落とし子』の息の根を止めた。逃げる相手は追わない――などと格好を付けている場合ではない。殺せる余裕が在れば確実に殺しておくのが、『落とし子』と出会った人間の義務だった。

「助かったか……」

　彼は馬を止めて溜ため息をつく。

　そこへ――

「……レオン様」

　明らかに非難を込めた口調で彼を呼ぶ声が響いた。

　振り返らずとも誰だれかは分かっている。念の為にベルトから抜いた予備弾を長銃ライフルに装そう填てんしながら彼は――レオンは言った。

「分かってる。すまん。感謝してる」

「…………」

　無言の圧力。

　彼は溜め息をついて声の主を振り返った。

　そこに居るのは――若い娘だった。

　彼と同じく馬の背に乗っているが、彼女が手にしているのは長銃にあらず、擬ぎ神しん杖じようである。それも奇蹟術関係に詳しい者が見ればやや旧型に属するものだと分かるだろう。

　長い黒髪を動き易やすい様に麻あさ紐ひもで縛って束ねている上、着ているのが旅装用の分厚いマント、顔は砂さ塵じんと汗で汚れており、その上無表情――とあまり色いろ艶つやの感じられない姿だが、きちんとした格好をすればかなりの器量好しだという事をレオンは知っている。

　一見すれば十五か六程度の少女に見えるが、これは彼女が小柄な上に童顔である為だ。実際の年齢は二二歳であるが、どうもそうは見えない。本人はそれなりに気にしているらしくそれを指摘すると本気で怒る。普段はあまり表情を示さないだけに、彼女が怒るとかなりの迫力が在るが――むしろそういう人間的な表情を見せてくれる時の方が、レオンは安心するのだった。

　娘の名はアンジェリット。

　レオンとはもう五年以上のつきあいだ。

「出かけられる際は私をお連れくださいと、あれ程――」

「いや。でも随分気持ちよさそうに寝てたからさ。起こしたらまずいかと」

「…………それはレオン様が――」

　アンジェリットが無表情に押し黙る。

　だがその頬ほおが若干赤らんでいる事に気付いてレオンは微苦笑を浮かべた。

「分かった。すまん」

「……はい」

　アンジェリットが俯うつむきながら頷うなずく。

「それよりも。早く此こ処こを離れよう――『代行者パニツシヤー』に追いつかれてしまう」

「はい。それと――」

　アンジェリットはいつもの無表情を取り戻して言った。

「〈レネゲイド〉ですが」

「うん？」

　馬を再び走らせながら首を傾かしげるレオン。

「何か動きがあったのか？」

「新たに〈イコノクラスト〉の御者を確保した様です」

　レオンに併走しながらアンジェリットは言った。

「…………そうか」















　レオンは――感慨に表情を煙らせる。

「グロウラントの街に戻るぞ。何かと準備も要るだろう」

「御意に」

　アンジェリットが頷うなずく。

　そして二人は――地平線の彼方かなたで傲ごう然ぜんとそびえる『代行者パニツシヤー』を背に、ただ黙々と馬を走らせた。



　　　



　かつて――未まだ世界が世界として存在していなかった頃ころ。

　其そ処こに。此こ処こに。彼処あそこに。ただ空虚だけが果てしなく広がっていた。

　だがそんな虚無のみの世界を寂しく思った五柱の創世神は、互いに力を合わせて新たな世界を創り始めた。

　創世神達は先まず始めに光を創った。続いて天を創り地を創り、海を創り星を創り、大の月を創り小の月を創り、火と水を創り、風を創り雷を創り、虫を創り魚を創り、鳥と獣を創り――最後にこれら全てを内包する楽園の住人にするべく十六番目の被造物として自らに似せて人間を創った。

　この新たなる世界は五柱の神の慈愛と奇き蹟せきを受けて大いに繁栄した。ありとあらゆる場所に生命は溢あふれ、その営みは絶える事無く続けられた。人々は幸福の意味だけを知り神々に感謝の祈りを捧ささげる事を忘れなかった。

　だが……そんな光輝満つる楽園を憎んだものが居た。

　かつて空虚な世界の支配者であった邪なる神である。

　邪神は創世神達の創り上げた世界を妬ねたんだ。

　強大な力を使い新たな世界を乗っ取って支配しようとした邪神であったが、当然ながら創世神達はこれを許さなかった。楽園を守護する創世神達と邪神は戦い――その結果邪神は倒されたが、同時に五柱の創世神達も倒れる事となった。しかも邪神は最後の力を振り絞って世界に呪のろいを掛けたのだという。

　全ての人間達が呪われる様に。

　創世神達の似姿であり彼等の子でもある人間達が、未来永えい劫ごうに苦しむ様に。

　こうして神々の時代は終わった。

　しかし邪なる神の呪じゆ詛そだけは遺のこったのだった。

　…………

「――傍はた迷惑な話ね」

　メリニ達の話を聞き終わった花か梨りんの第一声がこれだった。

「その邪神ってのも色々ウザいけど、五柱の創世神ってのも最後まで責任持って守れないんなら安易に世界なんか創らなけりゃいいのよね。五対一で負けちゃうし」

「いや……おまえ、もうちょっと他に言いようがあるだろ？」

「言葉だけ取り繕つくろったってしょうがないでしょ」

　花か梨りんは平然と省しよう吾ごのクレームを切って捨てた。

「それとも何？　省君は今の話でいきなり感動とかした？」

「…………」

　黙り込む省吾。

　実の所……メリニ達に気を遣って黙っているものの省吾も花梨と同様の感想ではあった。

　神話としては別に珍しい類たぐいのものではない。むしろよく聞くモチーフである。世界創造や楽園喪失といった概念はキリスト教の創世記に似ているし、複数の神によって世界が創られるのはそれこそ日本神話から北欧神話まで、多神教的な世界観であれば掃いて捨てる程に見られるパターンだ。創られた世界を妬ねたむ悪魔やら邪神やらが世界に呪のろいを掛けようとするのも同じである。

　博識な花梨は無論だが……省吾にしてもゲームやら漫画といったフィクションでこの手の設定はゲップが出る位に見慣れている。今更そんな創世神話を聞かされても驚きはしないどころか――むしろ白ける。

　だが……

「花梨。ここじゃそれが現実なんだぞ」

　メリニ達にとってはそれが誤ご魔ま化かしようの無い事実なのである。

　彼女達はその神話の延長に生きているのだ。少なくとも彼女等は現実としてその神話を語っている。同じ内容でもそれをどうしてもフィクションとして捉とらえざるを得ない省吾達と、そのフィクションの様な世界に現実的に生きてきたメリニ達との間には、その理解にはっきりとした温度差が出来るだろう。

　たとえ手て垢あかがついていようと見飽きていようと……それが現実ならば白けるどころの話ではない。

「もし彼女達の話が本当ならね……まあそれはさておき」

　花梨はメリニの方を振り返って言った。

「つまり省君――もとい省吾にその神の呪いを解いて欲しいっていうの？」

「はい。その通りです」

　メリニは頷うなずいた。

「どうやって？　悪いけど何の特技も無いただの平凡な高校生よ――省君は」

『平凡』の一語にやけに力を込めて言う花梨。

「おまえ――なんだよその言い方は」

「省君。これが現実なら省君の方も現実を見つめないと駄目でしょ。冷静に考えて省君に何が出来るの？　都合良く超能力とかが目覚めるの？　それともネット・ゲームで鍛えた腕で邪神を倒すの？」

「…………」

　黙り込む省しよう吾ご。

　彼が平凡な高校生であるという点は全く反論できない事実である。少なくとも気張るだけで岩が砕けたり掌てのひらから電光が迸ほとばしったりはしないし、運動能力も頭脳も平均的高校生の域を出てはいない。

　いざ『邪神の呪のろいを解け』と言われてもそれだけでは途方に暮れてしまう。

「方法は在ります」

　メリニが言った。

「正確に言えば……邪神の呪いを解く為の手段と方法は既に用意されています」

「何だか分からないけど、それは俺おれにも使えるものなのか？」

　尋ねる省吾にメリニは微笑んで頷うなずいて見せる。

　だが――

「手段と方法が在るなら……どうして貴女達が自分でそれを使わないの？」

　花か梨りんは疑いの眼まな差ざしをメリニや姫ひめ巫み女こ達に向ける。

　メリニは花梨の視線を真正面から受けて言った。

「私達では出来ないのです。邪神は私達に滅びの呪いを掛けました。私達には絶対に解けないように。人間の手で解けてしまうのではそもそも呪いとしての意味が無いからです。

　故に――私達はこの世界の外側、呪いの対象外の領域から救世主たる方をお喚よびするしか方法が無かったのです」

「具体的にはその呪いって言うのはどんな効果を発揮してるんだ？」

　省吾の問いにメリニは一瞬――言葉に詰まった。

「色々です……竜巻が幾つも発生する事も在りますし、疫病が発生する事も在ります。凶暴な怪物が発生する事も在れば、日照りが続いて乾き死ぬ人が出る場合も在りますし、一定数の人々がおかしくなって同じ人間を殺し続ける事も在ります。要するに何でも良いのでしょう――人間が苦しめば」

「……怪物とかならともかく日照りとか疫病なんてどうにもならないんじゃ……？」

「いいえ」

　省吾の問いにメリニは首を振った。

「邪神は自存し思考し進化する呪じゆ詛その核として、自らの影をこの世界に遺のこしました。我々はこれを『神罰代行者』もしくは単に『代行者パニツシヤー』と呼んでいますが、これを倒せば直接的な災いは消滅します。また怪物や疫病の様な残存する類たぐいの災いの場合でも『代行者』さえ居なければ私達の力でも何とか対抗手段を採る事が出来ます。

　記録上、確認された『代行者』は全部で十六体。それらは普段は眠っていますが、順次定期的に覚かく醒せいして災いを振り撒まきます。しかしこの百年余りで『代行者』の覚醒する間隔は次第に短くなっており、一回の覚醒による死者も増加傾向にあります。恐らく数年の内には『代行者』による災いの死傷者数が取り返しのつかない規模になるでしょう」

「……なるほど」

　省しよう吾ごは頷うなずく。

　未まだ不明な部分は多いが――聞いた限りの部分において筋は通っている。

　滅んだ邪神の呪じゆ詛そに苛さいなまれる世界。

　普通の人間には決して倒せない呪詛の核。

　人々は未来への希望も無くただ滅亡を待つだけの日々。

　そして――

「その『代行者パニツシヤー』を倒す方法が在って――それは異世界の人間である俺おれにしか出来ないって事なんだよな？」

　じんわりと脳裏に染み渡っていく理解。

　それは奇妙な効果を彼の意識にもたらしていた。

「その通りです」

「………………」

　省吾は――表情を歪ゆがめた。

　何か得体の知れないものが胸の奥で渦巻いている。

　…………

　中学の修学旅行の時に同級生何人かと酒を持ち込んで飲んだ事が在る。

　別に酒が飲みたかった訳ではない。それならわざわざ修学旅行に行って飲まずとも家でいくらでも飲める。共犯だった同級生達だって同じだろう。まさか十四や十五で酒の味が分かるとも思えない。実際――苦いだけだったのを省吾は覚えている。

　だが……

　妙な興奮があの時の自分には在った。

　何か大人っぽい事がしたかった。何か普段と違う事がしたかった。

　でも何かきっかけが無いとどうしても踏ん切りがつかない。

　修学旅行は良い機会だった。普段と違う場所。普段と違う夜。普段と違う顔ぶれ。家では決して有り得ない非日常の状況が少年達の背中を押して、密ひそやかな――しかしまるで祭りの最さ中なかに居るかの様な興奮を生み出していた。禁止されている事をしているという解放感と罪悪感が彼の心臓を激しく動どう悸きさせていた。

　あの時と同じだ。

　自分が馬ば鹿かみたいに興奮しているのが分かる。

　常識を前にして忘れていたもの。現実を前にして諦あきらめていたもの。

　ずっとずっと昔――幼い日々に置き去りにしてきたものが、この異様な状況を前にして再び動き始めている。彼の胸の奥で外に出ようとして暴れ始めている。

　やばい――と彼の頭の片隅で理性が囁ささやく。

　自分はひょっとしたらとんでもなく危険な場所に脚を踏み出そうとしているのかもしれない。取り返しのつかない事をしようとしているのかもしれない。やばいから止めておけと理性的で臆おく病びような自分が囁ささやいている。

　しかし……

「……悪くない」

　興奮で指先が震えるのを感じながら省しよう吾ごは呟つぶやいた。

　怖い訳ではない。まして疲れている訳でも寒い訳でもない。

　武者震いというものが本当に在るのだと省吾はこの時初めて知った。

「ちょっと――省君」

　省吾の様子の変化に気付いたのだろう。咎とがめる様に花か梨りんが声を掛けてくるが――省吾は無視してメリニを見据えた。

　本当に悪くない。

　平凡な一高校生が世界を救う。救世主になる。

　ゲームや漫画やアニメや小説や……その手の物語に飽きる位にこのモチーフが出てくるのは、それを皆が望んでいるからだろう。

　確かに今は『英雄不在』の時代ではある。

　だが人々が英雄への願望を忘れた訳ではない。高度にシステム化され英雄が突発的に出現する余地が無くなってきただけの事だ。結果的に人々は英雄の誕生を、そして自らが英雄となる事を諦あきらめ、システムがそれに変わっただけに過ぎない。科学技術の発達が人々の生活の中で神を形けい骸がい化かさせ概念の世界に追いやったかの如ごとく。

　だが……この世界でなら。

　人は英雄になれるのかもしれない。

　望んでも望み得なかったものが此こ処こに在る。

　手を伸ばしても決して手に入らなかったものが此処に在る。

　お膳ぜん立だては整っているらしい。

　ならば――

「面白いじゃねーか」

　彼は震えながら――獰どう猛もうな笑みを浮かべた。



　　　



　儀式は予定外の要素を持ち込んだ。

「――『救世主』以外の異界人か」

　五氏族会議の席にて先まず最初に議題として持ち上がったのはその事についてだった。

「予定では『救世主』一人であった筈はずだ。どうしてあの様な者が一緒に召喚されたのか？」

　ルースポリテ家の長パルマス・ルースポリテが苛いら立だたしげに言う。

　細面で見るからに神経質そうな顔立ちのパルマスは、五氏族の長達の中でも特にあの『救世主』の付属物、つまりは一緒に召喚されてきた少女について気にしている。

　元々パルマスは病的な位に物事を慎重に進めたがる。用意周到に計画を練り、準備をし、何重にも安全策を掛けた上でなければ事を実行しない。だが逆に自分の描いた通りに予定が進まなければ途端に苛いら立だちを隠せなくなるという性格的欠点を持っている。

（……少しは泰然と構えておれば良いものを。器が知れるぞ）

　バルドは指先で円卓の天板を叩たたくパルマスを眺めながら考える。

「術式は予定通りに機能した。完全にあれは偶然の結果だ。恐らく召喚奇き蹟せきが発動した際に『救世主』と接触していた為、術式が『まとめて一人』と判断したのだろう」

　そう答えたのはマブロ家の長タイロイド・マブロであった。

　マブロ家は五氏族の中でもコードラン家と並んで奇蹟術の研究に長じており、召喚奇蹟の術式を組み上げたのはマブロ家の者である。無論、その術式は他の家の者達によって徹底的に調べられている為に、マブロ家が何かを仕込む等という事は出来ない筈はずだった。

「むしろあれは幸運であったと考えるべきではないですか？」

　そう発言したのはネロ・オトルチであった。

　バルドは先を促す意味を込めて視線を若きオトルチ家の当主に向ける。

「彼女は色々と使えます」

　ネロはいつも仮面の様に浮かべている微笑を微み塵じんも揺るがさずに言った。

　その少女と見まがう様な繊細で整った顔立ちや、病的な程に白い肌、そして何よりも二十歳という年齢から、パルマスやタイロイドは彼の事を見くびっている様だが、その実、バルドが最も警戒しているのはこの少年とも言うべきオトルチ家の長だった。

「どう使うというのだ？　〈イコノクラスト〉の御者としては女は使えない」

　パルマスが言う。

　バルドは胸の奥で苦笑した。

　病的に慎重なパルマスだが、その慎重さは大概が空回りしている。無意味に策を練り、不必要な手を幾つも打つ事で、自分を安心させているだけで、パルマスは本人が思っている程に頭が良い訳でも策士である訳でもない。

（典型的な世襲制の弊害だな）

　バルドは考える。もっともバルドとてその世襲制の結果としてコードラン家の長となっている訳だが。

（異界人と見ればただ〈イコノクラスト〉の御者としてしか見ない。前提条件の一歩手前を疑うだけの柔軟さが無い。この頭の固さは信じがたい程だな）

「人質として使えばいい」

　ネロは言った。

「馬ば鹿かな。『救世主』は自分の意志で我々に協力させねばならん。その為の姫ひめ巫み女こであろうが？」

「その通りだ。〈イコノクラスト〉を駆る者が我々に害意や敵意を持てばどうなるか。異界人には奇蹟術が効かないから、奇蹟術で意識操作する訳にもいかん」

　同意するのはタイロイドである。

　確かに異界人には奇き蹟せき術は効かない。存在子イグジスの中に『神の御命に従うべし』という記述が無い為だ。そしてだからこそ異界人はこの世界の――否〈レネゲイド〉の救世主足り得るのだ。

　だが、タイロイドはしばしばマブロ家の矜きん持じからか奇蹟術に関して過剰な程のこだわりを見せる。奇蹟術以外の方法を彼は格下に見てしまう傾向が在るのだった。

「洗脳は麻薬でも何でも可能でしょう。もっとも下手な事をしてせっかくの『救世主』を潰つぶしてしまう訳にもいきませんが。〈イコノクラスト〉との接続術式に関しては未まだ不安定な部分も多い。彼には心身共に健康体で居て貰もらわねばならない」

「その通りだ」

　頷うなずくパルマス。

「要するに切り札として我々の手元に置いておけば良いのですよ。『救世主』は洗脳できずとも彼女は洗脳できるでしょうし……姫ひめ巫み女こと同じく『救世主』に付ける柔らかな鎖の一本にする事は可能ですよ。それに他にも彼女は色々と使い道が在る」

「例えば？」

「彼女を使えば『救世主』の使用期限を延ばす事も出来ますね」

「…………」

　あまりにさらりとネロが言ったのでパルマスはその意味が理解できなかった様だった。

　だが――

「ネロ・オトルチ。それはまさか――」

　顔色を変えて発言したのはインペラス家の長ゼブロンである。

「『救世主』の構成物質にこちら側の存在子の流入を防ぐには、どうすれば良いか――その理論を提唱したのはタイロイド・マブロ、貴方ではなかったですか？」

「…………」

　一同が沈黙する。

　タイロイドとパルマスはようやくその意味を悟ったらしく表情を強こわ張ばらせ、ゼブロンは明らかに嫌悪と憤怒の表情をネロに向けている。ゼブロンの所属するインペラス家は『五英雄』の中でも特殊な位置に在る。他の四氏族が四人の奇蹟師の血を引くのに対し、インペラス家は元々剣舞師の家系である。この為か、代々のインペラス家の当主は生真面目で実直な性格の者が多い。ゼブロンにしてみればネロの発言は――というかその発想はその場で首をへし折りたくなる様なものであったろう。

「ネロ・オトルチ。非常に不愉快だ。その様な真似は人間として許せない」

　ゼブロンが言う。

　ネロはただ微笑にわずかな苦笑を混ぜて肩を竦すくめた。

（……青臭い奴だ）

　とバルドはゼブロンの事を考える。

　一族揃そろってその様な――まるで子供の様な考え方をしているから〈レネゲイド〉内部での権力争いにも後れを取り、末席に甘んじなければならないのである。

「何にしても使い道は幾つでも在るという事を言いたかったのですよ」

　ゼブロンの憤怒など微風にも感じていない様子でネロは言った。

「…………」

「それはそうと。バルド・コードラン。彼等は落ち着いたのですか？」

　ネロはバルドに視線を向けて言った。

「今は地上で姫ひめ巫み女こ達が事情を説明している」

　本来であればバルド達もその場に立ち会うべきなのであろうが――バルド達は異界人の言葉を学んでいない。今のところ異界人の言葉を扱えるのはその為に教育を受けた姫巫女五人と他に数名だけである。バルド達が近くに居ても何を喋しやべっているのかも分からない。

「警備は？」

「姫巫女達でも充分だろうが――他にも奇き蹟せき師し十人と武装兵士三十人で館ごと警護している。彼等がもし逃げだそうとしても確実に捕縛できる布陣だ」

「結構。僕からはこれ以上の意見は有りません」

　ネロは言って椅い子すに身を沈めた。

　そのとき――

「――失礼します！」

　議場の扉を叩たたく音と共に声が割り込んできた。

「入れ」

　バルドが叫ぶと一人の男が表情を強こわ張ばらせて議場の中に入ってきた。〈レネゲイド〉の五大巨頭の揃そろった現場に踏み込む――それだけでも緊張はするであろうが、今、男の表情はそれを考慮した上でも必要以上に青ざめていた。

「何事か？」

「『代行者パニツシヤー』が――」

　その言葉に場の空気が凍り付く。

　知らせを持ってきたその男はしかし、こみ上げる恐怖を言葉にしてはき出そうとするかの様に言葉を続けた。

「『代行者』が覚かく醒せいしたとの報告が入りました！　場所はロタの砂漠の西、約三百五十マイリス――現在、時速二十マイリスでケインパクスの街に移動中との事」

「思った以上に早いな」

　バルドは呟つぶやくように言う。

　ゼブロンが立ち上がって叫ぶ。

「即座に〈イコノクラスト〉の起動を！」

　しかし――

「いや、お待ちください」

　ネロが言った。

「もうケインパクスの街は助からない。いくら何でもこの世界にやってきたばかりの救世主が、何も聞かずに〈イコノクラスト〉に乗って即実戦に出てくれるとも思えませんし、逆に中途半端な覚悟で戦陣に出られても困る。

　そもそも召喚用の術式調整を解除して〈イコノクラスト〉を稼働状態に持っていくには早くても丸二日はかかります」

「しかし――」

　反論しようとするゼブロンに覆い被せる様にしてネロは言葉を続けた。

「闘う以上は確実に勝ってもらわないと困ります。救世主の替えは確保できますが〈イコノクラスト〉の代わりは無いのですから。目先の感情に流されず救世主も〈イコノクラスト〉も万全の状態で使うべきかと」

「…………」

　ゼブロンが唇を噛かんで黙り込む。

　ネロはただ微笑を浮かべておりパルマスとタイロイドは困惑気味に顔を見合わせた。

「――諸君」

　バルドは話をまとめる為にやや声を大きくし若干芝居がかった口調で言った。

「ここはネロ・オトルチの意見が正しいと思われる。異論の在る者は？」

「…………」「…………」「…………」

　パルマスもタイロイドも――そしてゼブロンも無言。

「よろしい。〈イコノクラスト〉の出撃は見合わせる事にする」

　この瞬間に一つの街の滅亡が決定した。

　それは仕方の無い事であったかもしれない。ネロの言う事に間違いは無い。〈イコノクラスト〉は〈レネゲイド〉の文字通り最終兵器である。これが破れれば〈レネゲイド〉にも人類にも後が無い。

「とはいえ――」

　バルドはネロに視線を据えて言った。

「ネロ・オトルチ。君の事だ――ただ街を一つ見捨てるだけの様な真似はすまい？　何を考えている？」

「…………」

　怪け訝げんそうな表情を浮かべてネロを振り返った処ところを見ると……ゼブロンもパルマスもタイロイドも、今ひとつネロ・オトルチという人間が分かっていないらしい。

「無論――」

　ネロは優しいとも言える笑みを浮かべながら言った。

「『救世主』に我々を救って貰もらう事ですとも」



　　　



　案内された寝室の情景を前にして省しよう吾ごは一瞬――固まった。

　広さは二十畳程であろうか。当たり前だが彼の部屋とは似ても似つかない。

　まず部屋の真ん中に、どう考えても一人では広すぎるというか……上でダンスでも踊れそうな感じのベッドが置いてある。大多数の日本の一般家庭は、床面積の問題からベッドを置くにしても何ど処こか隅に寄せて部屋を広く見せようとするものだが、この部屋には勿もつ体たいなくもただ一人の人間の寝床としてやたら大きな、しかも天てん蓋がい付きのベッドが、部屋の真ん中に置かれているのである。

　これだけでも省吾は最初――びびった。

　情けない話だが、彼の脳裏に浮かんだ最初の考えは、下手にこんな部屋で眠ったら後で法外な宿泊料金の請求が来てしまうのではないか……などと場違いも甚だしい心配であった。

　よく見ればベッドだけではない。

　先に通された応接間と同じである。壁紙。家具。絨じゆう毯たん。細かい事を挙げていったらきりがないが、そこには彼が慣れ親しんだ現代的な品は全く無く――代わりに近代風でかつ異国情緒豊かな品の数々が独特の雰囲気を形成していた。

　例えば……椅い子す一つにしてからが明らかに工場製の大量生産品ではない。

　手作りを感じさせる独特の形をしているのだ。別に形がいびつだというのではなく、そのデザインに職人的なこだわりを――無味乾燥とした合理性とは対極に位置する様なある種の『無駄』、更に言えば『余裕』が垣間見えるのである。機能性とは何の関係も無い処ところに凝った模様が彫り込んであったり、木材と木材の組み合わせ方が、組木細工の様に、必要以上に複雑であったり。

　しかも子細に見ていけばその造形や模様は一種独特の雰囲気を持っている。

　屋敷のあちこちにも見られたが――やはりそれらは北欧の文化にアイヌのそれを足して割ったかの様な、無国籍風のデザインが生み出している。そして当然ながらこんな文化様式は省吾の記憶には無い。

　いかにも『ファンタジー』な空間だ。

　馬ば鹿か馬鹿しい。

　こんな露骨な――それこそ絵に描いた様な異文化が目の前に在る。

　だがそれらは省吾の気分を盛り上げこそすれ白けさせるものではなかった。

「信じられねー」

　呻うめく様に言ってみるがやはり目に見える光景に変化は無い。

「この御部屋でよろしいでしょうか？」

「当然よろしいですっつーか……はい」

　尋ねてくるメリニに思わず間抜けな返答をしてしまう省吾。

　良いも悪いも無い。こんな部屋はモニターや写真の中でしか見た事が無かった。床には毛足の長い絨毯が敷かれ、壁には細かな模様の入った壁紙が貼はられ、照明に至っては蛍光灯ではなくランプである。

　前に一度家族で泊まったホテルの客室にも似たような感じは在ったが――だから咄とつ嗟さに宿泊料などと思ってしまった訳だが――部屋の大きさや細部の造りが明らかに違う。そしてそこから醸し出される雰囲気が違う。電話も無ければ小型冷蔵庫も無い。宿泊者向けのガイドブックも無ければ電磁湯沸かし器も無い。ただ着替えて寝る――それだけの為にこの二十畳も在ろうかという空間を特化させて使う贅ぜい沢たく極まりない感覚が、独特の空気となって漂っている。

　無論デザインは微妙に異なるものの、庶民が触れれば居住まいを正さずにはおれない様な空気が――映画や歴史資料の中に見た『貴族の屋敷』然とした気け怠だるくも華やかな空気が悠然と部屋の中を満たしている。

「……って花か梨りんの部屋もこんなのな訳？」

　花梨は別の部屋に案内されている筈はずだ。

　一人で眠る不安と、従兄弟いとことはいえ男と同じベッドで眠る事への拒否感とを秤はかりにかけた結果、後者が優ったらしい。無論――部屋は隣の様だし、大声を出せばすぐに省しよう吾ごにも聞こえるであろうという事も考慮しての判断だろう。まあ省吾としても色気に乏しい従姉妹いとこと寝る位なら、一人で寝た方が気楽でいい。最高なのはメリニの様な美少女が添い寝してくれる事であろうが。

「はい。御部屋の造りは基本的に同じですが……家具調度品は多少異なります」

　メリニが答える。

「何か御要望のものがございましたらこの鈴を」

　と言ってメリニがベッドの側の壁に吊つられた鈴とそれに結び付けられた紐ひもを示した。

　小さな鈴だ。紐を引いてもそんな大きな音がするとは思えない。

　こんな鈴の音を外から聞きつけようと思うのならば、それこそ壁の向こうで聴音器でも使って耳を澄ましている必要が無いだろうか。だとすると――いつ鳴るかも分からない鈴の音を確実に聞く為に、壁の向こうで待機している人間が必要という事になる。

　……何と無駄な話か。

　それを贅沢と呼んで悦に入るには省吾は庶民的に過ぎた。

　それとも省吾の常識から判断してただの鈴に見えているだけで――何か魔法とかそういうもので信号を離れた場所に通知していたりするのだろうか。

「私か、姫ひめ巫み女この誰だれかが参りますので、どうぞ御遠慮なくお申し付けくださいませ」

「はあ……すんません、お世話になります」

　曖あい昧まいに返事をする省吾。

　そんな彼を見て――メリニはくすりと笑った。

　それは省吾が初めて見る彼女の素の表情だった。

　今まででも彼女はずっと微笑を絶やさずにいたが、それは何ど処こか作り物の様な印象が在った。無論それでも彼女は見つめていると溜ため息が出る位に美しいのだが、今彼女が見せた笑みと見比べれば、それがある種の義務感から来たものである事が――言うなれば『営業用』の笑顔であったのだと分かる。

　姫ひめ巫み女ことしてのではなく……十代の少女としての笑顔。

　それは省しよう吾ごに言葉を失わせる程の魅力が在った。

　ある種の困惑と喜悦が混じり合って省吾の意識を揺さぶる。

　決して手が届かないと諦あきらめていたものに思いもよらず指先が触れたかの様な。

「…………」

「あ――申し訳ございません」

　無言で立ち尽くしている省吾の事をどう思ったのか――メリニは深々と頭を下げる。

「決して救世主様を嘲あざけった訳ではございません。ですがご不快に感じられましたらそれは私の軽率さ故の事。どうかお許しをいただけませんでしょうか？」

「い……いや、別にご不快とかそういうのはないけどさ」

　情けないと思いつつもどもりながら言う省吾。

「ちょっと……びっくりしたっていうか」

「びっくりした――ですか？」

　小鳥の様に無む垢くな仕草で首を傾かしげるメリニ。

「うん、まあ、なんていうか――可愛……いや……ええと…………」

　悲しいかな――ここで『君がすごく可愛かったからびっくりしたんだよ』と言える程の厚顔さは省吾には無い。焦って言葉を繋つなげていくととんでもなく恥ずかしい事を言ってしまいそうで、省吾はとりあえず黙り込んだ。

「…………」

「…………」

　省吾とメリニ。

　二人の間に微妙に気まずい静寂がわだかまる。

　何かを話した方が良いとは分かっているのだが……焦る省吾には適当な話題が出てこない。間抜けな話題を振って恥をかくよりは黙って突っ立っている方がまだマシな気もした。

　沈黙はメリニが破った。

「私……姫巫女として十三年間修行を積んで参りました」

「そ……それはまた大変――」

　そこまで反射的に言ってから省吾は気付いた。

「十三年？」

「はい。私達の世界の一年はショウゴ様の世界の一年とは微妙に長さが違いますが……こちらでは三八四日が一年ですから一年が三六五日のショウゴ様の世界とそう違わないと思います」

　確かに十九日の差など一年単位で見れば大した違いではなかろう。

「……あのさ。歳聞いたらまずい？」

「十七です」

　平然とメリニは答える。

　姫ひめ巫み女こは『救世主』の御世話役として存在するとメリニは言っていた。

　つまり彼女は四歳の頃ころから、誰だれとも知れぬ『救世主』の為に姫巫女としての修行を積んできた事になる。無論、省しよう吾ご達の世界にもこんな話が無い訳ではない。能や歌か舞ぶ伎きといった伝統芸能家元の長男は三歳や四歳で初舞台を踏むのも珍しくないそうだし、そうなれば教育は二歳前後から開始される事になる。

　しかし……

　いつか出会うであろう誰かの為に行う十三年の修行。

　そんなものの為にこの少女の人生の大半は費やされてきたのだろうか。

　そしてつまりそれは――この世界がどれだけ以前から抜き差しならない状態に追い詰められているかという事の証拠でもあった。そしてそんな世界で姫巫女としての教育を受けてきた以上……メリニには年頃の少女としての生活など望むべくも無かったのではないか。

「あの。ショウゴ様？」

「あ……ごめん。ええとその。修行ご苦労様です」

　焦ってトンチンカンな事を言ってしまう省吾。

　再びメリニはくすっと小さく笑い――

「『おまえは救世主様にお仕えする姫巫女として修行に励め』と言われてきたのですが、やはりお仕えすべき救世主様が、どの様な方かも分からないと不安になってしまって」

「それは……そうだろうね」

「だから私……勝手に救世主様ってこんな人なんじゃないかなって想像していたんです」

　メリニは何ど処こかはにかむ様な――他愛ない悪戯いたずらを告白するかの様な表情で言う。

　そんな彼女の姿は童女の様にあどけなかった。

「最初は『こんな風だったらいいな』って救世主様を自分の好きな感じに想像していたんですけれど、途中で『でも実はもっと怖い人だったらどうしよう』とか心配になったりして――実際にお会い出来た時に怖がったりせずに済む様に、予あらかじめ想像の中でとっても怖い救世主様を想像してみたり」

　メリニは懐かしげな表情を浮かべて言った。

「そんな風にして勝手に救世主様の事を想像してきましたので、私の中で救世主様の想像図が物もの凄すごく極端な感じになってしまって……」

「……はあ」

　極端な想像図。

　今ひとつ分からないが――ひょっとしたら筋骨隆々で羆ひぐまでも素手で殴り殺しそうなマッチョでも想像していたのかもしれない。

「でも実際にお会いできたら優しそうな方で。ちょっと安心してしまいました。笑ったのは、私って本当に色々と無駄な想像を重ねていたんだなあって――おかしくなって」

　そう言ってまた普通の少女らしい――年とし頃ごろ相応の笑顔を見せるメリニ。

「優しそう……？　あんまりそんな風に言われた事は無いけどな」

「もっと厳いかめしい方かと」

「まあ……軟弱なのは認めるけどさ」

「そのような事は決して」

　微笑を消して真剣な表情でメリニは首を振った。

「私は本当に嬉うれしゅうございます。ショウゴ様の様な方が救世主様で」

「…………」

　こうまっすぐな調子で言われるとどう言葉を返して良いのか分からない。

　戸惑う省しよう吾ごを、メリニは言葉通り嬉しそうな表情を浮かべて見つめていたが――

「ショウゴ様」

　ふと思い付いたかの様な調子で言った。

「それで――今晩のショウゴ様の御夜よ伽とぎ役ですが」

「……は？」

「私でよろしいでしょうか？」

「……………………はい？　今――なんて言った？」

　意味が分からず省吾は聞き返す。

　いや……全く分からなかった訳でもないが、彼の中の常識がその理解をよしとしなかったのである。まさかそんな馬ば鹿か馬鹿しくも都合の良い話が有る筈はずもないと。

　しかし――

「ショウゴ様の御夜伽役ですが」

　繰り返されるメリニの台詞せりふで省吾はその単語が自分の聞き違いでない事を知った。

「…………ちょっと待って」

　思わず表情を強こわ張ばらせる省吾。

「君が――俺おれと？」

「はい」

　こっくりと素直に頷うなずくメリニ。

　彼女の様子には何の逡しゆん巡じゆんも躊ちゆう躇ちよも無い。それが当然だと思い込んでいる者特有の、無邪気とも言うべき頓とん着ちやくの無さがそこには在った。

「……ええとさ」

　省吾の脳内で色々な方向に思考が空回りする。

　彼はその中から何とか常識的な言葉を掴つかみだして理性を補強する。

「異世界らしいし、まあ言葉の解釈の違いとか色々あるだろーなーとか思うから確認するんだけど。決して他意は無いって言うか。あの。その。ええと……その夜伽役って何をするんだ？　近くで寝て俺がベッドから転げ落ちないように見張るとかそういう――のじゃなくて？」

「それは――」

　そこで初めてメリニは若干頬ほおを紅あかく染めてうつむいた。

　異世界人で姫ひめ巫み女こで――と価値観が違いまくるであろう彼女にも、省しよう吾ご達と同じ様な羞しゆう恥ち心しんがきちんとあるのだと知って安心すると同時に、その仕草の意味に爆発寸前になっている部分も彼の意識には在る訳で。

「その……男女の睦むつみ事にございます」

「………………」

　えらく古風な言い回しだがこれで分からない程、省吾も鈍感でもなければ馬ば鹿かでもない。

　胸の奥で鼓動の早さが跳ね上がる。

　自分がこの少女と寝る？　この少女を抱く？

　はっきり言って……大歓迎ではある。

　メリニはどこからどう見ても掛け値なしの器量好しだ。そこらのグラビア・アイドルなんて比較にならない。正直言って、省吾とは別世界の――無論これは比ひ喩ゆ的てきな意味だ――存在である。彼女を抱けるというのなら土下座してでも、と思う奴だって居るだろう。

　まして省吾にも性欲は有る。

　はっきり言えば持て余し気味の十七歳だ。エッチな本やビデオやゲームだって所有している。最近は容赦なく自室に花か梨りんが乱入してくるので隠し場所には色々と苦労するが――ともかく決してそういう事に興味が無い訳でも嫌いな訳でもない。

　だが――

「……ショウゴ様？」

　黙り込んだ省吾をメリニが不思議そうな表情を浮かべて眺める。

「ショウゴ様――」

　繰り返すメリニ。

　だがその表情に淡い不安と悲哀の色が混じるのを見て省吾は慌てた。

「あ？　え？　いや――あのね」

「あの――どうか御不満が在れば御遠慮なさらずにおっしゃってくださいませ」

　メリニは眼を伏せ顔を伏せて――静かな口調で言った。

「え？　いや遠慮とかあの」

「私では御不満でしたら、遠慮無く他の姫巫女の中からショウゴ様のお気に召した者をお選びくださいませ。すぐに呼んで参りますので――」

「いや、不満とか！　そんなのではないです！　ええないですってーかむしろ大歓迎というか!!」

　慌ててしどろもどろに言う省吾。実は自分でも何を言っているのかあまり自覚していない。とりあえず目の前で表情を曇らせている少女の誤解を何とか解こうと思うだけで他の事に考えを及ばせる余裕が無いのだ。

「……良かった」

　足下を見つめながら――呟つぶやく様に言うメリニ。

　彼女は顔を上げて先程までと同様に柔らかな、心底から嬉うれしそうな笑顔を浮かべた。

「ショウゴ様に嫌われているのかと」

「そんな事無い無い、無いです」

　と首を振る省しよう吾ご。

「私は――私達はショウゴ様にお仕えする為に育てられてきましたから」

　メリニは微笑みながら言う。

　輝かんばかりのその表情に――しかし今省吾は自じ嘲ちょうめいたある種の陰りを見た様な気がした。無論それは錯覚に過ぎない可能性も在るのだが……

「無論、夜よ伽とぎだけが私達の仕事ではありません。しかし私達にとって救世主様は――今やショウゴ様は自分達が存在する意味の全てです。ショウゴ様の為に私達は生きショウゴ様の為に死にます。従卒としての役割に全てを注ぐ事もまた一つの姫ひめ巫み女この在り方とは思いますが――けれど」

　メリニはふと恥じる様に視線を省吾から外す。

「私達も救世主様の従卒であると同時に――女である事には変わり在りません。全身全霊を以もつて仕える方の御寵ちよう愛あいを望んでしまう部分は、どうしても……」

「……そんな時代錯誤な」

　言ってから――省吾は自分の考え違いを悟った。

「そっか……こっちではまさにそういう時代なんだっけか」

「……ショウゴ様のおられた世界では……こういう考えはおかしいのですか？」

　メリニは視線を省吾に戻して尋ねてくる。

　その表情が穏やかで明るいものに戻っているのを見て――省吾は内心で安あん堵どの溜ため息をついた。陰りも気のせいであったのだろう。何にしても微妙に話題が逸それた事で湿っぽい雰囲気が紛れたのは有り難かった。

「無かった訳じゃないけども、随分昔に終わってる。俺おれにしてみればやたら旧ふるい考え方だよ、それは」

「そうなのですか」

「まあ万民平等とか男女同権とか色々有るからね」

「……よく分かりませんけれど、ショウゴ様のおられた世界はきっとこちらとは較くらべものにならない様な――平和な世界なんでしょうね」

　外国の物語を聞く童女の様に無む垢くな憧どう憬けいを込めてメリニが言う。

「そんな事も無いけどな。価値観なんて未まだ全然統一されてないし。あっちこっちでしょっちゅう戦争してるし。でもまあ……俺の住んでた国は概おおむね平和だったかな。少なくとも異世界から救世主を召喚しないといけない程に困ってはいなかったね」

　省吾がそう言うと――メリニはまたくすりと笑って言った。

「羨うらやましゅうございます」

「……かもね」

　肩を竦すくめて言う省しよう吾ご。

　その後は――わだかまる不自然な沈黙。

「――ショウゴ様」

　潤んだ紺こん碧ぺきの瞳ひとみが彼を見つめる。

　やがて恥ずかしげに一いっ旦たん視線を外すと彼女は自らの衣装に手を――

「あ――ごめん、いい、それはしなくていい」

　途方もなく残念ではあったが――省吾はそう言った。

　メリニの表情が再び曇るのを見て慌てて彼は言葉を付け加える。

「ああ別に君が嫌いとか不満とかそういうのじゃないからね念のため」

「ではどうして……？」

「隣の部屋に花か梨りんも居るしね。なんて言うか――気まずい」

　無論、これは嘘うそではないが、理由の全てでもない。

　あまりにも一方的に省吾に都合の良すぎるこの状況が、彼にはいびつに見えてしまった事や、単純にメリニの様な掛け値なしの美少女を前にして気後れしてしまったという事も在るのだが……さすがに言えない。まして実は初めてだから上う手まくやれるかどうかの自信が無いなどという理由はもっと言えない。

「それに実は俺おれ、昨日寝てないんだよ。君の提案はなんてーかすげー有り難いんだけども、まあ今日はちょっと一人でゆっくり寝たい」

「…………」

　メリニはしばし黙考する。

　その表情が何ど処こか拗すねている様に見えるのは……自意識過剰から来る錯覚だろうか。

「――分かりました」

　ややあって――優しく微笑みながらメリニは頷うなずいた。

　どうやら納得してくれたらしい。

「では私はおいとま致します。良い夢を――ショウゴ様」

　深々と一礼してメリニは寝室を出て行った。

　扉が閉じられる音と共に――ようやく省吾は全身の力を抜いた。

「異世界……か」

　省吾は呟つぶやいて窓に歩み寄り――カーテンを開いた。

　高く深い闇やみをたたえた遙はるかな夜空が、硝子ガラス窓の向こうに広がっている。

　そして空の真ん中に浮かんでいるのは――大小二つの月。

　確かに此こ処こは省吾達の居た世界ではないのだろう。

「救世主……英雄……勇者……」

　メリニ達の話を聞いて省吾は乗り気になっていた。

　世界を救う。

　それは即ち彼の憧あこがれた『英雄』になるという事だ。

　決して手が届くはずが無いと予あらかじめ諦あきらめていた夢物語が、今現実に此こ処こに在る。

　不安が無い訳ではない。だがそれにも増して、ある種の興奮と喜悦が彼の中にはゆっくりと渦を巻いていた。

『世界を救うその方法は？』

　と尋ねた省しよう吾ごに、しかしメリニ達は曖あい昧まいに首を振った。

〈イコノクラスト〉

　その名で呼ばれる何かが世界を救うための鍵かぎだという。

　だが……それは彼女等にとっては最大最後の切り札であり、最重要機密に属するものだそうだ。それ故、人員的にも制度的にも幾重もの機密漏ろう洩えい対策が施されており、たとえ救世主たる事を引き受けた相手であっても、簡単に見せる事は出来ないのだそうだ。

　面倒な話ではあるが……最終兵器を見学するのに色々な連絡と手続きとが必要なのだというメリニ達の説明は、むしろ省吾には生々しく聞こえた。それが伝説の剣であれ、指輪であれ、あるいはもっと他の何かであれ――確かに世界を救う者の武器や戦術といったものが軽々しく見せびらかされる方がおかしい。そんなものが存在する場合、人々はそれを厳重に厳重に保管するだろう。盗まれたり壊されたりすれば文字通りに全てが終わり――世界が滅んでしまうのだから。

　そういう訳で。

〈イコノクラスト〉を見せて貰もらう為の準備が整うまで――具体的には様々な手続きを終えて許可が下りるまでに要するのは約一日。こうしてその時間を過ごす為の部屋を省吾達は与えられたのである。『代行者パニツシヤー』や〈イコノクラスト〉や〈レネゲイド〉といった諸々の単語や事物に関してもその際に詳しい説明がなされるという。

　明日は忙しくなるだろう。

　メリニに言った通り昨晩は徹夜しているので、今日はさっさと寝ておいた方がいい。

　しかし――まるで明日の遠足を待つ幼児の様に、興奮で眠気を全く感じない自分が居る。

「救世主――か」

　大小二つの月を眺めながら改めてその言葉を舌の上に転がしてみる。

　それはひどく懐かしく――満まん更ざらではない味がした。



　　　



　廊下を歩いていると――声を掛けられた。

「どうしたの？　てっきり今いま頃ごろは念願叶かなって救世主様に可愛がってもらってるんだと思ったら」

　振り返ると――そこに姫ひめ巫み女この一人、ペルテア・インペラスが立っていた。

　姫巫女の中ではアフィニエに次いで小柄だが、そのきびきびした動きがひ弱さを感じさせない。長い黒髪は白い髪留めとリボンで全て後ろに流して束ねている為に、白い額とその下で輝く枯葉色の瞳ひとみがよく目立つ。

　動物にたとえるのならば、最も印象が近いのは犬だろう。

　ただし犬は犬でもただ小さく幼いだけの子犬ではなく、小柄ながらもしっかりと目標を見据えて地を駆ける小型の猟犬――それがペルテアという少女である。

「ペルテア――」

「まさか他の子が良いって言われたの？　救世主様って見る目無いね」

「そうじゃないのよ」

　苦笑してメリニは言った。

　同じ姫ひめ巫み女こといっても全員が仲が良い訳ではない。むしろそれぞれに属する氏族とのしがらみもあって――基本的に友好関係を結んではいるものの、あくまでそれは表面的な繋つながりに過ぎない。姫巫女としての立場の上では仲間だが、それ以上の感情が在る訳ではないし、むしろ救世主の寵ちよう愛あいを得る為に競うという意味では敵同士という側面も在る。

　ただ……メリニとペルテアは姫巫女としての立場を取り払っても仲の良い友人だった。

　そもそもペルテアは姫巫女の中では比較的、救世主本人には興味が無い。

　少なくともペルテアは積極的に救世主の寵愛を得ようとは考えていないらしい。その様な少女が姫巫女に選ばれているのはある意味で驚きだが、彼女の場合はどちらかといえば先祖代々受け継がれてきている体術の腕を見込まれ、救世主の護衛役としての意味合いから選ばれた可能性が強い。

　五氏族の長達の中では異常な位に実直的な思考をしているゼブロンならば有り得る話だし、その実の娘であるペルテアならばそう割り切った考えで姫巫女になっているのも特に不思議ではない。

　そもそもインペラス家は五氏族の中で唯一剣舞師から発した家系で――伝統的に武人的な発想の者が多い。剣舞師の技は元々は芸能的な側面も強く、単純に武人と言い難い面も有るのだが――逆にだからこそ、武人である事に殊こと更さらにこだわる者も居るという事だ。また奇き蹟せき師し達の家系を意識して――というのも理由の一つではあるだろう。

　ちなみに単に外見だけ見ればハーチェッタの方が遙はるかに武人らしいし、何倍も強そうだが、素手の殴り合いから短剣、長剣を使った白兵剣術、挙げ句には銃器を使った中距離戦闘に至るまで、奇蹟術の絡まない限り姫巫女の中でペルテアに勝てる者は居ない。姫巫女は救世主の護衛役としての側面も在るので、メリニやアフィニエも基本的に格闘術から銃器や擬ぎ神しん杖じようの取り扱いまで一通りは覚えているが、ペルテアのそれに較くらべれば明らかに劣る。

「私が呼ばれてないとなると、ハーチェッタかアフィニエ？」

「違うったら」

「じゃああの――なんてったっけ、救世主様が連れてたちんちくりん？　カリン、だっけ？　あれの方がいいとか？　あんなのと較べたらメリニの方が百倍美人なのにね」

「……そういう訳でもないみたいだけど」

「じゃあ不能？」

「…………」

「まあいいけどさ」

　とあっさり言うペルテア。

　姫ひめ巫み女この時の彼女とはかなりの落差が有るが、これが彼女の地だ。

　武人気質とはいえペルテアは決して愚直でも糞くそ真面目でもない。必要な時はきちんと姫巫女として振る舞えるだけの頭の回転の速さと、克己心が彼女には有る。だからこそインペラス家に属する少女達を差し置いて姫巫女として選ばれたのだろう。

　上品ではある。優美でもある。

　だが姫巫女として装われたそれらの要素の奥底に在るペルテアの野放図さがメリニは好きだった。羨うらやましくさえあった。

「でもよく分かんないわよね。メリニって」

　眼を瞬まばたかせてペルテアはメリニの顔を覗のぞき込む。

「……そう？」

「あれだけ救世主様救世主様って言ってたじゃない」

「それは……そうだけど」

「もっと積極的に迫ればいいのに。それともいざ会ってみたら好みじゃなくてがっかりしたとか？」

「そんな事は無いけれど。ペルテアはショウゴ様が嫌い？」

「そんな訳ないでしょ」

　ペルテアはあっけらかんと笑って言った。

「なんだかんだ言ったって私も姫巫女だもんね。救世主様一筋に教育されてきた訳だしね。夜よ伽とぎに呼ばれれば一生懸命お務めもしてくるけどさ。ただほら……私の場合は側にメリニが居たから」

「どういう事？」

「メリニ程は一途になれないかなあ……とか思うのよね。見せつけられちゃうっていうのかな。だからまあ程々にっていうか」

「…………」

　メリニは表情を曖あい昧まいに濁らせて黙り込む。

「でも時々私はメリニの事が分からなくなるのよね」

　ペルテアはさらりとそんな事を言ってくる。

「そうなの？」

「つきあいは長いけど、それが本当のメリニなのか分からないっていうか」

「……私はなんて答えればいいのかしら」

　苦笑して言うメリニ。

「さてね」

　ペルテアも苦笑を浮かべて肩を竦すくめると――それ以上追求する事無く、メリニをその場に置いて歩き出した。友人とはいえ必要以上にべたべたと馴なれ合わないのがペルテアという少女である。時と場合にもよるが今はペルテアのそんな性格が有り難いと思う。

　救世主。世界。〈イコノクラスト〉。そして姫ひめ巫み女こ。

　それらに絡む自分の気持ちをとことんまで突き詰めていけば、見たくないものまで見えてしまう様な気がするから。

「本当の私――」

　去っていくペルテアの背中を眺めながら、メリニはぽつりと呟つぶやいた。

「そんなの……私だって分からないわ」



　　　



　やはり眠れない。

　早く朝が来ないかと無意味に時間の流れを意識する。此こ処こではどれだけ意味があるのか分からないのだが――ベッドの上で寝返りを打つ度に省しよう吾ごは腕に巻いた時計を確認してしまう。ある映画の中で獅し子し奮ふん迅じんの活躍をする主人公が使っていたのと同じタグホイヤーの限定モデルは、この異世界においても勤勉に時を刻み続けて、今、夜中の一時十七分を指していた。

　その時――

「…………？」

　扉を叩たたく音を聞いて省吾は身を起こす。

　メリニが戻ってきたのか。あるいは他の姫巫女か。

　それとも――

「――どうぞ」

　声を掛けて待つ。鍵かぎはかけていない。

　省吾の応えに応じて、静かに――まるで誰だれかに開閉音を聞かれるのを恐れているかの様に、慎重な動きで開かれる扉。その向こうに立っていたのは花か梨りんだった。

「なんだ。未まだ起きてたのか？」

　ベッドの上に身を起こしながら言う省吾。

「それはこっちの台詞せりふよ」

　花梨はそう言って扉を閉めると……そこに背中を預けながら睨にらむ様な視線を省吾に向けてきた。

「……どうした？」

　ベッドから降りて花梨の側に行く省吾。

　花梨は近付いてくる省吾を見据えながら静かに言った。

「省君。省君が英雄物語とかが好きなのは分かってるつもりだし、その事自体は別に悪い事じゃないと思う」

「なんだよ？　いきなり」

　花か梨りんとの間に数歩分の距離を置いて立ち止まる省しよう吾ご。

　いきなり夜中にやってきて、しかも唐突な物言いで、この生意気な従姉妹いとこは省吾に何の話をしようというのだろうか。まさかただ一人で眠るのが心細いという訳でもあるまい。

「いいから聞いて」

　花梨は苛いら立だたしげな口調で言った。

「でも省君。物語は物語なんだよ？　それは現実じゃないから成立するの」

「……だから何言ってんのか分かんねーって」

「現実に英雄物語の主人公の様な事は出来ないって――分かってる？」

「…………」

　省吾は眉まゆをひそめて黙り込む。

「理解してる？　具体的に何をやらされるのかは未まだ分からないけど、要するに省君は体の良い傭よう兵へいの役を押し付けられようとしてるんだよ？　救世主様救世主様っておだてておけば調子に乗って自分達の為に闘ってくれるとても都合の良い兵隊なんだよ？」

「……嫌な言い方だな」

　顔をしかめて言う省吾。

「おまえがまあ俺おれの趣味を嫌ってたのは分かるけど。自分の好き嫌いで物事の善し悪しまで決めちゃうのは、かなり嫌な感じだぞ」

「……やっぱり分かってない」

　溜ため息をついて花梨は言った。

「好きとか嫌いとかじゃないの。私は別に省君の趣味が良いとも悪いとも思ってないの。そう言ったでしょう？　馬ば鹿かにしてたのは確かに私が悪かったかもしれないけれども。

　大体――省君こそ自分の趣味嗜し好こうで『救世主』なんて役を引き受けるつもりでしょ？」

「…………」

　それはその通りだ。

　しかし――

「――悪いか？」

「だから良い悪いじゃないの。これは物語じゃないのよ？　メリニ達の言葉が正しければ現実に存在して一つのシステムとして動いている世界なのよ。その意味では私達の住んでいた世界と何ら変わりないの。むしろ世界の在り方が余計にはっきりしている分、がちがちに硬いのよ？」

「それがどうしたよ？」

「そんな世界に英雄が存在出来ると思う？」

「…………」

　意外だった。

　英雄の不在。社会の隙すき間ま。

　まさか省しよう吾ごの考えていた事を花か梨りんも考えていたとは。無論、頭の良い花梨の事だから、彼の考えを見透かす位の事は簡単かもしれない。『だから省君は身体の大きな子供なのよ』としたり顔で言う為にちょっと考えてみただけの事かもしれない。

　だが――

「上う手まく言えないけど――絶対に何か歪ゆがみが出るよ。省君の思ってる様な英雄物語にはならない。何ど処こかで何かがいびつに狂う。英雄は自発的に『なる』んじゃないの。必要が在って造られるものなの。それは私達の世界を見ていれば分かるでしょう？

　たった一人の活躍で世界なんて変わらない。変わったように見えたってそれは仕組まれたものでしかない。それはきっとこちらも同じ。省君はその象徴役アイコンとして担ぎ出されるだけなのよ？

　それを望んでいるのならば仕方が無いけれど。省君がなりたかったヒーローってそういうものじゃないでしょう？」

「……ああもう。うるさい」

　省吾は物憂げに言った。

「俺おれは頭悪いんだから難しい事ばっか言われても分かんねーってば。確かに俺もよく考えないで引き受けるつもりだったかもしれないけどな、おまえだって細かい事情なんか未まだ知らない訳だろ？」

「それはそうだけど」

「詳しい事は明日だっていうし。その『代行者パニツシヤー』とか――それを倒すための〈イコノクラスト〉って奴を見てから考えたっていいんだ。大体、メリニ達の言葉が本当なら、俺やおまえの一存だけで投げ出して良いこっちゃないだろ？　世界の命運だぞ？」

「だから――」

「あーもう。いい加減、眠いんだよ。昨日は寝てないし今日は色々あったし。話なら明日にしてくれ」

　花梨から離れてベッドに身を投げ出す省吾。

　彼の従姉妹いとこはしばし不機嫌そうな表情で彼を見つめていたが――

「省兄――」

　その呼び方は久しぶりだ。

　未まだ――花梨が省吾の服の肘ひじの辺りをいつも掴つかんでいた頃ころ、彼女は省吾の事をそう呼んでいた。中学に入った辺りから――恐らくは思春期の辺りから呼称は今の『省君』となり、同時に可愛い従姉妹は省吾を小馬ば鹿かにする生意気ぶりを発揮してきた。

　しかし――

「花梨？」

　思わず身を起こして花梨を見やる省吾。

　花か梨りんは――まるで数年前に戻ったかの様にしおらしい表情で省しよう吾ごを見つめている。

「これだけは覚えておいて。何が在っても私は省兄の味方だから。誰だれが省兄を裏切っても、騙だましても――私だけは絶対に省兄の味方だから。それだけは忘れないで」

「花梨――」

「それだけ。おやすみ」

　言って――花梨は寝室を出て行った。

　入ってきた時と異なり、ぱたんと乾いた音を立てて扉が閉じられる。

「まったく……」

　溜ため息をついてベッドの上で寝返りを打った。

　分かっている。

　花梨が省吾の事を裏切らないのは省吾がよく知っている。恐らく世界中の人間に省吾を裏切る順番を付けていけば――多分、一番最後かそれに近い数の処ところに花梨は居る筈はずだ。その事を知っているから、あれだけ罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げ合おうが、省吾と花梨は一緒に居る事が出来るのだ。

　また――

　花梨が言う事は一面の真実だ。その事も省吾は分かっている。

　たった一人の力で世界は動かせない。動かしたとすればそれは実の所、そう見せられているだけで、実際にはその英雄は旗はた頭がしらとして使われているに過ぎない。

　分かっているのだ。

　だからこそ省吾はあの世界では――彼や花梨が元々所属していた世界ではフィクションを眺めるだけで満足していた。そんなものは有り得ないと思い込む事で自分の中の英雄への憧どう憬けいを突き放して見ていた。

　だが……この世界なら。

　省吾はそう思う。思ってしまう。

　それの何が悪い？

「…………」

　寝返りを何度も打ちながら――省吾は朝を待った。








第三章　虐殺風景





　目覚めてみればいつもと変わらない現実が待っているのではないか。

　そんな期待とも不安ともつかない感覚が眠りに落ちる直前の省しよう吾ごには在った。

　自分の部屋で益体も無い妄想を抱きながら眠っているだけなのではないか。今しも足音も高く花か梨りんが省吾を叩たたき起こそうと階段を上がってくるのではないか。全ては英雄物語に憧あこがれる自分が無意識に作り出した夢だったのではないのか。

　異世界も。魔法も。そして――メリニも。

　そんな考えが脳裏を過ぎる。

　だから――瞼まぶたを開くのには若干の躊躇ためらいが在った。ぼんやりと薄目を開けて部屋の明るさを認識した時、わずかな間ではあるが、省吾はこのまま眠り続けたい誘惑に駆られた。眠り続けていれば望んだ夢をいつまでも見ていられる様な気がした。

　しかし――

「おはようございます」

　扉の向こうから呼び掛ける声。

　それがメリニのものであると認識した瞬間に省吾は瞼を開いていた。

　身を起こして室内を見回す。

「…………」

　思わず出た溜ため息は――さて失望のそれか安あん堵どのそれか。

　室内の情景は彼の慣れ親しんだ六畳の部屋ではなく、やたらと広く異国情緒に溢あふれた寝室のそれだった。

　パソコンもオーディオも無い。あのポスターも無い。漫画や小説の詰まった本棚も無ければ、その棚の一つに並べてあった炭酸飲料のボトルキャップ・フィギア――某大作映画のシリーズである――も無い。

　変わりに在るのは何ど処こかアンティークな印象の椅い子すや箪たん笥す、文机である。無論、プラスチックやステンレス製の品など一つも無い。部屋の中に在る多くのものは木製で、壁に貼はられているのもビニール製の壁紙ではなく織物である。扉の取っ手は金属だが……材質は恐らく銅や真しん鍮ちゆうの類たぐいだろう。

　木や布や金属の――化学処理を経ていないそれらそのものが本来的に醸かもし出す微かすかな匂においが独特の暖かい空気を作り出している。

「ショウゴ様……？」

「ああはいはい、起きてるよ」

　声を上げる省吾。

「失礼します」

　扉を開いてメリニが入ってくる。

　彼女は昨日と同じ仕立ての――しかし細部の色合いが微妙に異なる衣装を着ていた。

「お召し替えを」

　彼女が言って示して見せたのは一着の衣装である。

　やや飾り布だの何だのが少なくて簡素な形状なのは男物であるからだろうが、端々に刺し繍しゅうされた模様や布そのものの色遣いから、メリニ達が着ているものと同系統の服だという事は分かる。

　しかし……

「それに……着替えるのか？」

「はい」

　至極当然といった様子で頷うなずくメリニを前にして、省しよう吾ごは短く呻うめいた。

　今更――と言われそうだが何となく恥ずかしい。着慣れない衣装に袖そでを通すのは結構勇気が要るものだ。それが初めて見る類たぐいのものとなると尚なお更さらである。

　無論、目の前のメリニも同じ系統のデザインの衣装を着てはいるが……金髪碧へき眼がんで何ど処こか西洋人を想わせる目鼻立ちのメリニと、純然たる日本人の省吾とでは明らかに着て似合うものが異なる。

「……失礼します」

　省吾が躊躇ためらっているのをどう判断したのか、メリニは持参した省吾の衣装を手近な椅い子すの背に掛けてから省吾に歩み寄った。拒む間も許さずごく自然に伸ばされた手が省吾のシャツの襟元にかかり、そこのボタンを外す――

「ちょっ――ちょっと待った」

　思わず身を引いてメリニの手から逃れながら省吾は言った。

「……何か？」

「自分で着替えられる、着替えられるから……」

「……分かりました」

　微かすかにだが残念そうな表情を示してメリニは一礼する。

　そこへ――

「手伝って貰もらった方がいいよ」

　部屋の入り口からそんな台詞せりふが投げ掛けられた。

　振り返ると――そこには。

「花か梨りん!?」

「……郷に入っては郷に従え」

　言って肩を竦すくめてみせる花梨は既にメリニ達と同様の衣装に着替えていた。

　ただしメリニ達のそれとはやはり細かい部分で幾つもの差が在る。恐らくメリニ達が来ているのは彼女等専用の衣装なのだろう。姫ひめ巫み女こという位だから彼女等の立場と地位を示す様な衣装が用意されているのも不思議は無い。

　小柄で整った顔立ちの花梨には意外とその衣装は似合っていた。

　というよりも――いつもより遙はるかに可愛らしく見える。

「おお。まるで花か梨りんじゃないみたいだ」

「どういう意味よ」

　言って睨にらんでくる花梨。

「馬子にも衣装という意味だが」

「ほっといて。それより省君――一人で着ない方がいいよ」

「……そうなのか？」

　てっきり花梨の性格からするとメリニが省しよう吾ごの着替えを手伝うのは猛反対するかと想っていたのだが。これでなかなか花梨はモラリストというか風紀委員的というか――とにかく男女の距離感や関わり方については一家言持っていて口うるさい。その割には平気で省吾の部屋の中に入ってきて寝ている彼から布団を引っぺがしたりもするが、これは単に省吾を異性として見ていないからだろう。

「こういうのは帯とか飾り紐ひもとかの結び方が独特だったりするし、下手に適当な結び方や留め方をすると面倒の元よ。紐の結び方やその向きにも一つ一つ意味があったりするから。恥かきたくないでしょ？」

　そう言う花梨の背後にはよく見ると姫ひめ巫み女この一人――ペルテアの姿が在った。恐らくは彼女に着付けを手伝って貰もらったのだろう。

　確かに花梨の言う通り……省吾一人では何とか衣装を着る事は出来ても、細かな装い上の注意点までは分からない。例えば和服で女性が左前に服を着たりすると失笑ものだが、それと同じ様な間違いをしないとも限らない。

「……しかしだな」

　女性の場合は、着物の着付け等で他人の手を借りる事も多い様だし、あまり抵抗が無いのかもしれないが――省吾に言わせると、男が、幼児でもないのに他人に着替えを手伝って貰うという図はどうにも恥ずかしい。それが異性となると尚なお更さらだ。

「大丈夫よ」

　花梨は――メリニの方を見て逡しゆん巡じゆんする省吾に、少し冷ややかな口調で言った。

「省君がトチ狂って下着まで脱がなければね」

「……やかましい」

　顔をしかめて言う省吾。

　そういえば朝なので――何というか必要も無いのに無意味に元気な箇所が在ったりする。ズボンを脱いだりするとそれがはっきり見えてしまう訳で――

「ショウゴ様？」

　不思議そうにメリニが省吾の顔を見つめ――そして何か得心した表情で頷うなずいた。

「お気になさらず。私は気にしませんので――」

「……気にしてください」

　微笑むメリニに――呻うめく様に省吾は言った。



　　　



　朝食は……パンと牛乳と目玉焼きにサラダという内容だった。

　異世界だから何か見た事も無い料理でも出てくるのかと想ったが――むしろ意表を突かれた感じである。もっとも、サラダは考えつくまでもなかろうし、この世界に小麦が存在し、牛だの鶏だの豚だのが居るのなら、牛乳を搾しぼったりする事や、パンや目玉焼きを作る方法を思い付くのもそう難しい事ではあるまい。

　そんな中でも、さすがに蜂はち蜜みつらしき液体に浸した目玉焼きというのはかなり違和感が在り『この辺は異世界だな』と思ったりしたのだが――花か梨りんに言わせるとカナダ辺りには生卵をメープル・シロップの上に割って、目玉焼き状に固まった処ところを食べるという料理が在るらしい。

　改めて考えれば――意思疎通の出来る人間が暮らしている以上、同じ様な発想から文化を組み立てていく可能性は高い。平行進化論という奴だ。

　そもそも異様に見える部分も結局はそれぞれの環境の違いから来るものだ。日本生まれで日本育ちの省しよう吾ごからすれば、未知の環境で育った未知の文化という点ではこの世界も、カナダも、アフリカも、パプアニューギニアも大差無い。たまたまそういった外国については省吾が予備知識を持っているから異様に思わないだけで、行った事も無ければ名前を聞いた事も無い異国には違いない。そこにはそこの事情に合わせた文化が在る筈はずで、ひょっとしたら実際に行ってみればこの異世界よりも遙はるかに戸惑ってしまうかもしれないのだ。

　その意味においては……メリニ達のこの世界もちょっと風変わりな『外国』の一種に過ぎないとも言える。

　それはさておき。

　簡単な朝食を採った後――省吾は、花梨と共にとある部屋に通された。

　屋敷の中の部屋ではない。中庭に在る小さな石碑の裏側に設けられた階段を使って地下に降り、更に二台の昇降機エレベータを使って例の地下施設――『聖せい廟びよう』の中に降りる。ただし今回省吾達が連れられたのは縦穴の底部ではなく、その側面に岩をくりぬいて設けられている部屋らしかった。

　広い――その役割に比すれば無意味な程に広い部屋。

　テニスコート一面分は在るというのに、その部屋にはろくにものが置かれていない。ただ真ん中に直径五メートル程の円卓が置かれているだけで、他には家具らしい家具も無ければ窓すらも無い殺風景な景観。その意味の無さはいっそ威圧的ですらあり――まるでその部屋の持ち主の権勢を示す為だけにその広さがあるかの様だった。

　円卓には五人の男達が座っている。

　老若の区別は在るが、それがかなりの地位を持っている人間だというのは省吾にも分かった。いずれもが悠然と大きな肘ひじ掛かけ椅い子すに座っており、それが何というか――ごく自然に見えた。王が玉座に座るのが当然であるかの如ごとく、彼等は彼等として当然といった風情でこの広い部屋の真ん中にぽつんと置かれた円卓を囲んでいるのである。その振る舞いを傲ごう慢まんとは呼ぶまい。王たる者達には尊大に振る舞う義務も在る。

「……ええと」

　省しよう吾ごが躊躇ためらっていると、メリニが彼に円卓の側に置かれた椅い子すを勧める。

　同時にペルテアが花か梨りんには省吾から離れた場所に――部屋の隅に近い椅子を勧めているのが視界の端で見えた。

「――…………」

　省吾から見て右端の位置に座る神経質そうな顔立ちの男が何事か言う。

　無論、省吾にはその言葉が分からない。だがすぐに姫ひめ巫み女この一人――セネカがその言葉を訳して教えてくれた。

「『ようこそ救世主殿。私達は五氏族最高会議です。この五人は貴方をお招きした〈レネゲイド〉の五氏族をそれぞれ束ねる長です』」

「……どうも」

　どう応じて良いのか分からず――とりあえず頭を下げる省吾。

　だがそれに応じて五人の男達が一斉に頭を下げた事に彼は驚いた。それは即ちこの五人の男達が省吾を単なる子供として見ていないという事である。

「――…………」















「『自己紹介をさせていただきます』」

　左端の男――背は高くないが、胸板は分厚く肩幅も広い人物の言葉を今度はペルテアが通訳する。どうやら五人の姫ひめ巫み女こはそれぞれの長の通訳係であるらしい。

「『貴方から見て左より、ゼブロン・インペラス、ネロ・オトルチ、バルド・コードラン、タイロイド・マブロ、パルマス・ルースポリテ』」

「……ん？」

　一気に言われても覚えられない省しよう吾ごだが――何やら聞き覚えの在る単語が頻出する。

「ひょっとして――」

「全員姫巫女の身元後見人です。養父であったり実の兄であったりと関係はそれぞれ異なりますが」

　メリニが言う。

　彼女は続けてバルドの言葉を通訳する。

「『私達は〈レネゲイド〉の代表として貴方と話をします。私達の言葉は〈レネゲイド〉の総意であると考えてください』」

「はい」

　省吾は神妙に頷うなずいた。

　その時――

「――質問をしてもよろしいですか？」

　花か梨りんが部屋の隅から声を投げた。

　省吾も含め――部屋に居る者達全員の視線が一斉に集中する。さすがの彼女もこれには少しひるんだ様な表情を見せたが、口をつぐむ事も顔を伏せる事も無く彼女は言葉を繰り返した。

「質問。よろしいですか？」

「――……」

　メリニが花梨の言葉を翻訳する。

　五氏族の長達は一瞬顔を見合わせたが――

「『その前にこちらからも幾つか貴女にお伺いしたいのですが、よろしいですか？』」

　姫巫女アフィニエがそう通訳する。

　左から二人目の、一人だけやけに若い長――ネロが微笑して花梨を見つめていた。

「はい。なんでしょう？」

「『貴女は救世主ショウゴ・カシバ殿とはどのような関係なのでしょう？』」

「親族です。省吾の従姉妹いとこにあたります」

　花梨は言った。

「『貴女の意見はショウゴ・カシバ殿の意志決定に影響を及ぼしますか？』」

「及ぼすとも及ぼさないとも言えません。最終的に決めるのは省吾の意志です。私は意見を言う事は在りますが、それは聞き入れてもらえる場合ともらえない場合があります」

「『なるほど。ありがとうございました。では貴女の質問にお答えしましょう』」

「ありがとうございます。では質問を。そもそも〈レネゲイド〉とは何なのですか？」

「…………」

　ネロが他の四人に確認を取る様に円卓を見回す。

　だが誰だれも否定の意志らしき動きを示さない。ネロは小さく頷うなずいて花か梨りんに向き直った。

「『いいでしょう。お話し致します』」

　一瞬眼を閉じて黙考し――そしてネロは語り始めた。



　　　



　秘密結社〈レネゲイド〉。

　それは神の定めた摂理に反しようとする者達の集まりだった。

　邪神の呪のろいによって世界は苦界となった。

　具体的には――定期的に順次発動する『神罰代行者』の脅威。それが人々を苛さいなみ続けていた。繁栄の時代は遙はるかな過去に喪うしなわれ、人々は決して振り払う事の出来ぬ災厄によって蹂じゆう躙りんされ続けていた。

　次第に創世の五神を敬う気持ちは廃すたれ、人々はただ滅んだ邪神に祈るだけの日々を――その怒りを何とか免れようとする為だけに祈りを捧ささげる様になった。人々にとって神とは慈愛と寛容の存在ではなく、脅威の同義語となった。人々は神の名を唱える際、ただ伏して畏おそれ、その憎悪と憤怒が自らの上を通り過ぎるのを待つだけだった。むしろ彼等は恥知らずにも自分達に苦況を与えた元凶として創世神達を呪う事さえした。

　だが。

　人間達の中に――創世五柱神の遺志を継ぐ者達が居た。

　世間一般に流布する間違った『神』とそれを崇あがめる『宗教』。

　それに真っ向から反する者。

　つまりはそれが〈背教せし者〉――即ち〈レネゲイド〉である。

　彼等は秘密結社として人類社会の陰に潜みながら、世界に掛けられた邪神の呪いを解く為の方法、つまりは『神罰代行者』を倒す為の方法を必死に模索していた。そして彼等は遂に一つの兵器を造り上げる。

　それは人類史上最強の兵器だった。

　神の奇き蹟せきを人の身によって自由自在に制御する為の超巨大擬ぎ神しん杖じよう。

　理論上『代行者パニツシヤー』と真正面から闘ってそれを倒し得るだけの奇蹟の力を内包するもの。

　それが――



　　　



「――〈イコノクラスト〉」

　アフィニエが何ど処こか舌足らずな声で言った。

　その名にどれだけの意味が在るのか――円卓についていた五氏族の長達の表情が動く。

「それは何なんですか？」

　省しよう吾ごが尋ねるが……答えは返ってこない。

　正体不明の重苦しい沈黙が五氏族の長達と省吾の間にわだかまる。

「『その前に聞いておきたいのですが』」

　メリニがバルドの台詞せりふを翻訳する。

「『〈イコノクラスト〉は救世主の武器として造られましたが、それは同時に私達にとっては最終兵器であり最高機密です。おいそれと部外者に見せる訳にはいきません。ですから先に確認を取りたいのです』」

　バルドは睨にらみ据える様な視線を省吾に向けてくる。

「『ショウゴ・カシバ殿。貴方は救世主として我々の為に闘ってくださいますか？』」

「待って」

　声を上げたのは花か梨りんだった。

「無茶苦茶です。どんな相手とどんな武器でどういう闘わせ方をするかも教えないで、誓約を取ろうとするのは卑ひ怯きようだと思います」

「花梨……！」

　挑発とも取れる様な彼女の台詞に思わず振り返る省吾。

「ついでに言えば」

　花梨はちらりと省吾を一いち瞥べつしてから更に言葉を続けた。

「省吾は貴方達に協力して救世主役をやる事で得るものがありません。完全な無料奉仕です。これでは取引など成り立たないでしょう。また省吾も私も元々は他の世界の人間で、貴方達の都合でこちらに連れてこられた訳ですが――もし協力するとしても、全てが終わった後、私達は元の世界に戻れるのですか？」

「…………」

　はっとして省吾はバルド達を振り返った。

　元の世界に帰る。

　無論、その事を考えていなかった訳ではない。だが楽観視していたのは事実だった。異世界に主人公が召喚されて救世主となる。それはフィクションではよくあるモチーフの一つである。大抵の場合にそれは帰る手段が在って、主人公は最後に自分の居た世界に帰る事で大団円となる。間抜けな話だが――そういうパターンを見慣れていた為に、省吾は何となく『帰れる』と思い込んでいたのだ。

　しかし――

『物語は物語なんだよ？　それは現実じゃないから成立するの』

　昨晩の花梨の言葉が脳裏を過ぎる。

　そう。これは現実だ。

　ならば――

「『ではお聞きしましょう』」

　アフィニエがネロの言葉を通訳する。

「『世界を救うに見合う報酬とはそもそもどのようなものでしょうか？』」

「…………」

　花か梨りんが一瞬言葉に詰まる。

　しかし彼女はすぐに口を開いた。

「世界を救う報酬を求めている訳ではありません。省しよう吾ごの身を危険にさらす事に対して貴方達は引き合うだけの報酬を用意できるのかと聞いているんです」

「『それに関しては私達の決める事ではないでしょう。巨万の富を用意しても納得して頂けなければ無意味です。ですが、我々は今の我々に出来得る限りの報酬をお約束致します』」

「…………」

「『貴女達が元の世界に帰る為の方法ですが、これは在ります。ただ時間的な問題が在って今日明日に用意出来るというものでもありません。お察しでしょうが、召喚儀式ですら相当な準備期間と費用を掛けたのです。逆をする場合にもそれだけの手間暇が掛かります。具体的には最低でも一年』」

「つまりそれまで私達は帰れないのですか？」

「『そういう事になります。更に言えば我々の敵『代行者パニツシヤー』が災害を起こす規模と間隔はどんどん短くなってきています。この一年の間にその脅威が我々や貴方達に及ばないという保証は何ど処こにも無い』」

「…………」

　省吾はただ呆ぼう然ぜんと花梨とネロのやりとりを眺めている。

　花梨は大の大人を――それも組織の頂点に立つという大人五人を相手に交渉をしているのだ。ただ頭が良いだけで出来る事ではない。相当な精神力が――もっと砕いて言えば度胸が必要だろう。

「カリン・テシガワラ」

　バルドが割り込む様にして声を上げる。

「『貴女の言い分は分かりました。もっともな話です。しかし私達も追い詰められていますし現状としてはネロ・オトルチの語る通りです。少なくとも生き延びて元の世界に帰る為にも私達に協力すると考えてはもらえませんか』」

「ならば誠意を見せてください」

　花梨は言った。

「知り得る限りの事実を包み隠さず私達の前に並べてください。その〈イコノクラスト〉や『代行者』に関する知識も全て。さもなくばこれは協力関係にはなりません。脅迫によるただの強制です」

「『なるほど』」

　バルドは頷うなずいて――そして視線を省しよう吾ごに戻した。

「『ショウゴ・カシバ殿。貴方も従姉妹いとこと同じ意見ですか？』」

「…………」

　しばし考え――省吾は頷いた。

「はい。花か梨りんと同じ意見です」

　彼自身は既にやる気になってはいるのだが……確かに花梨の要求する内容は知っておいて損は無い。彼は英雄になりたいのであって、何も知らずに他人の掌てのひらの上で踊る道化になりたい訳ではない。

「『よろしい。では仕方ありません』」

　言ってバルドは二言三言他の長達と言葉を交わす。

　そして――

「『〈イコノクラスト〉をお見せしましょう』」

　言ってバルドは立ち上がった。

　同時にネロが何事かアフィニエに告げる。頷いてアフィニエは部屋を出て行った。

「『御覧ください。これが我々〈レネゲイド〉の誇る最大最強の奇き蹟せき兵器――巨大擬神機〈イコノクラスト〉です』」

「――え？」

　バルドの――それを通訳するメリニの声に思わず眼を瞬まばたかせて周囲を見回す省吾。

　彼から見て右側の壁が、重量物の擦れ合う低い音を立てながら左右に開き始めたのは次の瞬間だった。

「……!!」

　風が吹く。

　恐らくは開かれた壁の向こうとこちらとで若干の気圧差が在ったのだろう。

「どうぞ」

　メリニに促されるままに省吾はその開かれた壁の際へと歩み寄る。

　そこは奥行き一メートル程のテラスになっていた。

　石造りの柵さくの向こう側に見えるのはあの『聖せい廟びよう』中心部の全景――即ちあの巨大な縦穴内部の光景であった。

　テラスに出ればそこから底部全体を見下ろす事が出来る。

　等間隔にそびえ立つ白い塔。白い湯気を漏らしながらあちこちで稼働する蒸気機関。それらの機械の間を動き回る何十人という人間達。

　そして――

「…………あれは」

　眉まゆをひそめて呟つぶやく省吾。

　異様なものが彼の視界の真ん中に在る。

　まず彼が連想したのは殺人現場等に引かれる白線だ。死体が倒れていた様子を大まかに記録する為のあの、極限まで抽象化された人体の形。

　だが明らかに違うのはその規模である。

　恐らく――全長は三十メートルはあるだろう。規模から言えば較くらべものにはならないが、冷静に観察すれば、むしろそれはナスカ平原等に在る地上絵の方が雰囲気が近い。明らかに人体を模していながらそれは人体ではなかった。人体と呼ぶにはそれは異質に過ぎる。

　そして。

　よく見ればその地上絵を分割する様にして、五本の軌条レールが敷かれているのも見える。あの軌条には見覚えが在った。省しよう吾ご達が召喚された際に足下に在ったものだ。白い線は近過ぎて底部に立っている時は見えなかったのだろう。

「御覧ください」

　メリニが言う。

「今は未まだ完全な形でお見せする事は出来ませんが」

　彼女の言葉と同時に――『聖せい廟びよう』に轟ごう音おんが響き渡った。

「省君……！」

　花か梨りんが縦穴底部を指差す。

　言われるまでもなく彼も彼女と同じものを見ていた。

「…………！」

　轟音と共に軌条の上を滑ってくるものが在った。

　巨大な鋼鉄の箱が――五つ。

　それは縦穴底部の外縁部に立つ五つの塔から滑り出して来ていた。

　異様な――遠近感を狂わせるかの様な光景である。

　それぞれが十数階建てのビル程もある大きさの直方体――巨大な縦長のコンテナ五基が、動いているのだ。圧倒的な質量を持つそれらは、ゆっくりと低い地鳴りの様な轟音と共に、縦穴底部に描かれたいびつな人体画の処ところへと集まっていく。よく見ればそのコンテナには後部に煙を吐く蒸気機関らしき装置が付いていた。恐らくあれがコンテナ本体を押しているのだろう。

　巨大な人型を描く線。

　その側に集まるビルの如ごときコンテナ五つ。

「……まさか」

　ようやくここで省吾は〈イコノクラスト〉の正体に思い至った。

　しかし――

「そんな馬ば鹿かな。まさか本当に――」

　彼の言葉にまるで反応するかの様に金属の軋きしみが響き渡る。

　一斉に――コンテナの側面が開き始めた。

　鎖や歯車の擦れ合う耳障りな音と、蒸気機関の断続的な駆動音を伴って、巨大な棺かん桶おけを閉ざしていた鋼鉄の蓋ふたが開いていく。

　そこには……

「……あれは」

「やっぱり」

　省しよう吾ごと花か梨りんは内容こそ違えど呻うめく様な声を漏らした。

　それは――

「ロボット？」

　そう。それは巨大なロボットであった。

　正確に言えばその部品が――五つ。

　首と、そして残った胴体を十字線で四分割した部分と。それらがまるで昆虫標本の様にピンで――いや、相対的に見ているからそれがピンに見えているだけで、実際にはそれらは直径一メートル近い円柱であろう――貫かれ、箱の内側に縫い付けられている。

　他にも保持用と思しき鋼鉄のフレームが何本もその『部品』に絡み付いており、箱の内側にそれを固定している。執しつ拗ような程に頑強な構造のそれは……内包するものを守るというよりも、むしろ――内側に在るものを出さない為の様にさえ見えた。

「巨大……ロボット……」

「そちらの言葉ではそう言う様ですね」

呆ぼう然ぜんとした省吾の言葉にメリニは頷うなずいた。















「あれこそは救世主の武器。我が〈レネゲイド〉の造り上げた最強にして最大の擬ぎ神しん杖じよう。その名を――〈イコノクラスト〉」

　まるで託宣を告げる巫み女この如ごとく、淡々とした口調の中にもある種の興奮を滲にじませてメリニは言った。

「動力は？　まさか蒸気機関であんな巨大なものを動かすの？」

「いえ」

　花か梨りんの問いにメリニは首を振った。

「先程も申しました通り――あれは人型をしていますが巨大な擬神杖です」

「擬神杖って――あの奇き蹟せき術とかいうのを見せる時に使ってたやつか？」

「はい。あれは奇蹟によって制御され奇蹟によって駆動される擬神機です」

　メリニは平然とそう言った。

「でもあれって――まだ未完成なんじゃないの？」

　更に花梨が尋ねる。

「いえ。現在も調整作業は続いておりますが、機体としては既に完成しています。わざわざ部品単位に分割してあるのは、安全性を考慮しての事です」

「安全性？」

「擬神杖は聖句と組み合わされ人間に使われる事で奇蹟を生みます。その効果は昨日御覧になっていただいた通りですが――この〈イコノクラスト〉は昨日の擬神杖に較くらべると最大聖光放出量でおよそ八億倍に達します」

「八億……倍？」

　途方もない数字である。

　花梨程の博識ではないが、省しよう吾ごもＳＦやファンタジー小説の類たぐいは読み漁あさっているので昨日ハーチェッタの見せた魔法がどれほどのものなのか――物質を瞬時に凍結させるという行為がどれだけ至難の業かは分かる。

　基本的に物質を加熱するよりも冷却する方が遙はるかに難しい。しかも瞬間的となると尚なお更さらだ。液体窒素等をかければ大抵のものは確かに瞬間凍結出来るが、その液体窒素を作り出すにはそれなりの手間と時間と設備が必要となる。

　それを呪じゆ文もん――聖句の詠唱と擬神杖だけでハーチェッタは実現して見せた。

　単純比較する事にどれだけの意味があるのかは分からないが、その八億倍――どの様な事が可能になるのか省吾には想像もつかない。

「細かい理論は省きますが……擬神杖は聖体と呼ばれる物質を中枢として作られます。この聖体は奇蹟術には不可欠なものですが、あまり一カ所に集めすぎると暴走を始める事が在ります。放射される聖光をきちんと聖句で奇蹟術に誘導して消費していれば良いのですが、それが消費されないままとなると聖光飽和現象を引き起こし、奇蹟臨界量を突破、大量の奇蹟が無制御の状態で発生――その相互干渉の為に聖句はおろか能動制御奇蹟も受け付けなくなります」

「……ええと？」

　後半は既に省しよう吾ごには理解不能だ。

「核物質の様なものなのかしらね」

　と呟つぶやく花か梨りん。

「要するに――〈イコノクラスト〉が稼働している間はその稼働そのものに聖光が消費されるので問題在りませんが、一いっ旦たん稼働を終えると聖体を分割保存しなければ暴走が始まる可能性が高いのです」

「何だか聞いているだけで扱いの面倒そうな代物だけど、省君に扱えるの？」

「細かい調整作業は私達が行います。ショウゴ様には何も難しい作業は在りません。一旦起動すれば類比共鳴回路がショウゴ様の五感と〈イコノクラスト〉を接続します。ショウゴ様はご自分があの〈イコノクラスト〉そのものになったと感じられるでしょう。

　つまり……ショウゴ様にはあの巨大擬神機の脳となって鋼鉄の肉体を駆り、邪神の遺のこした呪じゆ詛その中枢――即ち『代行者パニツシヤー』を倒して頂きたいのです」

「…………すげえ」

　省吾は呟いた。

　合体式巨大ロボット。

　子供向けフィクションでは既に手て垢あかのついた代物である。

　ある時は怪獣を。ある時は災害を。またある時は同じロボットを。

　様々なものを敵に回して闘う驚異の――そして夢のスーパー兵器。

　だが現実には人型兵器など戦場では何の役にも立たない。人型とは究極的な汎はん用よう機械として注目を浴びているのは確かだが、『汎用機』が通用する程、戦場とは甘いものではない。現代戦においては兵器は益ます々ます特化の方向に進んでおり、小は銃弾から大は艦船までそれぞれの機能に特化したものが造られて活躍している。何ど処こまで行っても汎用機は専用機にかなわない。そして兵器という費用効果を無視し得る様な領域において汎用機の出番は殆ほとんど有り得ない。

　だからこそ戦闘用巨大ロボットなどという代物は現実には存在しない。更に言えば合体式など噴飯ものだ。技術的限界はさておき、そんなものを一体造るのなら、戦車なり戦闘機なり、それぞれ専用機を造った方が安上がりな上に運用面でも多様性が持てる。

　巨大ロボットとは何処まで行っても空想上の産物でしかないのだ。

　だが――

「……すげえ」

　省吾はただ呆ぼう然ぜんと呟いた。

　その有り得ない筈はずの兵器が現実に自分の目の前に在る。

　まだ右腕（及びそれに付随する胸部右側）、左腕（及びそれに付随する胸部左側）、右脚（及びそれに付随する腹部右側）、左脚、そして首と五つのパーツに分割された状態だが、確かにそれは彼が幼い頃ころにテレビや漫画で見た――そして憧あこがれた『巨大ロボット』の基本的な要件を満たしていた。満たしながら確かな実感を伴ってそこに在るのだ。手で触った訳ではない。何か駆動する音を聞いた訳でもない。だが圧倒的質量の鋼がそこに在る事によって醸し出される存在感――空気の中に漂う匂においの様なものが何よりも生々しい感覚となって省しよう吾ごの意識を揺さぶっていた。

「これを俺おれが動かすのか？」

「はい」

　メリニは頷うなずく。

「マジで？　マジで俺がこれを？」

「……？」

　さすがにこういう俗語は分からないのか、メリニが首を傾かしげる。

「本当の話だよな？　からかってるとかじゃなくて」

「冗談でこの様なものは用意致しません」

　メリニははっきりとそう言った。

　そして省吾は――

「……すげえ。すげえ……！」

　ただただ興奮していた。

　巨大な戦闘ロボット。

　それを自分が動かす。動かしてこの世界を救う。

　男の子ならば誰だれもが夢想し――そして馬ば鹿か馬鹿しいと一笑に付する事で諦あきらめてきた状況が省吾の前に現実となって存在している。

　不安は在る。本当にその『代行者パニツシヤー』とやらに勝てるのか。この世界を救えるのか。そしてちゃんと元の世界に帰れるのか。分からない事も多い。

　しかし……

　眼下に存在する〈イコノクラスト〉はそれを一時とはいえ忘れさせるに充分な衝撃を省吾に与えていた。その存在感はあまりに圧倒的で……省吾の庶民的な日常に在った価値観で測る事さえ愚かしい。それはまさしく存在するだけで無敵だった。戦車も戦闘機も戦艦もこの問答無用の迫力には全く及ばない。

「すげえ……」

　幼い子供の様にはしゃいでそう繰り返す省吾。

「あれのパイロット――あれを扱うのは、私では駄目なの？」

　ふと花か梨りんがそんな事を尋ねる。

「――花梨？」

　怪け訝げんそうに花梨を眺める省吾。

　意外だった。

　花梨はあまりこういうのが好きではないだろうと省吾は感じていたし、何よりも何ど処こか醒さめたというか、疑念の滲にじむ様な眼でメリニ達を見ていた。そんな彼女が自分からパイロットを申し出るのはひどく意外だったのだが――

「駄目です」

　メリニは断言した。

「〈イコノクラスト〉は男性と類比共鳴する様に造られています。あれの脳となってあれを操るのは男性でなければなりません」

「…………」

　何か思案する表情で黙り込み花か梨りんは眼下の巨大ロボットを眺める。

　その時――

「――……っ!!」

　背後で鋭い声が響く。

　振り返った省しよう吾ご達は、戻ってきたアフィニエが何事かを叫んでいるのを見た。

　日本語ではない。彼女等の言葉である。

「――……!?」

　五氏族の長達は無論の事、姫ひめ巫み女こ達五人の間にもある種の緊張した空気が走った。

「――……!?」

「――……!!」

　五氏族とそして姫巫女達が何やら慌てた様子で言葉を交わしている。

「……何が起こってるんだ？　何か在ったのか？」

　省吾がメリニに尋ねる。

　姫巫女筆頭の少女は言葉を選ぶかの様にしばし思案の表情を浮かべていたが――

「ショウゴ様。カリン様。丁度良い――と言って良いのかどうか分かりませんが」

　メリニは珍しく困惑と焦燥の色を表情に滲にじませて言った。

「『神罰代行者』が覚かく醒せいし、とある街を襲っているとの事です」

「…………」

　省吾と花梨は思わず顔を見合わせた。



　　　



『代行者パニツシヤー』は無敵だった。

　そもそも人間達には絶対に勝てない存在として『代行者』は定義されている。

　代行者とは人間の奇き蹟せき師し達の言葉で言えば、自存する聖句であり生きた擬ぎ神しん杖じようである。

　ありとあらゆる物質は神の命令を聞く様にと存在子イグジスに記述されている。この記述は絶対であり変える事は出来ない。ただしこれはあくまで受動的なものであって、能動的に自ら『神の為に』と行動したりはしない。それを行うにはきちんとした『知能』が必要だ。

『代行者』とは即ちその知能そのものである。

　呪のろいによって作られた擬似的な神。神の紛まがい物。神の輪郭の写し身。

　それが『代行者パニツシヤー』なのだ。

　その知能の全てはただ裏切り者たる人間達を苦しめる為に在る。

　そしてその存在は人間に対して絶対無敵であると最初に定義されているのだ。故にこそ『代行者』には人間は勝てない。『代行者』が展開する『聖域』の内部ではありとあらゆる物質が『代行者』に従い、人間を裏切る。

　それは即ち――

「…………!!」

　少女は絶叫した。

　未まだ十歳にも満たず、成長しきってさえいない身体の何ど処こにそんな声を出す力が在ったのか――聴く者が居れば耳を覆わんばかりに少女は高々と悲鳴を上げた。あるいはそれが自分に出来る最後の行為だと知って、文字通りに渾こん身しんの力を振り絞ったのかもしれない。

　叫びは紅あかい霧となって少女の周囲を覆った。

　口からしぶいた血潮である。

　絶望と苦く悶もんの表情で少女は地に倒れる。

　だがそのまま倒れ伏す事は彼女には許されなかった。びくんびくんと陸おかに揚げられた魚の様にその身を痙けい攣れんさせながら少女の小さな身体が跳ね回る。

　少女を苛さいなんでいるのは――毒だった。

　比ひ喩ゆでも何でもない……文字通りに毒物の霧が緩やかな渦を巻いて街を覆いつつある。

　見れば地面の上で跳ね回っているのは少女だけではない。あちこちで同じ様に死の舞踏を踊っている者達の姿が在った。男も女も老いも若きもまるで関係が無い。街のあちこちで逃げ遅れた者達が血の霧を吐きながらばたばたとのたうっている。

　いち早く脅威の正体を察知した者も居た。

　彼等は家の中に閉じこもり、隙すき間まという隙間にものを詰める事で、毒の霧に触れるのを避けようとした。

　だが無駄だ。

　この毒は無から生み出されたものではない。まして何ど処こからか放出されたものでもない。

『聖域』の内部の空気が全て毒物に――それも人間の神経系だけを致命的に破壊する猛毒に変化するのである。『代行者』の発する聖光が至る所、ありとあらゆる気体が人間を狩る為の毒と化す。窓を閉めてもその硝子ガラスを通して聖光が入ってくれば同じだ。聖光は――文字通りに神の威光はありとあらゆる物質に作用する。

　ただの民家にそこまで徹底した遮光性や気密性はそもそも期待出来ないし――たとえ聖光も空気も遮断できたとしても、それは単に毒による死から窒息による死に切り替わっただけの事である。

　しかし……

　真に恐ろしいのはこれからだ。

『代行者』が今回選んだ『災厄』は過去の経験からより陰険かつ卑劣な代物に調整されていた。

　この毒は致命的ではあるが、それは速やかな死を意味するものではない。

　即ち……この毒に触れた人間の神経系は大幅に破壊されるものの、即死はしないのだ。毒に冒された者達は、異常な神経信号によってばたばたとのたうち続ける。発狂しかねない様な強烈な痛みと苦しみを味わいながら、ゆっくりゆっくりやってくる死を、いびつな踊りを繰り返しながら待つしかないのだ。

『代行者パニツシヤー』は悠然と街を神の聖なる光で照らしながら苦く悶もんする人間達を観察する。

　主であり命令者である神は『代行者』に可能な限りに人間を苦しめよとの命令を下している。『代行者』はただそれを実行するのみ。知能は在るが『代行者』に感慨は無い。まして自らの行為を『何故』と訝いぶかしむ事もない。ただ淡々とより人間を苦しめる為の方法を模索し続け、実行し、その結果を取り込んで再び模索を続ける。

　無惨な霧と光に覆われた街の真ん中で、ただ悠然と神の残影は虫の様に跳ね回る人々を見下ろしていた。



　　　



「…………」

　省しよう吾ごはただ絶句するばかりである。

　恐らくは隣の花か梨りんもそうだろう。黙ったまま望遠鏡の中の光景に見入っている。

　丸く切り取られた視界の中に映っているのは、ケインパクスの街の惨劇である。『聖せい廟びよう』から蒸気式トラックで走る事およそ四時間の位置に在るその街に『代行者』が居る――そう聞いて出向いてきた省吾達であったが、その結果として見たものは『代行者』だけではなかった。何ど処こに望遠鏡を向けても見えるのは悶もだえ苦しむ人々の姿ばかり。その上にまるで愚民を見下ろす暴君の如ごとく、巨大な影が――『代行者』が悠然と浮遊している。

「……助けられないのか？」

　思わず望遠鏡を降ろして傍らのメリニにそう尋ねる省吾。

　メリニは――

「…………」

　蒼そう白はくな顔をして地平線の遙はるか彼方かなた、ケインパクスの街の方向を眺めている。

「メリニ？」

「あ――はい！　申し訳ございません」

　眼を瞬まばたかせてメリニは言った。

「何でございましょうか？」

「いや、だから――あの人達を助けられないのか？」

　メリニはいつもの穏やかな表情を取り戻して首を振った。

「あの街はもう駄目です。『代行者』の『聖域』の内側では如い何かなる者も苦悶に満ちた死を免れません。まして『代行者パニツシヤー』の周囲半径〇・四マイリス――おおよそ半径八百メートルの範囲内では人間は人間として死ぬ事さえ許されません」

「……え？」

「存在子イグジスの記述を破壊されて即死です。死体も残りません。肉体の構成物質が『発狂』して液状化したり蒸発したりします」

「…………」

　省しよう吾ごと花か梨りんは顔を見合わせる。

「もっとも、その方が未まだ幸せでしょう。あの様子を御覧になればお分かりでしょうが」

「…………」

「――メリニ」

　後方から声が掛かる。

　振り返ると省吾達を此こ処こまで運んできた〈レネゲイド〉の蒸気式トラックの運転席からペルテアが顔を出していた。彼女は指でトラックの荷台を示す。そこには省吾達が使っているものよりも遙はるかに大型で擬ぎ神しん杖じよう付きの光学観測器を覗のぞきながら色々と記録を採っているセネカとハーチェッタの姿が在った。

　ちなみにメリニは無論、他の姫ひめ巫み女こ達も、今は初めて省吾達が見たものに較くらべるとやや地味な格好に変わっている。恐らくこちらの世界のそれが作業着なのだろう。

「『代行者』が動き出しました。今の内に移動しないと『聖域』に捕まってしまいます」















「分かりました」

　メリニは頷うなずくと省しよう吾ご達に向き直る。

「お聞きになられた通りです。此こ処こを離れましょう」

「いや……しかし」

「省君」

　躊躇ためらう省吾の服の裾すそを花か梨りんが引っ張る。

「確かにその人達の言う通りだと私も思う。まして状況もろくに把握してない私達が、あの街の人達を救う事は出来ないよ」

「…………」

　省吾はメリニ達に促されるままにトラックの荷台へ向けて歩き出し――そして立ち止まり振り返った。

　望遠鏡を通さずとも遙はるかな地平線の向こうに見える街の影と、その上に君臨する『代行者パニツシヤー』の姿を見る事が出来る。無論、それは距離のせいで朧おぼろにかすんで詳細は判然としないのだが――

（……あれが…………）

　望遠鏡の中の光景は省吾に少なからぬ衝撃を与えていた。

　人の死を見るのは別に初めてではない。モニターの向こう側にはそんなものは幾つも幾つも溢あふれている。インターネットを探ればそれこそ、人間が殺される場面の動画ファイルもいくらでも見つかる。

　しかし……今彼が見たものは臨場感においてそれらの『モニター越し』の映像とは格段の差が在った。明らかにそこにはある種の――そんなものが伝わってくる筈はずが無いのだが――匂においと肌触りがあった。記録された『過去の映像』ではなく現に今この瞬間に死んでゆく者達の姿。それは――あまりに生々しく、省吾の胸に嘔おう吐と感かんさえ催させた。

　あれは作り物でも演技でもない。断じてそんなものではない。

　あれは現実だ。それがはっきりと分かる。

　現実に人々が苦く悶もんしながら死んでいく。言い訳する間も、覚悟をする間も、別離の言葉を言う間さえ許されず、一方的に殺される。

（……あんなものが……）

　省吾の脳裏には血の霧を吐きながら跳ね回る少女の姿が焼き付いていた。

　あんなものが人間の死か。

　あんな死に様をする為にあの人間達は生まれてきたのか。

　それはあまりに――

（くそ……『邪神』だって？　くそ……！）

　甘く見ていた。

　救世主。世界の危機。邪神の復ふく讐しゆう。

　聞かされていた諸々の単語や事象は今まで省吾の中では単なるそれだけの言葉でしかなかった。ゲームや漫画の中に在る設定用語と大差無かった。

　だが……

　今省しよう吾ごの視界の中で死んでいった少女の姿はフィクションなどではない。

　断じて違う。

　見てしまった。

　あの苦痛に濁りながらも必死に助けを求める少女の眼を。

　確かに今の自分には彼女を助ける術すべは無い。

　だが――

（もしメリニや花か梨りんがあんな風になったら――）

　自分の知る人々があんな風に死んでいかなければならないとしたら。

　急速に胸の奥が冷えていくのを感じる。

　冷たい冷たい胸の底で――怒りがゆっくりと沸騰を始める。

「ショウゴ様。お急ぎになってください！」

　ペルテアが運転席から声を掛ける。

「メリニ。さっき君は随分顔色が悪かったけど――」

　トラックの荷台に乗り込みながら省吾は傍らのメリニに尋ねた。

「――え？」

　自分では気付いていなかったのか――メリニは眼を瞬まばたかせて言った。

「私が……ですか？」

「ああ。今にも倒れそうな位に見えたけど」

「…………」

　メリニはしばし黙考する。

　その間に鋭い汽笛の音を響かせて蒸気式トラックは荒野を疾走し始めた。

　がたんごとんと観測器やその他の荷物が揺れるトラックの荷台の上で、メリニはしばし放心したかの様な表情を浮かべていたが――

「申し訳ございません」

　――と小声で言った。

「いや。別に謝る様な事ではないと思うけどさ」

「申し訳ございません」

　省吾の台詞せりふを聞いているのかいないのか、メリニは繰り返した。

「どうしても……つい『代行者パニツシヤー』を前にすると昔の事を思いだしてしまうので」

「昔の事？」

「私はコードラン家の長バルド・コードランの実の娘ではありません。養女です。私の両親は『代行者』の引き起こした災害で死亡しました――私が三歳の時に」

「…………」

「私はたまたま祖母と共に街を離れていた為に助かりましたが……その為にどうしてもつい『代行者パニツシヤー』を見るとおかしな事を考えてしまって」

「おかしな事？」

「あの巨大な影の足下にまるで未まだ両親が居るかの様な錯覚を……」

　そう言ってメリニは目を伏せた。

「無論、そんな事は有り得ないのですが……私は両親の死に様を見ていないので、ついそんな事を思ってしまって。何だか本当にあの下に両親が居るのか居ないのか確認しに走り出したい様な気になってしまって」

「それは……」

　省しよう吾ごは慰めの言葉も出ない。

　この美しい姫ひめ巫み女こは彼の予想以上に厳しい人生を送ってきたのだろう。そんな彼女に平和な日本で何不自由なく育ってきた自分が何を言っても虚むなしく響くに違いない。

　もし省吾がメリニにしてやれる事が在るとすれば――

「申し訳ございません。私事です。お気遣いは嬉うれしゅうございますが、ショウゴ様がお気になさる事ではございません」

　メリニはそう言って――笑ってみせる。

　だがその笑顔には何ど処こか無理が在る様な、作り物めいた雰囲気が漂っていた。



　　　



　レオンは双眼鏡を降ろした。

「……あれが新しい『救世主』か」

「そのようです」

　隣でやはり双眼鏡を構えていたアンジェリットが無表情に言う。

　二人は少し他の部分から隆起した丘――というより単なる低めの岩山――の上に立って〈レネゲイド〉の姫巫女一行を眺めている。姫巫女達の方からは位置的にレオン達の姿は殆ほとんど見えない筈はずだ。

「わざわざ連れてきてあの街の様子を見せたのは……やる気を起こさせる為だな」

「恐らくは」

「という事はとうとう〈イコノクラスト〉が実戦に出る訳か。出来れば近くで見たいものだが――」

　そこまで言って、レオンは何時の間にかアンジェリットが双眼鏡を降ろして自分を睨にらんでいる事に気付いた。

「分かってる、無茶はしないよ」

「いいえ」

　アンジェリットは首を振った。

「レオン様の悲願は理解しているつもりです。貴方様が無茶をなさるのもそれ故の事。ですが――だからこそ私を置いていかないでください。貴方様の背中を守る事こそが私の望みです」

「……アンジェ」

　左腕を伸ばしてレオンはアンジェリットの頭を掻かき抱く。

　レオンの旅装束の胸に頬ほお擦りしながらアンジェリットは呟つぶやく様に言った。

「ずっと一緒です。異界だろうと――あの世だろうと」

「そうだな」

　レオンは言って――アンジェリットの髪を撫なでた。








第四章　擬神咆吼





『代行者パニツシヤー』は次の目標を検索する。

　近くに人間達の反応が集中している場所は二カ所。共に村というよりも街という規模である。どちらを選んでも構わないが、より多数の人間を苦しめてその挙げ句に殺すという事を至上目的としている『代行者』は、基本的に人間の数の多い方へと向かう傾向が在る。

『代行者』は周辺地域を細密走査。

　より人口の多い場所を標的に選定する。

　…………

　我ハ執行者

　我ハ課刑者

　我ハ復ふく讐しゆう者

　我等ガ創造主ノ憤リヲ形トナシ

　裏切リ者共ニ裁キノ鉄てつ槌ついヲ下サン

　故ニ森羅ヨ

　故ニ万象ヨ

　我ガ命ニ従ウベシ

　…………

　高々と虐殺の歌を歌い上げながら、滅んだ神の復ふく讐しゆう代理者は毒の霧を纏まといつつ悠然と進み始めた。



　　　



〈レネゲイド〉最大の拠点――即ち五氏族会議用に供される屋敷とその地下に設けられた〈イコノクラスト〉の整備施設に第一級警戒態勢が敷かれていた。

　観測班の報告によると、ケインパクスの街を完全に滅ぼした『代行者パニツシヤー』は次の標的としてラヴィゾンの街に向けて移動を開始したという。『代行者』がラヴィゾンの街に到着するまでおよそ半日。その間に〈レネゲイド〉は『代行者』殲せん滅めつの準備を――具体的には〈イコノクラスト〉の戦闘準備を済ませなければならなかった。

　五人の姫ひめ巫み女こを中心に組まれた実働部隊が慌ただしく動き始める。

〈レネゲイド〉が地下に潜り秘密結社となった――秘密結社となるのを余儀なくされたその時から、彼等の多くはこの日を夢見て活動してきたのである。故にこそ多くの者達の表情には緊張と同時に積極的な興奮が見て取れた。

　そして。

「ショウゴ様。よろしいですか？」

　メリニの言葉に省しよう吾ごは頷うなずいた。

　彼が居るのは――五つの塔の内、〈イコノクラスト〉の頭部を内包した塔で、この塔を管理しているのはメリニの属するコードラン家だという。

　彼は今、その塔の中の巨大な鉄の箱――『聖棺』の一つの前に立っていた。花か梨りんの姿は此こ処こには無い。〈イコノクラスト〉の操縦に彼女は必要ないし、〈イコノクラスト〉の各部はそれぞれの氏族が管理する超重要物件である為に、それぞれの氏族の関係者以外は同じ〈レネゲイド〉の者でも入れない様になっている。

　用意された専用の衣装に身を包んだ省吾の姿は、それなりに勇壮に見えた。

「基本的に難しい事は何もありません。〈イコノクラスト〉が完全に起動すれば貴方様はあれの『脳』となり、あの巨体を自由自在に操れる様になる筈はずです。幾つかの奇き蹟せき武装も呼吸や瞬まばたきをするのと同じ位に当然の事として行えます」

「……分かった」

　省吾が頷く。

　メリニは――

「ですがショウゴ様――どうか気を付けてください」

　ふとそんな事を口走っていた。

　無論、言っていけない事ではない。救世主に仕え、救世主の身を案じる姫巫女としては当然の台詞せりふである。

　しかし……問題はそれがメリニが姫ひめ巫み女こを演じる上で意識せずに出た言葉だという事だった。

（…………私は）

　メリニは違和感を覚える。

（私は……本当の私の仕事は……）

　省しよう吾ごには秘密であるが――姫巫女は単なる救世主の従卒や世話役ではない。

　彼女等は五氏族の長達がそれぞれ用意した救世主の為の首輪だ。

　価値観の違う世界からやってくる人間を懐柔し、救世主に仕立て上げる為に、〈レネゲイド〉が提供出来るものはそう多くない。古来より人間を――愚かな男共を動かし、あるいは縛り付けてきたのは金と女であるが、異世界の人間にこちら側の金銭を与えた処ところで何の役にも立つまい。それならば女を使うしかない。

　救世主に仕え、その寵ちよう愛あいを受ける事で自らが救世主を縛る首輪となる――それが姫巫女達に与えられた裏側の使命である。

　無論、彼女等の仕事はただ省吾を救世主に仕立てる事だけではない。

〈レネゲイド〉五氏族の長達は、特にバルドやパルマスはその後の事も――救世主が『代行者パニツシヤー』全部を滅ぼした後の事をも見据えている。

　救世主が『代行者』を全て滅ぼせば――世界は救世主と〈イコノクラスト〉を讃たたえ、それを用意した〈レネゲイド〉を讃え、その前に跪ひざまずくだろう。逆に言えば救世主を押さえ操る者は世界の王となる事も夢ではないのである。

　だからバルド達は今の内から姫巫女を使って省吾を籠ろう絡らくしようとしている。

〈レネゲイド〉内部での権勢をより確固たるものとし、更には世界全ての実権を握る為に。

　つまりはメリニもバルドが用意した省吾用の首輪なのである。

　この使命を果たす為に、彼女はバルドに幾多の孤児の中から選び出され、育てられてきた。『日本語』を覚えたのも、容姿に磨きを掛けたのも、立ち居振る舞いから何から全て救世主を籠絡する為の――その為だけのものである。

　メリニ・コードランとは即ちそれだけの存在だった。

　それ以上でもそれ以下でもない。他に彼女の存在理由など何ど処こにも無い。この使命が果たせないとなればバルドは眉まゆ一つ動かさずにメリニを切り捨てるだろう。養父の庇ひ護ごを失えば孤児のメリニには行く場所が無くなってしまう。

　その事は彼女もよく分かっている。

　だから――

（これは演技。この男を意のままに操る為の）

　メリニは自分の中でそう呟つぶやくと、省吾に近寄って、その顔を覗のぞき込む。

　省吾の顔に在るのは、憤怒と、喜悦と、そして――若干の不安。

　それがメリニには不思議だった。

　ケインパクスの街の有様を見せたのは、バルドからの指示だ。

　あの街で死んでいく者達を見せれば、省しよう吾ごは義憤に駆られて〈イコノクラスト〉に進んで乗る可能性が高くなる――と。

　メリニは正直、それに半信半疑だった。

　あんなものはこの世界では日常的に起こっている。神が死んで五百年、それこそ毎日の様に発生している。人間達はひたすら生まれて、ひたすら殺されて、その繰り返し。十六体の『代行者パニツシヤー』は起動する度に何万人、いや何十万人の人間を殺す。それは仕方の無い事なのだ。

　省吾に語った両親の話は嘘うそ偽り無い真実だ。

　だがそれだけの事でしかない。

　たまたま両親は死んで自分は生きているというだけの事だ。たまたま今も自分があの望遠鏡の向こう側に居なかったというだけの事だ。

　偶然生きているだけの自分に彼等を憐あわれむ筋合いは無い。

　まして『代行者』に対して怒るなどという感覚はメリニには無い。あれは竜巻だの干ばつだのと同じだ。人間でもなければ神でもない。ただの現象だ。

　だが――メリニの目の前に居るこの少年は怒っている。

　あの理不尽な、けれどどうしようもなく当たり前の死をばらまく者に対して、省吾は怒りを感じている。彼には何の関係も無い者達が殺されただけなのに。それは単なる事故と大差ない事実である筈はずなのに。

　それが不思議なのだ。

　この少年はどうして見ず知らずの人間の――それも当たり前の死に怒るのだろう？

　どうしてそんな怒っても仕方の無い事に怒るのだろう？

　分からない。よく分からない。

　そして――

（これは演技。これは――）

　胸の奥で言いながら、メリニは省吾に顔を寄せ――そして彼女の仕草にやおら困惑の表情を見せる彼の唇に、自分のそれを重ねた。

「……！」

「どうか御気を付けてくださいませ――ショウゴ様」

　唇を離し、顔を真っ赤にしている省吾に微笑みかけるメリニ。

「あ……ありがと」

　省吾は言うと――今度は自分からメリニを抱き締める。

　これには彼女も虚をつかれた。

「…………」

「守るから。あんな風に死なせたりはしないから」

「…………はい」

　単純な少年だ。















　たかが唇を許した位で身体を張ってメリニを守ろうとしている。安い命だ。これなら今回、生きて戻った暁に抱かれてやれば、それだけで彼は世界を敵に回してでも彼女の側につくのではないだろうか。

　彼を心の中でせせら笑うメリニが居る。

　だがその一方で――

「嬉うれしゅうございます」

　その台詞せりふはまるで意識せずに彼女の唇から滑り出した。



　　　



　伝声管を伝って姫ひめ巫み女こ筆頭メリニ・コードランの命令が走る。

『〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第一段階フエイズ１開始！』

『『聖遺物』励起！　奇き蹟せき術式展開！』

　声と同時に作業員達が大型奇蹟杖じようを『聖棺』に接続。引き金を引く。

　轟ごうッ！

　鋭い爆音と共に爆薬で強制的にポンプを作動、瞬間的に玄室の空気を排出。真空に被ひ曝ばくして励起状態に持ち込まれた『聖遺物』が聖光を放出。それを作業員――いずれも奇蹟師である――達が聖句によって制御。

　発動した奇き蹟せきが、『聖棺』に納められた〈イコノクラスト〉の部品を――その中に納められた最大級の『聖遺物』の玄室を強制的に真空状態に置く。

　先の火薬とポンプによるものとは異なる、ありとあらゆるものを遮断された絶対の『真空』。これにより、完全な励起状態に置かれた『聖遺物』は先の擬ぎ神しん杖じようとは較くらべものにならない程の強い聖光を放ち始める。

　…………

　神が初めにこの世界を創ったとき、神の周りには真空しかなかったと言われる。

　光も風も音も何も無い絶対虚無の領域。

　それを恐れた神は持てる力の殆ほとんどを使って『世界』を創ったと創世記は伝えている。

　故にこそ奇蹟師達は聖遺物を真空に晒さらす事でその力を発揮させるのだ。聖遺物の中に残っている神の、真空への恐怖が、その秘めたる力を最大限に解放する鍵かぎとなる。

　世界から遮断され、孤独さが増す程に神は――その欠片かけらは力を発揮する。

『頭部――励起確認！』

『右腕部――励起確認！』

『左腕部――励起確認！』

『右脚部――励起確認！』

『左脚部――励起確認！』

『聖光発生率毎秒七十奇蹟単位――尚なおも上昇中！』

『余剰聖光迂う回かい弁解放！』

『感染共鳴回路起動確認！』

　次々と報告が伝声管の間を駆け巡る。

　そして――

『〈イコノクラスト〉覚かく醒せい準備――第二段階フエイズ２開始！』

　第二の姫ひめ巫み女こアフィニエの叫びと共に奇蹟師達は第二段階へ移行する。

『『聖棺』固定解除！　移動開始！』

　轟ごう音おんと共に蒸気機関に駆動された『聖棺』が塔から出、軌条レールの上を滑りながらそれぞれ接近を始める。五つの『聖棺』は眩まばゆい程の光――聖光を放ちながら縦穴の中央へと集まっていった。

『聖光共鳴を確認！』

『聖域発生！』

　聖光がまるで呼吸するかの様に明滅する。

　それは励起状態に置かれた『聖遺物』が相互に干渉を始めた証拠である。そもそも神の肉体は物質としては不滅である上に、ありとあらゆる可逆性を持つ。具体的に言えば一定量以上の『聖遺物』を一カ所に集めれば、それだけで『聖遺物』同士が干渉しあい、相互補完を始めて元に――本来の形に戻ろうとする。

　それはつまり……

『制御術式第二段落展開！』

　五つの『聖棺』に取り付けられた幾つもの大型擬ぎ神しん杖じようの第二群が爆音と共に作動。展開された奇き蹟せき術式が『聖遺物』の相互干渉を制御しようとする。

『制御術式が通りません！』

『第三段落まで追加展開！』

　さらに控えていた予備の大型擬神杖が作動。

　アフィニエが何とか聖遺物の相互干渉が安定した事を告げる。

　更に――

『聖棺結合！』

　重く硬い鋼の衝突音が縦穴に響く。

　互いに連結装置によって結合した『聖棺』が自身を構成する隔壁の一部を展開。

『神体結合開始！』

　蒸気機関によって各部を『聖棺』内部に固定していたフレームが外され、同時に接続用の装置が互いに手を組む様にして結合を開始する。



　更に――



　　　



　空中回廊から結合されていく〈イコノクラスト〉を見下ろしながらバルドは薄い笑みを浮かべていた。

　ネロの計略は当たったらしい。

　あの省しよう吾ごとかいう異界の少年は自ら進んで〈イコノクラスト〉に乗り込んだ。メリニ達姫ひめ巫み女この存在も大きかっただろう。正直、一緒に召喚してしまった花か梨りんという娘の存在が気にはなったが――別段恋仲という訳でもないらしい。それならばメリニ達を使って『救世主』を縛るのもそう難しくはないだろう。

　もっとも――

「――とりあえずは順調ですね」

　掛けられた声に振り返る。

　そこにはやはり微笑を浮かべたままのネロが立っていた。

「しかし油断は禁物です」

「確かにな」

『代行者パニツシヤー』が人間を苦しめる為に生まれた様に、〈イコノクラスト〉は『代行者』を倒すために造られた。問題なく起動しさえすれば〈イコノクラスト〉は『代行者』を倒してくれるだろう――問題なく起動すれば。

「あの少年は若く体力もそれなりに在る様だったからな――まずは問題ないと考えておるよ」

「なら良いのですが」

　言ってネロは視線を縦穴の底部に落とす。

　そこでは起動過程第三段階フエイズ３に達した〈イコノクラスト〉の『聖棺』が聖光と共に解放されようとしていた。

　継つぎ接はぎのいびつな『聖棺』がゆっくりとその隔壁を展開する。

　そして――



　　　



〈イコノクラスト〉の内部。

　頭部に設けられた主制御室――つまりは操縦室の中で省しよう吾ごは座っている。

　主制御室には何も無い。

　ただ彼が身を横たえ固定する台座が在るだけだ。基本的に完全に起動した〈イコノクラスト〉はその感覚を省吾のそれと直接的に接続する為に、外部状況を見る為の装置や音を拾う為の装置は必要が無い。

　ただ――

「…………」

　それは唐突に来た。

　頭とう蓋がいに刃物を差し込まれる様な感覚。

　痛みとも不快感ともつかない様なものが省吾の頭の中に挿入されて彼の脳を掻かき回す。

　そして――

『安全弁解放』

『主制御室聖光流入』

　闇やみに満たされていた主制御室に白く柔らかな光が満たされる。光は瞬時に省吾の網膜を焼く程の光量となり、思わず眼を閉じる彼の瞼まぶたをも透過して彼の意識の中に浸透してくる。

『類比共鳴回路起動』

『補助奇き蹟せき杖じよう起動』

『感覚同調開始』

　半ば麻ま痺ひしていた感覚に切り込んでくる様々な情報。断片的なそれらを省吾は必死に掴つかもうと意識を集中する。

　事前に受けたメリニらの説明によると〈イコノクラスト〉は創世五神の肉体を――『神の玉体』を模して造られている為に、ある種の『自我』を持っているという。だがその『自我』をそのまま放置しておく訳にはいかない。省吾はこの『自我』と『神の玉体』の主導権を争って、勝たなければ〈イコノクラスト〉を操る事が出来ないのである。

　滲にじんでくる得体の知れない感覚。

「………………!!」

　省しよう吾ごは吠ほえた。

　自分の中に異物が浸透してくる。実際には自分が他者の中に浸透しているのかもしれないのだが、区別がつかない。

　乱れ飛ぶ感覚の中で彼は自分の掴つかむべき五感を探した。

　視覚。聴覚。嗅きゅう覚かく。触覚。そして味覚。

　一つずつこれらの感覚を捉とらえては自分の感覚にすりあわせる。

　その過程で――

（…………誰だれだ!?）

　何物かの気配を感じる省吾。

　彼の側に居ながら――しかし遙はるかに遠い何か。

　これが〈イコノクラスト〉の自我か。それとも――

（誰だ!?）

（…………）

　その何者かは――あるいは何物かは答えない。ただそれはそこに居る。至極当然の様に。省吾の今放り込まれている闇やみと感覚の混こん沌とんの中にじっとうずくまって。

　隙すきをうかがっている。

　隙あらば省吾の掴むべき感覚を奪い去ろうと。そして隙あらば感覚を遡さかのぼって省吾の意識すらも――

「がああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　絶叫する省吾。

　そして――



　　　



『第四段階フエイズ４開始！』

　ペルテアの宣言と共に総計六十四の擬ぎ神しん杖じようが爆音と共に術式を展開。



　――アアアアアアアアアアアアアアッ!!



『救世主』と感覚同調を終了した〈イコノクラスト〉が咆ほう吼こうする。口は無く声帯も無く、しかし身の回りの空気そのものを直接聖光の影響で振動させながら擬神は、誕生の産声を上げる。

『第四聖遺物――拒絶反応出ています！』

『免疫抑制術式第一段落から第五段落まで展開！　聖句緊急詠唱！』

『第二聖遺物にも拒絶反応！』

『原罪物質に対する反発効果も発生しています！』

『免疫抑制術式第六段落から二十段落まで緊急追加展開！　高速詠唱機を使用します！』

〈イコノクラスト〉は巨大擬神機であると同時に――機械的及び奇き蹟せき学的に再現された神の肉体である。その全機構が機械的にまず結合され、更に類比共鳴及び感染共鳴回路によって霊的に結合されると〈イコノクラスト〉は擬似的な生命として活動を開始する。

　だが。

　その結果として〈イコノクラスト〉は強大な奇蹟の力を行使する事になる反面、擬似生物として体内に侵入する異物を拒絶し、排除しようとする。

　異物とは即ち〈イコノクラスト〉の御者――香か芝しば省しよう吾ごの事である。

　この免疫反応を抑制し、しかし抑制し過ぎる事無く、機構システム全体の均衡を保たねば〈イコノクラスト〉は活動する事が出来ない。

　その為に拒絶反応が確認される度に、その反応の強さを見ながら免疫抑制の奇蹟術式を逐次投与せねばならないのである。

『抑制術式展開しました！』

『第十七段落に論理矛盾発生を確認、効果消滅します！』

『術式追加を！』

『これ以上の抑制は他との均衡を崩す！　類比共鳴回路の出力を押さえ込め！』

『類比共鳴回路――出力二割削減！』

　立て続けの爆音が『聖せい廟びよう』内に吹き荒れる。

　免疫抑制その他――調整用の奇蹟術式を打ち込む為に次々と半自動型擬神装置が作動、真空作成用の吸気シリンダーを動かす為の動力として使用された火薬の空薬やつ莢きようが、白い煙の尾を引きながらばらばらと雨の様に『聖棺』の床を叩たたく。

『第四聖遺物安定しました！』

『第二聖遺物安定しました！』

『隔壁展開！』

　結合していた『聖棺』が順次塔の方へと戻り始め――合体した〈イコノクラスト〉を衆目の前にさらけ出す。

　人の形をした巨大擬ぎ神しん杖じよう。

　最強最大の奇蹟術機関。

　その全身には総計百二十八本の制御用大型擬神杖が差し込まれている。起動過程の際に生じる微妙な不都合――聖句の劣化や聖光の流量調整等――を随時調整する為のものである。そもそも〈イコノクラスト〉は人間が造り上げた神の肉体であるが、人体にも増して精密極まりないその構造と機能を自己完結的に再現する事は無論、今の人間達の技術力では、そして〈レネゲイド〉の技術力でさえ不可能なのである。故にそれはまるでペースメーカーや人工心肺による制御を行われる病人の肉体の如ごとく、ひどく不安定で繊細な代物となっているのであった。

　しかし――

『起動制御用擬ぎ神しん杖じよう第一群解放！』

　ばし！　と音を立てて爆発ボルトが十六本の擬神杖と〈イコノクラスト〉の結合を解く。牽けん引いん用の鎖が蒸気機関によって巻き取られ、〈イコノクラスト〉に突き刺さっていた大型擬神杖がぎりぎりと音を立てながらまず十六本引き抜かれた。

『第二群解除！』

　更に十六本。

『第三群解除！』

　更に十六本。

　更に――



　　　



「……なによ、これ」

　空中回廊の上から〈イコノクラスト〉の起動を見下ろしつつ、花か梨りんは言った。

　救世主の武器。最強最大の擬神杖。邪神を倒すための最終兵器――いや最終神器。

　それがこれか。

　このいびつな人体の模倣品がそれなのか。

　彼女の視線の先では第四段階フエイズ４に達した〈イコノクラスト〉から第四擬神杖群が引き抜かれてゆく光景が展開している。

　確かにそれは人型ではあった。

　しかしその形はあまりにも誇張が効き過ぎていて異様だった。人体の筋肉や骨格をとことんまでデフォルメした上で、機械的な直線で構成したその基本構造。その上に幾重にも取り付けられた装甲。全身から突き出す幾本もの威嚇的な角つの。幾つもの奇き蹟せき兵器を内蔵する為に肥大化した各部。そして何よりも――

「……あんなものと省君は一体化するの？」

　その――面めん貌ぼう。

　鉄仮面の奥でぎょろりと動く一対の眼球。

　いやそれさえも鋼鉄と樹脂で造られた眼球の模倣品ではあるのだろうが、その動きはあまりに生々しく、生物的なものを備えている。

　何というか――おぞましい。

　鋭く威嚇的な鋼鉄の仮面を一枚はがせば、その下には異い貌ぼうのものが――まるで皮を剥むかれて筋肉や血管が剥き出しになった顔が見えるのではないのか……そんな不安感を覚えずにはいられない。

　ましてあの杭くい――擬ぎ神しん杖じよう。

　あれではまるで十字架に磔はりつけにされたキリストではないか。いや、それどころか――あの『聖棺』と呼ばれるものと一緒に見れば、中世の拷問器具『鋼鉄の処女』――蓋ふたの内側に設けられた無数の針で、哀れな犠牲者を差し貫いたとされる残虐無比な代物――にも似ている様に思える。

　あれは一体何なのか。

　単に偶然の代物なのかもしれない。

　だが花か梨りんには、それは『邪神の呪のろいを払う為に人々の願いを受けて造られた希望の具現』には到底見えなかった。むしろ、毒を以もつて毒を制すると言うかの如ごとく――おぞましい呪いに対抗するためにもっとおぞましい何かを目覚めさせようとしているかの様に見える。

　無論、これは花梨の個人的な感想だ。

　此こ処こは異世界である。価値観も花梨達の世界のそれとは微妙に違うだろうし、〈レネゲイド〉の者達にはあの姿は神々しく、あるいは美しく勇壮に見えているのかもしれない。

　しかし――

「…………」

　理屈ではない。直感だ。

　これはやばい。あまりにも――

「――カリン、サン？」

　ふと声を掛けられて振り返る花梨。

　そこには一人の青年が微笑を浮かべて立っていた。

「貴方は――」

　ネロ・オトルチ。確かそんな名前だった筈はずだ。

〈レネゲイド〉五氏族の一つオトルチ家の長であり――花梨と交渉をしていた男だ。

「先程ハ、御苦労サマ、デシタ。言葉ハコレデ通ジテイマスカ？」

　発音はかなりおかしいが、何とか意味は通じる。

「通じています。あの、姫ひめ巫み女こ、以外にも、日本語を、喋しやべる事が、出来る、人が、いたのですね」

　相手の聞き取り能力が不明の為、一応花梨は必要以上に意識して、ゆっくりと明めい瞭りように区切って言葉を話す。

「ハイ」

　ネロと名乗った青年は頷うなずいた。

「姫巫女ノ、アフィニエ・オトルチハ、私ノ実ノ妹デスカラ、習イマシタ」

「…………」

　花梨は改めて眼前の青年を眺める。

　正直、メリニ以外の姫巫女は殆ほとんど区別がついていない花梨であったが、そういえばどことなくその一人とこのネロと名乗る青年は似ている気がする。

「ショウゴ様ガ、心配デスカ？」

　ネロはそんな事を尋ねてくる。

「勿もち論ろん、心配です。私は、彼の、従姉妹いとこですから」

「ソウデスカ」

　ネロの笑みが若干深くなる。

「貴女ニハ、幾ツカ、御願イシタイ事ガ、在リマス。後ホド、迎エヲヤリマス」

「…………分かりました」

　花か梨りんはとりあえず頷うなずいて見せた。



　　　



　入ってくる。

　自分の中に何物かが無理矢理侵入してくる。

　途方もない不快感が全身を駆け巡る。

　男の省しよう吾ごには経験すべくもないが――強ごう姦かんされる女の気分というのはこれに近いのかもしれない。強姦事件から立ち直った女性の事を『生還者サバイバー』と呼ぶ事が在るらしいが……今の省吾にはその意味がよく分かる。

　自分自身の中身を犯される。

　存在そのものを犯される。

　それがどれだけ不快で屈辱的な事であるのか……！

（ああああああああああああああああああああああああああっ!?）

　絶叫が声にならない。

　心と体の間に何か異物が滑り込んでくる。全身の皮膚の間を何か寄生虫が這はい回る様な感覚に彼は恐怖した。省吾は知らなかったが――それは麻薬中毒患者の典型的な幻覚症状である。異物をいきなり挿入された省吾の神経系が混乱し、麻薬中毒にも近い状態に陥っているのだろう。

　心と体が正常に機能しない。

　なんだこれは。

（貴様は……なんだ!?）

　虚無に向かって省吾は絶叫する。

　彼を包む暗くら闇やみの底から彼に侵略の触手を伸ばしてくる何ものかに向かって怒号する。

（くるなっ！　くるなっ！　くるなっ！　俺おれの中に――入ってくるなあッ!!）

　だが――侵入は止まらない。

　ずるずると全身から染み渡る様にその何者かは省吾の中に入ってくる。入ってきて彼を染め変えようとしている。彼の認識を侵略して存在そのものを乗っ取ろうと――

（やめろ！　やめろ！　やめろ！　やめろ！　やめろ！　やめろ！　――……）

　叫ぶ省しよう吾ご。

　全身全霊で彼は侵入者を拒む。そうしなければ自分は自分でない何者かに書き換えられてしまうという事を彼は本能的に悟っていた。

　否定の意志を意識全体で叫ぶ。

　叫ぶ。叫ぶ。叫ぶ。

　己の存在を否定そのものと化すかの様に。

　そして。

「――ッ!!」

　いきなり闇やみが途絶する。

　次の瞬間――省吾は急速に五感が戻ってきた事を知った。

『聖遺物抑制奇き蹟せき術式第六段落投与』

『聖遺物活性化率壱四九で安定』

『主導権ショウゴ様に固定されました』

『ショウゴ様……大丈夫ですか？』

　姫ひめ巫み女こ達の声が聞こえる。

　最後の声はメリニが彼の身を案じてのものであろうが――省吾は答えずただただ戻ってきた幾つかの感覚に戸惑っている。聴覚。嗅きゅう覚かく。触覚。そして――視覚。

「……これは」

　見えたのは青空。

　まるで省吾が仰向けに地面に寝転がっているかの様に――彼の真正面には何ど処こまでも広がる空の蒼あおが在った。

「これは……これは……？」

　超巨大人型擬ぎ神しん杖じよう――〈イコノクラスト〉。

　自分の視覚が現在、その巨大な鋼の最終兵器のそれと一体化しているのだという事を、省吾自身が悟るまでには未まだ数秒の時間が必要だった。



　　　



　何かが見えた訳ではないだろう。何かが聞こえた訳でもないだろう。

　だが男は興奮して鉄格子を揺さぶった。

「あおおおおおおっ！　おおおおおおおっ！　おおおあああああああああっ!!」

　獣の様に意味の無い声を上げながら鉄格子を掴つかんで喚わめき散らす。

「おあっ！　ああああっ！　おあああああああっ!!」

「うるせえっ！」

　怒声と共に突き出された棒が男の額を打つ。

　男は『ぎゃん！』と犬の様な悲鳴を上げて、汚物に汚れた石床の上に転がった。

「……なんだってんだ。一体」

　顔をしかめながら看守は棒を降ろして言う。

　普段から色々と騒がしい男ではあるのだが、今日は特に激しい。何かを感じるのかそわそわと牢ろうの中を動き回り、壁を叩たたき、額を床に擦り付け、挙げ句に出せと言わんばかりに鉄格子を揺さぶる。お陰で看守が男を鉄格子越しに棒で突くのは既に七度目である。完全に壊れきった男は便壺つぼに用を足すという事も分からず、この牢の付近には男が垂れ流したものの悪臭が漂っているので、看守もあまり近付きたくはないのだが、こうも騒がれると様子を見に来ざるを得ない。

「勘弁してくれよ……まったくよ」

「感じるんじゃねえのか？」

　看守の相棒が苦笑を浮かべながら言った。

「何をだよ？」

「今日は例のアレを初めて実戦起動させるって話だが」

「それは聞いてるが。まさか」

　看守は檻おりの中で、打たれた頭を抱えてひいひい泣き声を上げている男を振り返って言った。完全にこの男は頭の中身が壊れている。最も早はやまともな会話すら出来ない。何が此こ処こまでこの男の中身を破壊したのか、看守達の与あずかり知る処ところではないが――

「こんな奴に分かる訳ねえだろが」

「こんな奴だからかもよ？」

「はあ？」

「こういう奴らは意外に勘が鋭いって言うじゃねえか。それに――」

　相棒は憐あわれむ様な視線を檻の中の男に注いだ。

「こいつはひょっとしたら、何かの具合で……未まだアレと繋つながったままなのかもな」

「…………」

　看守も眉まゆをひそめて男を振り返る。

　もし相棒の想像通りなのだとしたら。

　ここまで完全に心を壊されてもなお……この男はあのおぞましい兵器に囚とらわれたままなのだという事になる。矜きん持じを失い、理性を失い、言葉さえもを失い――それでもなお解放されずにこの男の心はあの鋼鉄の骸むくろの中に引きずられているのだとしたら……

「行こうぜ」

　相棒に促されて看守は頷うなずく。

　忌まわしい想像で脳裏が一杯になる前に、一瞬でも早くこの場を立ち去りたかった。



　　　



『〈イコノクラスト〉起動最終段階――自律制御奇き蹟せき術式展開！』

『〈イコノクラスト〉直立体勢へ！』

　四台の大型クレーンが大量の蒸気を噴きながら鎖を巻き上げ、〈イコノクラスト〉の巨体を直立させる。巨大な、あまりにも巨大な操り人形の如ごとく、鋼鉄の擬神はゆらりとその場に立ち上がった。

『平衡制御奇き蹟せき術式問題なし！』

『〈イコノクラスト〉直立！』

　鋼鉄の脚が、地響きと共に『聖せい廟びよう』の床を踏みしめる。

『監視用奇蹟術式問題なし！』

『感染奇蹟術式操作体系問題なし！』

『主制御室安定！』

『感覚同調終了！』

『各部動作信号確認！　全制御術式、順調に作用中!!』

『緊急停止用原罪物質注入！』

　巨大な――直径一メートル、全長四メートルはあろうかという鋼鉄の注射器がクレーンに支えられて〈イコノクラスト〉のうなじに差し込まれる。歯車が回り、動力が伝えられ、その注射器から緊急時に〈イコノクラスト〉の全機能を凍結する為の特殊液体金属――通称『原罪物質』が注入される。

『最終安全装置解除!!』

　最終安全装置たる擬ぎ神しん杖じよう十六本が解除される。

　ばらばらと大量の空薬やつ莢きようや爆発ボルトの残ざん骸がいをばらまきながら――完全に自由になった〈イコノクラスト〉は一瞬、項うな垂だれるかの様に前まえ屈かがみで静止。

　そして――



　アアアアアアッ――!!



　次の瞬間、身を反らせて高々と咆ほう吼こうし、その両手を広げる。巨体の骨格が軋きしみ、関節の鋼が擦れ合う異音と聖光を放ちながら傲ごう然ぜんと〈イコノクラスト〉は天に向かい吠ほえた。

『〈イコノクラスト〉起動！』

『起動成功！　続いて緊急射出設備起動！』

『使用制御術式青の七十二番！』

『目標座標、四二八、二二六、ラヴィゾン市街区北部外辺！』

『予備奇蹟術式起動！』

『対衝撃防御！』

　五つの塔が蒸気の煙を吹き出しながら半回転。窓や扉といった部分を全て壁面の中に格納し、同時に『聖廟』内を駆け回っていた奇蹟師達が全員、扉から退出。その上で扉という扉に全て分厚い鋼鉄製の隔壁が降りた。

　同時に――ゆらりと縦穴の中に風が吹いた。

『仮想砲身展開！』

『気圧調整開始！』

『最適弾道進路計算中！』

『主制御奇き蹟せき術式起動！』

　大量の蒸気が『聖せい廟びよう』の中に満たされる。その中で白い光を放ちながら仁王立つ〈イコノクラスト〉。

『〈イコノクラスト〉――保護聖域展開！』

　ばさりと音こそしなかったが――半透明のマントの様なものが虚空より出現し、〈イコノクラスト〉の身を覆う。

　巨大な一本の棒――いや細長い砲弾状となった鋼鉄の擬神は悠然と天空を向いた。

　頭上に在るは無辺の蒼そう穹きゅう。

　そして――

『計算確認終了！』

『偏向力場展開！』

『圧力急速上昇中――〈イコノクラスト〉射出十六秒前！』

『――八！　七！　六！　五！　四！　三！　二！　一！　〈イコノクラスト〉――出陣ッ!!』

　その瞬間。

　爆音が『聖廟』を満たす。

　空気圧制御により造り上げられた気圧差のトンネル――その中をまるで空気銃の弾丸の様に、〈イコノクラスト〉が舞い上がる。

　滞空したのはわずかに一瞬。

　次の瞬間、鋼鉄の巨体は轟ごう音おんと烈風の尾を引きながら天高く射出されていた。



　　　



　天高く一条の光が昇っていく。

　それが何なのかを知る者は少ない。

　だが――

「遂に出陣か――〈イコノクラスト〉」

　その光を眺めながらレオンは呟つぶやいた。

　細い紐ひも状の光は遙はるかな天空で突如直角に折れ曲がり、蒼穹を分割する様にして地平線の彼方かなたへと延びていく。異様と言えば異様――恐らくはこの世界に住む殆ほとんどの人間が想像もしなかった光景である筈はずだが、レオンは驚く様子も無く……額の上に掌てのひらをかざし白い弾道を眼で追った。

「さて。あれが本当に『代行者パニツシヤー』に勝てるかどうか」

「どう思われますか？」

　傍らでアンジェリットが無表情に問う。

「〈イコノクラスト〉の能力そのものについてはアンジェの方が詳しいだろうに？」

「恐らく私が知っている頃ころに較くらべると随分と改修や改造が施されているでしょう。正直、今の〈イコノクラスト〉がどれだけの能力を持っているのか――そしてどれだけ危険な代物なのかは私にも分かりかねます」

「何にしても」

　レオンは溜ため息をつく様に言った。

「あれが『代行者』を倒せば〈レネゲイド〉が調子づくのは間違いない」

「はい」

「そこが狙ねらい目でもある訳だが」

　レオンの表情に薄い笑みが浮かぶ。

「それはもう少し先の事だ。まずは――第四代救世主殿のお手並みを拝見するか」

　言ってレオンは馬に飛び乗った。



　　　



　省しよう吾ごは興奮していた。

　全身にみなぎる力。圧倒的な程の力。不可能など何もない――そう錯覚させてしまう程の力が自分の身体に充ち満ちている。

　無論、それは本当の省吾の身体ではない。

〈イコノクラスト〉のものだ。

　だが現在、省吾はその〈イコノクラスト〉の頭脳部品の一部に過ぎない。強いて言えば彼は〈イコノクラスト〉の脳であり――しかしその意味では彼が〈イコノクラスト〉を自分の肉体と錯覚するのも故無き事ではなかった。

　天を狙って放たれた砲弾の如ごとく、高く高く風を巻いて上昇する巨体。

　こんなものが――恐らくは数百トンも在るであろう重量級の身体が空を舞う爽そう快かい感かん。全てを足下に見下ろし、分厚い装甲を纏まとい、軽々と空を舞う。巨体は空気を抉えぐり抜き、光を放ち、巨大な放物線を描いて飛んでいく。

「あああああああああああああっ!!」

　全能感に省吾は恍こう惚こつと叫んだ。

　それは同時に〈イコノクラスト〉の咆ほう吼こうとなって虚空を揺るがす。

『ショウゴ様』

　意識の中にメリニの声が滑り込んできた。

〈イコノクラスト〉と同調し、戦闘用に加速されている彼の意識では彼女の台詞せりふは微妙に間延びして聞こえたが、事実上問題は無い。

『細かな制御術式はこちらで遠隔操作を致します。ショウゴ様は着陸の衝撃にお備えください』

「分かった」

　言いつつも省しよう吾ごは自分の肉体の一部で何かが動く気配を感じる。恐らくはメリニ達に遠隔操作されている機構だろう。説明によると〈イコノクラスト〉は恐ろしく精密な代物なので、少し動くだけでも次々と問題箇所が露呈するらしい。この為、随時メリニ達姫ひめ巫み女このモニターと、制御用の修正術式の挿入が必要となるのである。

『第三次軌道修正』

『姿勢制御開始』

『汎はん用よう擬神機構展開』

　ばし！　と音を立てて〈イコノクラスト〉の肩部装甲が展開。そこに埋め込まれている多重聖句詠唱機関が高速で同心円回転を開始。同時に聖光反射板が聖光を誘導し、聖域に具体性を与えて制御。〈イコノクラスト〉は空中で滑らかにその体勢と飛ひ翔しよう方向を修正すると、一気に落下状態に突入した。

　急速に迫り来る地面。

　豆粒の様だった点が拡大され、その中に模様が生じ、それが街並となっていく。

　あれが恐らくはラヴィゾンの街。

　街と言っても省吾の感覚からすれば笑ってしまう程に小さなものだ。聞いた処ところによると人口はわずかに五万。日本では人口百万を超える政令指定都市も珍しくない。省吾が住む街も人口は七十万人である。それと比較すれば村とさえ言える様な規模だ。

　だが――

「…………」

　あの『代行者パニツシヤー』の猛威に晒さらされた街の光景が脳裏に蘇よみがえる。

　それが一人だろうと千人だろうと百万人だろうと。

　あんなものを見せつけられては黙っていられない。

　そして自分があれを防げる唯一の人間だと言われれば尚なお更さらだ。

　だから――

『制動奇き蹟せき術式展開』

　ハーチェッタの声と同時に〈イコノクラスト〉の周囲の気圧が変化。ロケット・モーターや爆薬で制動を掛けるのではなく、まるで次第に深い海の底に沈んでいくかの如ごとく、〈イコノクラスト〉の落下速度が殺されていく。

　無論それでも完全に速度が消える訳ではない。

『対衝撃機構展開』

『重要機構一時切り離し及び固定を確認』

『骨格構造三番から六十番まで自由位置』

『〈イコノクラスト〉、着地します』

　メリニの宣言と同時に〈イコノクラスト〉は着陸した。

　衝撃波がまるで波紋の様に広がっていき、荒野に土砂の同心円を幾つも描き出す。同時に巨体が押しのけた空気が烈風となって渦を巻き、視界を埋めた。

　全身で一時的に結合を外され自由状態にされた関節が衝撃を吸収。

〈イコノクラスト〉の巨体は大きく――まるで潰つぶれたかの様に沈み込み、しかし次の瞬間には再結合された関節が金属音を激しく響かせながら巨体を直立させていく。

　全身の擬神装置から大量の空薬やつ莢きようをバラ撒まきながら、鋼鉄の巨人は自らの着陸が地面に抉えぐり付けた巨大な窪くぼみの中で悠然と立ち上がる――

『流体制御奇き蹟せき展開』

『視界確保』

〈イコノクラスト〉の聖光が舐なめるように広がると砂さ塵じんの幕が瞬間的に引いていく。

　やがて――

「……未まだたくさん残ってるな」

　ちらりと背後に視線を飛ばし――もっとも〈イコノクラスト〉は身体の各所に三十二の予備眼を持っているので、実際には振り向きもしないが――省しよう吾ごは呟つぶやいた。

　彼の疑似視界の中では『代行者パニッシャー』の接近に気付いて逃げる用意をしていた人々が、突如現れた巨大な人型を指差して驚きよう愕がくしている様子が見て取れた。

　老人も居れば子供も居る。

　彼等では『代行者』がこの街に到達する前に逃げ切る事は出来ないだろう。田舎の町では蒸気式トラックですら貴重品なのだ。馬車や自転車といった諸々のものを使っても、どうしても徒歩で逃げざるを得ない者達が出る。

「……ふざけんなよ」

　省吾は視線を前方に向けて呟いた。

「ふざけんじゃねえぞ……？」

　遙はるかな地平線の彼方かなた。

　荒れ果てた大地の向こう。

　そこに――それは居た。

　…………

　我ハ執行者

　我ハ課刑者

　我ハ復ふく讐しゆう者

　我等ガ創造主ノ憤リヲ形トナシ

　裏切リ者共ニ裁キノ鉄てつ槌ついヲ下サン

　故ニ森羅ヨ

　故ニ万象ヨ

　我ガ命ニ従ウベシ

　…………

　残忍さも。冷酷さも。ましてや憤怒や悲哀や倦けん怠たいさえも無く。ただ機械的に、昆虫的に、復ふく讐しゆうの歌を歌いながら神の影がやってくる。残酷な光を撒まき散らし、虐殺の霧を従えて、それは地平の彼方かなたからラヴィゾンの街に向かってやってくる。

　滅んだ神の復讐を代行せしもの。

　文字通りに『代行者パニツシヤー』――

「ふざけてんじゃねえッ!!」

　叫びながら省しよう吾ごは〈イコノクラスト〉を突進させた。



　　　



『代行者』は怪け訝げんに感じた。

　否――人間の様な困惑や逡しゆん巡じゆんは『代行者』にはない。ただ、前提条件として与えられたものと矛盾する事態に遭遇すると、やはり他の思考や行動を一いっ旦たん中止して事態の把握に努める機能を『代行者』は持っている。

　目標と『代行者』の間に立ち塞ふさがるものが在る。

　それはいい。過去には人間達が無駄な真似を何度も何度も繰り返してきた。その愚かしさは度し難い程だった。落とし穴に即席の壁に些さ細さいな攻撃。いずれも『代行者』に人間的な感情が在ればせせら笑ってしまいそうな位に幼稚でしかも脆ぜい弱じやくなものだった。

　無論、それらは全て徒労に終わった。

　そもそもありとあらゆる物質を思い通りに操る『代行者』に人間の浅知恵が造り上げた物質などが敵かなう筈はずが無いのだ。唯一、奇き蹟せき術によって『代行者』の干渉を排除する事は可能だが、人間の扱える奇蹟術の有効範囲――即ち『聖域』は『代行者』のそれよりも遙はるかに小さい上に、その干渉能力も微々たるものだ。奇蹟師達が百万人集まっても『代行者』には太刀打ちできまい。一定距離以上に近付けば、何か攻撃を仕掛ける前に『聖域』に被ひ曝ばくして即死だ。

　だが――

　あれは違う。

　そもそも人型をしているが人間ではない。人間の何十倍も巨大だ。

　だが『代行者』に矛盾を感じさせたのはそんな事ではなかった。

『代行者』が感じたもの。

　それは――主の気配だった。

　正確に言えば今はもう亡き創造主、即ち神の反応がそこには在る。

　無論、この世界の擬ぎ神しん杖じようの全ては神の断片をその玄室と呼ばれる封印球の中に持っており、それらは全て神と同様の反応を示す。故にこそ大抵の物質は存在子イグジスの記述命令に従って奇き蹟せき師し達の命令を神のそれと誤認して、各種現象を発生させてしまう。

　だが、神の復ふく讐しゆう代理人として生み出された『代行者パニツシヤー』は当然ながら神と人とを区別する能力を備えている。

　あれは神ではない。

　神は死んだ筈はずだ。

　現実に『代行者』の記録中に在る神の姿とはそれは異なる形状を示している。神のそれと較くらべればあれはあまりにも巨大で、しかもいびつだった。

　しかし……それでも神のそれと同じ反応が返ってくる。

　あの中には大量の、それこそ神が自己修復して復活出来る程の量の神の肉体が在る。

　ならば何故――神は復活しないのか。

　ならば何故――あれは『代行者』から人間の密集地を守る様な構えを見せるのか。



　そして――



　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!



　高々と咆ほう吼こうしながら『代行者』に敵意満々の様子で突進してくるのか。

　怪け訝げんに思いつつも『代行者』はそれを『排除対象』と判断した。



　　　



　省しよう吾ごは雄お叫たけびを上げながら右手を振り上げる。

〈イコノクラスト〉も同時にその巨大な鋼の右腕を振り上げる。

　それは……技も何も無い、ただ相手に殴りかかるだけの体勢だった。

　だが〈イコノクラスト〉は人間ではない。

　神の右手が常に奇蹟と共に語られるのと同じく、〈イコノクラスト〉の右腕は巨大な擬ぎ神しん杖じようであり、現存する最強最大の奇蹟機関である。

　強制的に発生させられた遮しゃ蔽へい力場によって絶対真空に置かれた聖遺物は、虚無への恐怖と嫌悪から最大効率の聖光を放射。誘導弁によって聖句高速詠唱装置に流入した聖光は、そこで指向性を与えられ、奇蹟術の術式に従って回路を展開、『衝撃』発生の為の力へと変換される。

「ぶっ飛べ!!」

　省吾の叫びと共に叩たたき込まれる拳こぶし。

　それは瞬間的な特化聖域を渦巻き状に発生させながら、物質へ命令を伝達。空気と称されるありとあらゆる物質――酸素、窒素、二酸化炭素、といった諸々の気体は〈イコノクラスト〉の奇蹟命令を神のものと瞬間的に誤認。存在子イグジスの記述に従って、『衝撃』の状態に自ら相転移。殆ほとんどエネルギーロスの無い状態でまっすぐに発生した衝撃は、『代行者パニツシヤー』に叩き付けられた。

　しかし。

「――ちっ!?」

　ぶつかり合う聖光と聖光。

　この瞬間に『代行者』も同時に奇き蹟せき展開。

　自己の周囲の存在子イグジスに命じて衝撃の伝でん播ぱを無効化。無論、圧倒的な物質干渉力の全てを殺す事は出来なかったが、衝撃は『代行者』本体には伝わらず、ただその周囲の毒霧の六割を吹き飛ばすに留とどまった。

「影絵みたいな癖に生意気な――」

　呟つぶやいて省しよう吾ごは後方に引く。

〈イコノクラスト〉の脚が地を蹴けると同時に対地効果用奇蹟術が発動。周囲の空気密度と摩擦係数に干渉。その巨体からは想像もつかない素早さで〈イコノクラスト〉はただ一跳びで数十メートル後方に下がった。

『第六及び第十七擬神機構、制御術式に問題発生』

『補助機構に切り替え』

『第一及び第百三関節部に亀き裂れつ。修復用予備擬ぎ神しん杖じよう発動。聖句詠唱。修復終了』

　省吾の脳裏に姫ひめ巫み女こ達の声が交差する。

『右腕部聖遺物励起率百八十――抑制術式投与』

　ばし！　と音を立てて、右肩の非常用抑制術式を組み込まれた擬神杖が起動。『代行者』との接触により必要以上に活性化した聖遺物を抑制する。

『励起率百五十八に安定。いけます』

「武器は！」

　省吾は叫んだ。

「なんか武器は無いのか!?」

『ショウゴ様。武器は〈イコノクラスト〉そのものです』

　メリニの冷静な声が響く。

『〈イコノクラスト〉は最大最強の擬神杖です。幾つかの奇蹟兵器は予備武装として搭載されておりますが、最大の兵器は〈イコノクラスト〉それ自体なのです。どうかこの事をお忘れ無く』

「……って言われても」

　呟きながらも脳裏にアフィニエから転送されてきた奇蹟兵器の一覧が浮かび上がる。

「〈誅ちゆう神しんの爪つめ〉よ！」

　省吾の要請に従い、八種の奇き蹟せき兵装の内、第一の奇蹟兵器〈誅神の爪〉が起動。

『原罪物質高速循環開始！』

『第二聖遺物、活性率低下――百を切ります』

『余剰聖光を迂う回かい路にて供給――回路再接続！』

『〈誅神の爪つめ〉起動！　外縁部に極小冒ぼう涜とく領域の発生を確認！』

　爆音二連。

　火薬の圧力によって〈イコノクラスト〉の右手首より巨大な二本の剣が瞬間的に伸びる。それは確かに見方によれば『爪』に見えたかもしれない。

　だが無論これは単なる爪ではない。

　それが〈イコノクラスト〉の武装である以上は、拳けん打だが単なる物理的な打撃ではないのと同様、この白銀の爪は、奇蹟を纏まとい、滅ぼせぬ筈はずのものを斬きり捨てる絶対の剣となる。

　故に――

「だああああああああああああああああああああッ！」

　横殴りに斬りつける〈イコノクラスト〉の爪。

　それは切れぬはずの毒霧を切り、その向こう側に居た『代行者パニッシャー』本体にさえ達した。

　代行者の輪郭が――緩む。

　効果が出ているのだ。

「いける！」

　省しよう吾ごは勢いに乗って〈イコノクラスト〉を前に出す。

　だが――



　　　



　ラヴィゾンの街の者達は轟ごう音おんの響いてくる方角を振り返った。

　彼等の眼にまず入ったのは巨大な――しかし何ど処こかいびつな人型。

　その大きさは比較対照するものの無い荒野では測りきる事は出来ないが、人間の何倍、いや何十倍にも達するものである事は一見して分かった。遙はるかな荒野の彼方かなた、存在そのものを憎むかの様な虚無的な地平に傲ごう然ぜんと立つその姿。

　明らかに人を模しながら、人では有り得ない形を示す存在。

　それはただそこに在るだけでも眼にした者に溢あふれんばかりの力を誇示し、戦おののかせずにはおかない。

「おお………」

　誰だれからともなく声が漏れる。

　そこには隠しがたい戦せん慄りつと感動が混交して存在していた。

「あれは……一体……」

「まさか『代行者』を倒そうというのか!?」

「馬ば鹿かな……あれはなんだ!?」

　人々は逃げ出す準備をする手も止めて呆ぼう然ぜんとその巨影の背中に見入った。



　　　



『代行者パニツシヤー』は気付いた。

　これは神の遺い骸がいだ。神の遺骸をどうにかして人間達がこの鋼の人形に組み込み、同時に必要な力だけを引き出しているのだ。これだけの遺骸が集まれば神は自己修復を始める筈はずだが、それを抑制する何かを使い、神の物質に干渉する能力を――奇き蹟せきだけを都合良く引き出しているのである。

　しかし。

　ここで『代行者』は次の矛盾を覚える。

　この至近距離で『代行者』と相対して、どうしてあの『人形』は平気でいるのか。

『代行者』は奇蹟を扱う能力と同時に、基本的に存在子イグジスの記述上、絶対に人間は近付けない事になっている。人間とてこの世界の物質で形成された存在、一定距離内に近付けば『人間に害を与える』事に特化した『代行者』の基本聖域に被ひ曝ばくして物質崩壊を起こすはずだ。

　なのに――どうしてこの人形は平気なのか。

　遠隔操縦されているのか。

　しかしそれならば神の復活を妨げる様な干渉は出来ないし、そもそも奇蹟術式を制御しきる事も出来ない。奇蹟術式を発動させるのに必要なのは、聖光と聖句とそしてそれを顕現させる意志――主体である。奇蹟術式はそれ自体のみでは存在できない。だからこそ今は亡き神は、自らの呪のろいを遂行する為の代理人として十六体の『神罰代行者』を創ったのである。

　という事は……何か神の復活を阻止しながら、しかし神の力を代わりに行使する為の核がこの人形の中に在る筈だ。

　それを排除すれば『代行者』が完全に勝つだろう。勝てないまでもこの人形は核を喪うしなって動けなくなるか、あるいは神がその身体の主導権を乗っ取って復活する。

　恐らく中の人間は何らかの手段で聖域の干渉を遮断しているのだろう。

　ならば――その遮断の為の小賢しい壁を全て取り払ってしまえば良い。

　その為には……



　　　



「――！」

　省しよう吾ごは第三撃目を中断。

　横へと〈イコノクラスト〉を移動させた。

　殆ほとんど本能的な動きであったが、これは正解だった様である。

　瞬時に何かが形成される。

　立ち上がった影の様な『代行者』に厚みが生じる。

　否――『代行者パニツシヤー』の周囲の物質が変化し、半透明の何かに変わっていく。

　ゼリーの様な。あるいは硝子ガラスの様な。



　――きしり。



　何かが軋きしむ音。

　しゃりしゃりと音を立てながら『代行者』の周りに『身体』が形成されていく。

　それは周囲の空気を固体化し、造り上げられた『代行者』の肉体――いや、戦闘用の装甲だった。

『代行者』はわずか五秒程度で周囲の物質を再編成。

　半透明の巨大な――そう、〈イコノクラスト〉と対等な程の巨大な人型がそこに生み出されていた。

　――

　我ハ執行者

　我ハ課刑者

　我ハ復ふく讐しゆう者

　我等ガ創造主ノ憤リヲ形トナシ

　裏切リ者共ニ裁キノ鉄てつ槌ついヲ下サン

　故ニ森羅ヨ

　故ニ万象ヨ

　我ガ命ニ従ウベシ

　――

「……やかましいっ!!」

　奇き蹟せき術式を複数並列展開。

　高速移動。

　省しよう吾ごは――〈イコノクラスト〉は相手の背後に回り込む様にして〈爪つめ〉の一撃をふるう。

　だが、相手の動きは予想外に早かった。

　素早く動いた硝子状の腕が〈イコノクラスト〉の腕を払い、代わりにまっすぐ拳こぶしを打ち込んでくる。

「――!!」

　それはまさしく先程彼が行った攻撃の再現だった。

　大量の奇蹟を発動させ、聖光の放射で物質を従え、純粋衝撃波を伴った拳の一撃が〈イコノクラスト〉に炸さく裂れつする。

〈イコノクラスト〉は地面に運河の様な深く広い溝を――足跡を彫りながら大きく後退。そしてぐらりと揺れる。

『第八十二、九十五、九十六、九十九、擬神機構、制御術式に問題発生』

『補助機構に切り替え。第六平衡制御機構、問題発生。修正術式展開。修正』

『第十から十八関節機構に亀き裂れつ発生。修復用予備擬ぎ神しん杖じよう発動。聖句詠唱。修復終了』

『第四十二関節機構破砕。修復不能。予備機構起動。物理出力一割減』

　姫ひめ巫み女こ達の声が焦燥を帯びる。

（くそ……どうすればいい？）

　省しよう吾ごは〈イコノクラスト〉を高速移動させながら時間を稼ごうとする。

　しかし追いすがってきた『代行者パニツシヤー』は続けざまに攻撃を仕掛けてくる。

　これを受け止める省吾――〈イコノクラスト〉。

　それは一見、巨人が殴り合うかの如ごとき原始的なやりとりであるが、その実、かつて行われた事も無い程の大規模奇き蹟せき術の応酬でもあった。

　奇蹟と奇蹟が聖光を放ちながら激突。

　互いの特化聖域がまだら模様の様に入り乱れ、周囲の物質は沸騰し、蒸発し、凍結し、液化し、飛散する。衝撃波は地面を穿うがって巨大なクレーターを造り上げ、発生した火炎は燃焼物も無いのに空中に渦を巻いて走る。

　信じがたい光景だった。

　間近で見る者が居れば創世の光景とはかくの如きものかと思ったかもしれない。

　そして――

（もっと強い武器――いや）

　省吾は考える。

　最強の武器は〈イコノクラスト〉それ自体――メリニはそう言った。

〈イコノクラスト〉は最強最大の擬神杖。

　奇蹟術とは擬神杖の力を借りて神の奇蹟をそこに生み出す事。

　そもそも〈イコノクラスト〉を動かしているのも奇蹟術だ。その一挙手一投足まで奇蹟術によって動かされ、制御されている。

　そう確かにメリニは言った。

　ならば――



　オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!



　省吾の認識に応えるかの様に〈イコノクラスト〉が吠ほえる。

「それならっ！」

　大事なのは腕力でも反射神経でもない。

　奇蹟術とは周囲の物質を自分の都合の良い様に変えてしまう力。

　つまり――

（束ねるんだ）

　省吾は考える。

　ただ一筋に束ねる事を考えればいい。

　例えば格闘技。

　人間の筋力には限界が在り――それはつまり殴る為に腕が出せる力にも限界が在るという事だ。ではそれ以上の力を引き出す事は出来ないのか？

　否。断じて否だ。

　格闘技を使う人間をよく見ていれば分かる事だが、単なる殴打に見えても彼等は腕の力だけで相手を殴っている訳ではない。踏み込む勢い、身体を捻ひねる勢い、それらを利用して殴る力を倍加させる。拳こぶしはただ腕の筋力によってのみ加速される訳ではなく、足首、膝ひざ、股こ間かん、胴、肩、肘ひじ、そして手首に至るまでの関節の動きを、それを駆動させる筋力を全て追加的に、直列的に繋つながれて爆発的な力を生み出す。

　だからこそ格闘技における打撃は単なる殴打とは異なる次元の力を発揮する。

　ならば――

（束ねろ。奇き蹟せきを――全身に散らばる奇蹟を俺おれの意識の下に統合制御する――）

　ばらばらに〈イコノクラスト〉を動かしている全ての奇蹟を束ねてやる事。一つ一つは小さな奇蹟でもそれらが束ねられれば莫ばく大だいな力を生む筈はずだ。

　自覚が更なる奇蹟を生む。

　ぎりぎりと束ねられている力のイメージ。

　敵の攻撃をかわしつつ、あるいは逸そらしつつ、投入できる全ての奇蹟をただ一点に集中していく。まるで弓を引き絞るかの様に全身の力を絞り込み、束ね、そして――

（…………）

　省しよう吾ごの意識の奥底で――何かがぱちんと弾はじけた。

『聖遺物励起率百六十を突破！』

『抑制術式を――』

『待って！』

　ハーチェッタが叫ぶ。

『これは――』

「くく……くくくくく…………」

　省吾は笑いながら言った。

「簡単な事だ……簡単な……くく……くはははははははは！　簡単じゃないか！　ははははははははは！」

　哄こう笑しようしながら省吾は自分の肉体を――〈イコノクラスト〉を隅々まで掌握する。

　そう簡単な事だ。

　なんでこんな事が今まで出来なかったのか。

　自分の身体だ。使い方は誰だれよりもよく自分自身が知っている。

『基本制御術式――第一から第八まで停止！』

『なにこれっ!?』
















「うるさい――黙ってろ!!」

　省しよう吾ごは叫んで前に出る。

　腕を伸ばし。脚を動かし。そう簡単な事だ。

　それと同じ次元でやればいい。

「はははははははははははははは!!」

　省吾の伸ばした腕が『代行者パニツシヤー』の一撃をいとも簡単に受け止めた。

　だが『代行者』はひるまない。『代行者』にそんな感情は無い。

「くだらねえんだよ……」

　省吾は歯を剥むき出しにして笑った。

「俺おれの影の分際で、俺に拳こぶしを振り上げてんじゃねえっ!!」

　めきり。

　腕の中のその感触に省吾は酔う。

　素晴らしい。この全能感。

　それに較くらべてこの目の前の氷の出来損ないの、なんと脆ぜい弱じやくな事か！

「くははははははははは!!」



　ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!



　省吾の笑いに同期する様に〈イコノクラスト〉が咆ほう吼こう――否、哄こう笑しようする。

　同時に肩の、そして腰の、頭部の、装甲が大きく展開、大型擬神装置が聖句の金切り声を発しながら奇き蹟せき術式を展開、聖光は世界の色を反転させる程の光量で明滅フラツシユ。

　そして。

〈イコノクラスト〉は一瞬で『代行者』の透明な拳を握りつぶしていた。

「ははははははははは!!」

　簡単な事だ。

　潰つぶれろと思えばいい。

　当たり前だ。彼は全能の神なのだから。

　奇蹟を行使するもの。

　当たり前の事として有り得ない事を体現するもの。

　だからこその神だ。

　それはその被造物に対しても変わらない。

　省吾は――後退する『代行者』に向けて突進。彼の巨体が一歩踏み出す度に地面に巨大な孔あなを穿うがち、大地は震えるが――その結果として彼が守ろうとしていたラヴィゾンの街の建物が幾つか倒壊したが、無論彼は気にしない。神は些さ細さいな事など気にしない。

　やはり技も何も無い拳の一撃。

　だが――

『これは……』

『奇き蹟せき単位尚なおも上昇中――これは』

『嘘うそ……!?』

　大量の奇蹟を生み出しながら伸ばされた手が『代行者パニツシヤー』の透明な頭部を吹っ飛ばす。まるでゼリーの様にあっさりと破壊された頭部は、空中で更に飛散、己が本来空気であった事を思い出して周囲のそれに同化。

『代行者』は更に後退するが――

「逃げるな！」

　傲ごう慢まんな叫びと共に繰り出された蹴けりがぞぶりと『代行者』の胴体を貫く。

『代行者』は――『代行者』が格闘戦用に造り上げた擬体は、胴体からまっぷたつになって吹っ飛び、やはり空中で消滅。

　後に残るのは『代行者』本体――即ち立ち上がる黒い影のみ。

　そして。

「くははははははははははは！」

　笑いながら省しよう吾ごは跳躍。

　右手で『代行者』を掴つかんで地面に引き倒し、その上にのしかかる。事実上、物質的な実体を持たない筈はずの『代行者』であるにもかかわらず、〈イコノクラスト〉の右手はそれを平然と捉とらえて離さない。

「ばらばらに！　ばらばらにしてやる！　ばらばらに！　くはははははは！」

　省吾はげらげらと笑いながら――恐ろしい勢いで『代行者』を解体し始めた。



　　　



『代行者』の知能は敗北を認めた。

　勝てない。自分ではこれには勝てない。

　焦燥も恐怖も哀惜も無くただ淡々と『代行者』は認める。それ故に『代行者』の採った行動はひどく合理的だった。

　伝導性を高めた信号を編へん纂さん。世界中に存在する筈の残り十五体の『代行者』に今回の戦闘で得られた情報を十七通りの方法で発信。

　そして――



　　　



「はははははははははははははははは！」

　笑う省吾。

　彼の手の中で黒い影は幾つもに引き裂かれていく。

　否――影と見えたのはそれは文字列だった。

　高密度聖句。

　その意味を解読できる奇き蹟せき師し達がそれを直視すれば、恐らく戦おののき震えただろう。

　それはただひたすら、何億行、何兆行もの量で綴つづられた人間への呪じゆ詛そであった。ただ人間を憎み、その為に破壊し、虐待し、蹂じゆう躙りんする、ただそれだけの――その為に無限とも思える量で練り上げられた憎悪の言葉。鎮める事など到底不可能だ。赦ゆるしを乞こう事にも意味は無い。それは抱いた者すら滅んだ後も、厳然として自存する悪意――理性も感情も及ばぬ狂気の領域に属する代物だった。

　裏切られた神の遺のこした最後の呪詛。

　それが『代行者パニツシヤー』なのだ。

　そして――

　……轟ごう!!

　爆音と閃せん光こうが〈イコノクラスト〉を包んだ。

　無制御で放射された聖光が周囲の物質に無制御の奇蹟を生み出し、瞬間的に混こん沌とんとした領域を生み出したのである。

　無論、その程度でどうにかなる〈イコノクラスト〉ではない。

　しかし――

『まずいわよ!?　これは――』

『〈爪つめ〉の原罪物質を引き戻して！　濃縮機構作動！』

『原罪物質還元中！　還元終了まであと五秒！』

『還元終了！　原罪物質――緊急停止機構に注入!!』

『原罪物質、頭とう蓋がい内を高速循環中！　反発反応確認！』

『冒ぼう涜とく領域発生！　――駄目、第一聖遺物の活性化が止まらない！』

『奇蹟術を物理効果に変換した力場で原罪物質を抑え込む積もりよ!?』

　悲鳴じみた姫ひめ巫み女こ達の声が省しよう吾ごの脳裏に響く。

　そして――

『抑制術式第七段から第九十九段まで投入！』

『全奇蹟回路を物理的に強制遮断！　全爆発ボルト撃発！』

　ばし！

　音を立てて非常用抑制術式が起動。

　非常動力に使われた大量の火薬の薬やつ莢きようがばらばらと巨体の全身から落ちる。

　同時に全身の術式回路や関節に設置されていた自壊用の火薬が爆裂し、強制的に各種接続を破断させる。火薬の煙と微細な破片を霧の様に纏まといながら、それでも〈イコノクラスト〉は天に向けて怒号するかの様に傲ごう然ぜんとその両腕を突き上げ――

「はははははははははは！」

　なおも笑い続ける省吾。

　そして……

　――ぶつん。



　唐突に視界が闇やみに閉ざされる。

　音が途切れ光が途切れ、匂においも皮膚感覚も全てが断絶する。

　喪うしなわれる全能感。

　恍こう惚こつの余韻は短く――脆ぜい弱じやくな人間のものに過ぎない五感が再び彼の意識に接続される。

「はははは……ははは…………はは………………は？」

　省しよう吾ごは――

「………………俺おれは……？」

　主制御室に満ちる闇の中――彼はようやく狂った様に笑い続けていた自分に気付いた。



　　　



「勝った…………？」

　誰だれかが呟つぶやく。

　ラヴィゾンの街の住人達は呆ぼう然ぜんとその様子を見つめていた。

　それは有り得ない筈はずの光景だった。

　人間には『代行者パニッシャー』は倒せない。絶対に倒せない。

『代行者』は人間を苦しめる為に生まれたものだから。

　では――

「馬ば鹿かな……倒した……『代行者』を……？」

「おお……おおおお…………」

　あれは何物か。

　あの神の呪じゆ詛そを打ち破り、荒野に傲ごう然ぜんと立ち尽くす巨重は一体何なのか。

　不可能を可能とし、ラヴィゾンの街を確定されていた筈の破滅から守った存在。

　人を遙はるかに超越した力を駆使するもの。

　それは――それこそが『神』ではないのか。

「有り得ない……そんな……そんな……」

　夕暮れの紅あかい光を浴びて長々と巨人の影が伸びる。

「おおお……おおおお…………」

　誰かが地面に膝ひざをついた。

　地面に跪ひざまずきながらその者は号泣する。

　感動は即座に伝染していった。

　膝をついて叫ぶ者、空に向かって吼ほえる者、巨人に向かって駆け出す者、あるいはただ呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くす者――反応は様々であった。

　だが。誰だれもが心の奥底で思っていた。

（あれは――あれこそは）

　奇き蹟せきが体系化され、当然の如ごとく行使されるこの世界において――彼等は本当の意味での奇蹟というものを五百年ぶりに知ったのである。

「おおおお…………」

　人々は――この日初めて『代行者パニツシヤー』が運命の同義語でない事を知った。



　　　



「――さて」

　バルドは報告者を下がらせて言った。

　広い広い――まるでこの世界の如ごとく無意味な位に広い部屋の真ん中。

　ぽつんと置かれた円卓には五氏族の長達がついている。

　いずれもが冷静な表情を浮かべてはいるが、興奮は隠し様が無い。あのネロですらいつもよりも微笑が深い位だ。

「多少の問題は在った様だが、我等が『救世主』殿はあの忌まわしい『代行者』を一体、曲がりなりにも片づけてくれた様だ」

「…………」

　他の四人からの発言は無い。

　それは彼等の――延々と続いてきた〈レネゲイド〉という組織の、そこに属し、生きて、この日を見る事も無く死んでいった者達を含めた、多くの人間達の――悲願であったからだ。それを夢見てきた歳月は、今更それを口の端に載せて繰り返さねばならない程軽いものではない。

「この勝利を端緒とし――〈レネゲイド〉はこの世界に遺のこされた神の怨おん念ねんを一掃する。そしてその完遂を以もつて我等は永えい劫ごうの罪人ではなく英雄として歴史に帰還するのだ！」

　バルドはもう一度四人の同胞を見回して――誓いの言葉を口にする。

「人の支配する世界の為に」

『人の支配する世界の為に』

　四氏族の長達は静かに唱和した。



　　　



「……なんだったんだ？」

　呟つぶやいてみても答えてくれる者は居ない。

〈イコノクラスト〉の頭部――その頭とう蓋がいの真ん中に置かれた暗い密室の中で省しよう吾ごの言葉は虚むなしく拡散していくのみ。

　だが彼は更に呟つぶやく。呟かずにはおれない。

「一体……今のは何だったんだ？」

　記憶は在る。

　自分が何をしたかも、何を言ったかも、何を考えたかも覚えている。

　しかし……

　あれは本当に自分だったのか？

「俺おれは…………どうなってたんだ……？」

　震える声で呟く省しよう吾ご。

　やはりその問いは答えを得る事無く闇やみの中に溶けて消える。

　香か芝しば省吾。十七歳。高校生。そして――救世主。

　救世主としての初陣はこうして彼の勝利に終わった。

　だが彼が自らの乗る強大無比な人型兵器〈イコノクラスト〉の恐るべき正体に気付くには、未まだいくらかの時間が必要であった。



『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ01　初　FIRST CAMPAIGN　陣』

完







次回予告





　初勝利に湧わく〈レネゲイド〉。その宴うたげの席で否応なく救世主としての期待を集めてしまう結果となった省しよう吾ご。

　人々の笑顔と崇敬を糧として不安を乗り越えようとする彼であったが――



　次回『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ02　英　He acts Heroism　雄』



　――神は我等を愛さぬが故に。







【用語解説】



奇き蹟せき術　奇蹟術とはその名の通り、本来は創造主たる神のみに許された『奇蹟を恣し意い的に顕けん現げんさせる』技術である。

　　原理的には単純で、ありとあらゆる物質に内包される『存在子イグジス』情報の根幹部分に記述された『神の為に存在し神の命令に従うべし』という絶対原則を利用して、物質の態様に干渉する事をその基本とする。つまり奇蹟術はその作用を及ぼしたい対象物質に、術の行使主体を『神』と誤認させる事で発生する権能を背に、絶対服従を強いるものである。

　　この世界に存在するありとあらゆる物質は、極限まで分解すれば存在情報たる『存在子』とそれを元に組み立てられ各種物質に擬態する『素材子マテリス』とから成ると分かる。石も水も空気も極言すれば同じ『素材子』の集合体であり、その物質的特性の差はこの『存在子』情報の違いに過ぎない。

　『存在子』情報は基本的に改変不可能であるが、真空被ひ曝ばくした『聖体』の発する『聖光』はこの『存在子』情報の不変性を一時的に解除する鍵として機能する。物質特性として『中立』状態になった『素材子』を専用の命令言語である『聖句』により誘導し、物質特性中立化に際して発生する余剰熱量を用いて各種現象を顕現させるのが奇蹟術である。

　　ただし奇蹟術使いは神そのものではない為に、物質に対する欺ぎ瞞まんは永続しない。また神の奇蹟と異なり人間の奇蹟術は『存在子』情報を再固定する事が出来ない為に、不可逆性を持つ事が出来ない。故に奇蹟術そのものの発動は暫定的なものであり、効果時間は長くても数分、この時間を過ぎれば奇蹟術は消滅し、仮想的にその特性を変更されていた物質は元の特性へと戻る。ただし奇蹟術発動中に行われた物理干渉はそのまま残る為、奇蹟術の炎は数分で消滅するが、その炎によって焼かれた物質は、焼かれたままの状態で残る事になる。この際に、消費された熱量は周囲の気温等から吸収する事で補われていると考えられるが、詳細については不明のままである。

擬ぎ神しん杖じよう　奇蹟術を行使する為の道具。人間が神ならぬ身で奇蹟を行使出来るのは、この擬神杖の中に封入された聖体――即ち神の肉体の一部を、物質の中に在る存在子が『神そのものである』と誤認し、聖光に反応するからである。

　　擬神杖は基本的に聖体を納める『玄室』、聖体を真空に被曝させる為の『排気機構』及び発生した聖光を効率的に使う為の『聖光誘導回路』の三部位と、これらに付随する各種補助装置から成っている。

　　逆に言えばこの三部位が備わっている限り如何なる形状の装置も擬神杖の一種と見る事が出来る。あくまで『杖つえ』と呼ばれているのは初期の擬神装置が杖であった事からの慣習であるが、個人携帯用のものは今でも利便性や長年の技術集積の結果として杖の形状を採る事が多い。

　　杖の形状をしていない擬神装置としては秘密結社〈レネゲイド〉の創り上げた超大型擬神機〈イコノクラスト〉がその典型である。〈イコノクラスト〉は複層的な構造となっており、大小無数の擬神装置が集まって巨大な一つの擬神装置を形成している。

　　聖体を真空に被ひ曝ばくさせる為に使う『排気機構』に関してはバネ駆動のシリンダー式、または蒸気駆動のポンプ式が主流であった。だが、近年の擬神杖の大型化や特殊化に伴い、より効率よく迅速に、かつ確実に真空を作り出す為、火薬の爆発力で排気シリンダーを動かす機構や、火薬の衝撃そのもので空気を弾き飛ばして真空を作り出す機構も増えてきている。また〈イコノクラスト〉に関しては奇き蹟せき術による遮しや蔽へい力場を使ってより完全な真空被曝を作り出す為に、高い聖光放射出力を得る事が出来ると言われている。

聖光　真空被曝した聖体が虚無に対する『原初的恐怖記憶』により発生させる光。存在子イグジスの物質特性を固定する記述を無効化して『中立』状態にする事が出来る。基本的な物理特性は通常の光と大差ないが、その波長は恐ろしく短い周期でわずかに変化しており（肉眼では確認できない）、これが存在子の中立化を促す情報鍵を含んでいると考えられる。

　　聖光は基本的に対象物質に作用すると消費される事が確認されているが、あくまで中立状態を引き出す為の鍵、つまりは触媒であるとするのならば、奇蹟術行使の際に消費される事の説明が付かない。この為、聖光は触媒であると同時に、熱量変換されて物質特性変化の際の各種周辺現象に転化されているのではないかとする説も在る。



　　『奇蹟技術概論』（レオン・Ｓ・スプリングフィールド著）より抜粋








あとがき



　むかしむかし（大体半年ほど前）あるところに（大体大阪南部辺り）。

　心配性の軽小説屋が住んでいました。

　彼はまあ色々あって（大人の事情によりお教えできません）『今年の後半は俺おれは仕事が半減するかもしれない』と悲観して仕事を頂けるように東奔西走（誇張表現。実は電話とメール使っただけ）しておりました。

　やっぱり色々あって（家をリフォームしたりとか忘れかけていた熱帯魚熱が再燃したとか税務署が容赦なく諸税を取り立てに来るとか、まあ本当に色々）お金が必要なその軽小説屋は、あちこちに頼りまくった挙げ句にメディアファクトリーという会社のＭ編集長というとてもとても優しい方（営業的誇張表現）にお仕事を頂く事になりました。



「では打ち合わせしましょう」

「いつに？」

「明後日」

「いや、明後日って」

「じゃあ明後日に新大阪駅で」

　何と言う事でしょう。フットワーク軽すぎですＭ編集長。腰が重いだけで仕事しない編集長なんぞが居てもしょうがないのですけれど。

　そういう訳で軽小説屋は『仕事ください』と御願いした三日後には編集長にプロット提出して打ち合わせに。



「うちはフェアが七から九月なので。九月に刊行したいのですよ」

「いや。さすがにそれは何というかスケジュール的に」

「九月に刊行したいのですよ」

「はあ。しかしスケジュール的に」

「九月に刊行したいのですよ」

「……頑張ります。じゃあそういう事で――」

「ああ、重要な事を忘れていました。これって一冊って事はないですよね？　こっちとしては年四冊が理想ですが」

「…………」

　何と言う事でしょう。切り出すタイミング上う手ますぎですＭ編集長。遠慮深いだけで仕事発注できない編集長なんぞが居てもしょうがないのですけれど。

　そういう訳でひいひい言いながら書く事に（ちなみに、自業自得なのだがこの時点で実は今年後半の仕事はびっちり埋まってしまっている）。まあ年四冊はさすがに勘弁していただいたりいただかなかったり。



「そういえば●●日にこっちに来られるとか」

「はい。某専門学校の講師として特別授業を」

「実は絵師さんは『あの』●ＫＡＭＡさんに決まりまして、スケジュール調整を御願いしております。つきましては顔合わせをしたいと考えておるのですが」

「……分かりました」

　何と言う事でしょう。絡め手が上う手ますぎですＭ編集長。明らかにこれは「さー。おまえが落としたら、これで●ＫＡＭＡさんに迷惑がかかるぜ？　アーユーオーケイ？」という無言の圧力でございます。

　追い詰められながらひたすら書き続ける軽小説屋。

　スケジュールが厳しいのは自業自得なので誰だれをも恨む訳にはいきません。

　しかし――河の水の如ごとく苦労や憎悪は低きに流れるのがその常、追い詰められた軽小説屋は某専門学校の卒業生で色々な意味で『濃い』元生徒に連絡を取りました。



「時間がないんだよ時間が。設定考えてる暇が無いよ。すげー濃いのにする積もりなんだがどうにも細かい設定詰めてる時間がねえよ」

「はあ。それで？」

「手伝え」

「…………」

　何と言う事でしょう。軽小説屋はＭ編集長に較くらべてあまりにも直接的過ぎでした。

　とはいえ元生徒も、性格破は綻たん者とはいえさすがに相手は恩師、仕方なくその仕事を手伝う事に。

　…………

　その結果、様々な人に迷惑をかけまくり、更に多くの関係者の苦労を礎として何とか本は九月に出たりしたのでした。

　めでたしめでたし。



　……前記の物語はフィクションです。実在の人物・団体・事件等とは一切関係ございません。ございませんたら。信じろ。頼む。



　というわけでえらい長い前振りですがＭＦ文庫Ｊでははじめまして。軽小説屋の榊さかきでございます。



　まあ諸般の事情とか紆う余よ曲きょく折せつとか色々あったりするのですが異世界ロボットアクション（なのか？）「イコノクラスト！」お目見えです。巨大ロボットものというのは昔から一回やりたかったのですが、短編とか、脇わき役やくっぽい形で出す事はあってもそれを主役に据えた長編というのは初めてです。

　前から一回やりたかったのですよね。

　やはりサンライズのロボットアニメを見ながら多感な少年時代を送ったオタク小説屋としてはこれは避けて通れない道ではないかと。

　ロボットアニメといえば未まだ榊がコンタクトをしていた頃ころ、金曜日に学校から帰ってきてテレビの前にかじりつき、五時から十時までぶっ通しで『聖戦士ダンバイン』『機甲創世記モスピーダ』『特装機兵ドルバック』『装甲機兵ボトムズ』『銀河漂流バイファム』『宇宙刑事シャリバン』『太陽にほえろ！』『ザ・ハングマン』『必殺仕事人』と休み無くテレビ画面を見続けた挙げ句、次の日には眼精疲労の為に眼を開けられず、無理に開けると涙が出てきて前が見えず、学校を休んだのも良い思い出です（記憶の美化作用）。なんか後半ロボットアニメと全く関係ないのも混じってますが。



　閑話休題。



　まーそういう訳なので（どういう訳なんだか）割と開き直ってやりたい事をやりたいよーにやりまする。某社のシリーズでも似たような事を言ってましたが、こっちでは更に制限取っ払ってみたり。

　あんな事とかこんな事とか。ふへへへへへ（脳内麻薬供給中）。



　とはいえ――好き勝手やろうがどうしようが、読者在っての小説。読者の皆さんが面白いと思ってくれるかどうか。

　何よりそれが、何より一番気懸かり～（さだまさし風に）。

　さて――どうなる事やら。

　よろしければ皆様、これからもこの「イコノクラスト！」におつきあいの程を。



　そして――最後になりましたが以下の方々に感謝を。

　ハンドルネームを使わせてもらった某ネット・ゲームの友人達。

　絵師のＯＫＡＭＡ氏。

　ＭＦ文庫Ｊ編集長のＭ氏。

　校正者の方々。

　印刷所の方々。

　更に――榊さかきの本を買う事で、この他に能の無い軽小説屋を今まで生かしておいてくれた読者の方々。



　ありがとうございまする。この本は貴方達のお陰でここにこうして存在します。

　でもってこれからもよろしく。



　ではまたッ！

二〇〇四／七／二三　榊一郎








あとがき　その２



　あれは確か二〇〇五年の春辺りの事だったのですが。

　何やら深刻そうな声こわ音ねで編集長から電話が掛かってきまして。

「実はですね……カクカクシカジカといった事情で絵師さんが変更になりまして」

「はあ。なるほど」

「……動じませんね」

「暴れてどうにかなるもんなら暴れますが。無理強じいも意味ないですし。ここは一つ前向きに考えようかと」

　まあ色々あってというか――ぶっちゃけ私のスケジュールと絵師さんのスケジュールが合わなくなりまして（お互い複数の仕事を抱えているので時間の兼ね合いが難しい）、絵師さんがＯＫＡＭＡ氏からｋｙｏ氏に変更と相成った訳ですが。

「ｋｙｏさんの絵に不満は微み塵じんもありませんが、シリーズとして絵が途中から変わるのは何かと統一感に欠けますね」

「それはまあ……そうですが」

「コレを機に新装版、とかいって全部一巻二巻も差し替えたりして」

「それは……いくらなんでも」

「まあいくらなんでも無理ですわな（苦笑）」

　などと。

　当時は半分冗談だったですし、編集長もその気は無かったのだと思うのですが――何しろ新装版を出す為には、言ってみれば絵師さん関連の費用が二重にかかる事になる訳で、細かい計算はさておき、非常に採算とりにくいんですよ――なんだかんだで「やはり統一感は重要だ」という事で新装版が出る事に相成りました。

　既に旧装丁のバージョンを買ってくださった読者の方には本当に本当に申し訳無いのですが（汗）、やはり絵はライトノベルの顔、揃っていると気持ちが良いもんです。もしよろしければ、この新装版も購入して貴殿の本棚に並べて頂ければ幸いです。



二〇〇五／一一／二〇

榊一郎







　著者

　榊一郎（さかき・いちろう）

　　１９６９年11月23日、大阪生まれ。

　　自ら「軽小説屋」を名乗る、ライトノベル界を代表するベストセラー作家。

　　主な著作に『スクラップド・プリンセス』シリーズ、『ストレイト・ジャケット』シリーズ、『君の居た昨日、僕の見る明日』シリーズ（すべて富士見ファンタジア文庫）、『まじしゃんず・あかでみい』シリーズ（ファミ通文庫）、『神曲奏界ポリフォニカ』シリーズ（ＧＡ文庫）ほか多数。

　　最新作に『神曲奏界ポリフォニカ　まぁぶる』（ＧＡ文庫）がある。

　　公式ＨＰ：‥「うごうご榊くん」

　　http://www.ugougo.net/



　設定協力

　照下土竜（ひのした・もぐら）

　　１９８２年11月10日、高知生まれ。

　　専門学校卒業後、榊一郎に師事。

　　独特の世界構築力に定評がある。

　　『ゴーディーサンディー』で第６回日本ＳＦ新人賞受賞。



　イラスト

　Ｋｙｏ（きょう）

　　１９８５年１月22日富山生まれ。血液型はＡ型。

　　高校のときにＨＰを開設し、それと同時に絵を描き始める。

　　現在大学に通いながら、イラストの依頼も請けるようになる。

　　ゲームが好き。特に、アクション。

　　公式ＨＰ：‥「クロイチゴ」

　　http://www8.plala.or.jp/kyo_/
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